
様式２　概ね５年で実施する取組・フォローアップ 資料１－２

柏市 我孫子市 柏土木 佐倉市 印西市 白井市 四街道市 酒々井町 栄町 印旛土木 成田市 富里市 芝山町 多古町 成田土木 香取市 神崎町 東庄町 香取土木 銚子市 銚子土木

１． 円滑かつ迅速な避難のための取組
① 災害時の情報伝達、避難計画等に関する事項

取組番号
1,13,22,24

主な内容
目標時期

ハザードマップ等を
活用し，周知促進を
行っている，

水位周知河川指定の
周知促進を図る。

-
洪水ハザードマップ
を作成し、住民へ周
知済みである。

ハザードマップの改
訂に併せて検討す
る。

地域防災計画の見直
しに伴い、ハザード
マップの修正につい
ても検討する。

出前講座等を通じて
周知を図っている。

洪水ハザードマップ
を町内全戸へ配布済
み。変更箇所の修正
について検討を行
う。

ハザードマップの作
成時に実施

・今後５年間で指定
する水位周知河川の
検討・調整を実施。
・浸水想定区域図に
より浸水想定及び河
川水位等の情報を提
供している。

・水位周知河川の拡
大を要望していく

・ハザードマップを
使い、周知を継続す
る。

ホームページ上で浸
水想定区域の情報を
提供している。
防災マップの更新時
に浸水想定区域を盛
り込み周知できるよ
う取り組む。

洪水ハザードマップ
の更新をした際に水
害の危険性について
更に周知できるよう
取り組む。

ハザードマップを全
戸配布し周知を図っ
ている。

・浸水想定区域図に
より浸水想定及び河
川水位等の情報を提
供している。

洪水ハザードマップ
等により周知してい
る。想定最大規模の
浸水想定に合わせ、
マップの更新及び周
知を図る。

既存のハザードマッ
プを更新し、周知を
図る。

・既存のハザード
マップを改善し、新
しく作成する。

・想定最大規模の洪
水に係る浸水想定区
域図を作成し、周知
していく。

・平成３３年度を目
途に簡易方法も活用
し浸水想定及び河川
水位等の情報を提
供。

- -

H29
ハザードマップ等を
活用し，周知促進を
行っている。

新たなハザードマッ
プを作成し、全世帯
に配布した。

- 継続実施
転入者及び希望者へ
ハザードマップを配
布した

出前講座を実施
HMについて窓口にて
周知、見直しを検討

継続実施
市民への周知を継続
して行った。

県ホームページで周
知を継続

洪水ハザードマップ
等により周知してい
る。想定最大規模の
浸水想定に合わせ、
マップの更新及び周
知を図る。

検討中
来年度作成に向けて
予算措置

小野川浸水想定区域
図作成業務委託発注

- -

H30

web版ハザードマッ
プを整備し，紙媒体
と合わせて周知促進
を行っている。

転入者にハザード
マップを配布した。

- 継続実施
転入者及び希望者へ
ハザードマップを配
布した

出前講座を実施
HMについて窓口にて
周知、見直しを検討

作成及び配布 継続実施
市民への周知を継続
して行った。

ホームページ実施
県ホームページで周
知を継続

洪水ハザードマップ
等により周知してい
る。想定最大規模の
浸水想定に合わせた
洪水ハザードマップ
を作成準備中。

既存のハザードマッ
プを更新している。

想定最大規模の浸水
想定に合わせた洪水
ハザードマップを作
成準備中

黒部川浸水想定区域
図作成業務委託発注
予定

- -

H31

H32

H33

取組番号3
主な内容
目標時期

「千葉県防災ポータ
ルサイト」等におけ
る有効な周知方法を
検討する。

市ホームページに、
気象庁、国土交通省
等の防災情報が確認
できるようリンクを
貼っている。

千葉県防災ポータル
サイトに雨量・水位
情報を提供してい
る。

ウェブサイト「佐倉
市防災気象情報」に
ついて、市広報紙等
で周知済みである。

必要に応じて市防災
ホームページ等にお
いて情報を提供して
いく。

白井市防災ポータル
を活用

- － -

千葉県防災ポータル
サイトに雨量・水位
情報を提供してい
る。

防災講話等の際には
情報取得方法の周知
を続ける。

「千葉県防災ポータ
ルサイト」における
有効な周知方法を検
討する。

「ちば防災ポータル
サイト」について、
有効な周知方法を検
討する。

「防災ポータルサイ
ト」について、町HP
にリンクさせ、その
旨を町広報誌等に掲
載し周知を図る。

千葉県防災ポータル
サイトに雨量・水位
情報を提供してい
る。

市HPで県防災ポータ
ルサイト等の情報を
記載

町HPで防災関係の情
報を記載

町HPで県防災ポータ
ルサイト等の情報を
記載

「千葉県防災ポータ
ルサイト」や「川の
防災情報」につい
て、有効な周知方法
を検討する。

テレビ(特にNHK）の
データ放送の充実し
ていることから、身
近かな情報取得手段
として案内に追加。

千葉県防災ポータル
サイトに雨量・水位
情報を提供してい
る。

H29

市のホームページで
ウェザーニューズ発
信の気象情報等を確
認できるようにして
いる。

市ホームページにて
周知済み

継続実施 継続実施
防災ホームページで
情報を提供した

‐ － 継続実施
防災講話の際に情報
取得方法について周
知した。

継続実施
市HPで県防災ポータ
ルサイト等の情報を
記載

町HPで防災関係の情
報を記載

町HPで県防災ポータ
ルサイト等の情報を
記載

－
市民講座、住民説明
会、チラシ等で随時

雨量・水位情報を提
供

H30

市のホームページで
ウェザーニューズ発
信の気象情報等を確
認できるようにして
いる。

市ホームページにて
周知済み

継続実施 継続実施
防災ホームページで
情報を提供した

‐ － 継続実施
防災講話の際に情報
取得方法について周
知した。

継続実施
市HPで県防災ポータ
ルサイト等の情報を
記載

町HPで防災関係の情
報を記載

町HPで県防災ポータ
ルサイト等の情報を
記載

事務所ＨＰにリンク
を予定

市民講座、住民説明
会、チラシ等で随時

雨量・水位情報を提
供

H31

H32

H33

取組番号4

情報配信手段につい
てＳＮＳ（ツイッ
ター），メール配信
サービス等を整備し
ている。

防災行政無線の放
送、メール配信、広
報車による巡回、災
害広報誌の配布、
ホームページへの掲
載、ツイッターへの
掲載及び報道機関へ
の放送を行う。

-

現状整備している情
報伝達手段（メール
配信サービス、ツ
イッター等）につい
て、市広報紙等で周
知済みである。

現在利用している
メール配信サービス
等の情報伝達手段を
用いる。

白井市メール配信
サービス、防災行政
無線

情報配信手段につい
てＳＮＳ（フェイス
ブック等）を整備。

メール配信サービス
や防災テレフォン
サービスにより情報
を配信する。

さかえ情報メール、
防災行政無線、ホー
ムページ等により情
報を配信している。

-

防災行政無線、メー
ル配信、ＨＰ、ＳＮ
Ｓ等を使用してい
る。
今後も新しい情報伝
達手段について検討
していく。

防災行政無線、市の
防災防犯メール、
ホームページ、Ｌア
ラートで情報伝達を
実施している。

防災行政無線での周
知に加えてホーム
ページ、町登録制
メールを活用してい
るところだが、町登
録制メールの登録者
数を増加させていく
ことが今後の課題で
ある。

防災行政無線、町
HP、登録制メールを
活用中。無線難聴世
帯の解消や登録制
メールの広報に努
め、今後も必要に応
じ、新たな情報提供
ツールを検討。

-

情報配信手段につい
て登録制メールを整
備。

情報配信手段につい
て、防災無線の放送
内容を周知する登録
制メールを継続実
施。

情報配信手段につい
て防災行政無線・町
防災メール・HP等周
知の多重化を整備。

-
防災・防犯メール登
録の推進

-

H29

情報配信手段につい
てＳＮＳ（ツイッ
ター），メール配信
サービス等を整備し
ている。

継続して実施中 - 継続実施
防災メールで情報を
提供した

登録制メールの普及
促進

１２月より防災テレ
ホンサービス運用開
始

継続して実施中

防災講話を通じて住
民に対して、情報取
得ツールについて周
知した。

難聴世帯解消・登録
制メール広報

情報配信手段につい
て登録制メールを整
備し、運用してい
る。

情報配信手段につい
て、防災無線の放送
内容を周知する登録
制メールを継続実
施。

情報配信手段につい
て防災行政無線・町
防災メール・HP等周
知の多重化を整備。

-
市民講座、住民説明
会、チラシ等で随時

-

H30
Yahoo!防災速報アプ
リで情報発信を行え
るよう整備した。

継続して実施中 - 継続実施
防災メールで情報を
提供した

登録制メールの普及
促進

４月よりメール配信
サービス運用開始

継続して実施中

防災講話を通じて住
民に対して、情報取
得ツールについて周
知した。

難聴世帯解消・登録
制メール広報

情報配信手段につい
て登録制メールを整
備し、運用してい
る。

情報配信手段につい
て、防災無線の放送
内容を周知する登録
制メールを継続実
施。

情報配信手段につい
て防災行政無線・町
防災メール・HP等周
知の多重化を整備。

-
市民講座、住民説明
会、チラシ等で随時

-

H31

H32

H33

取組番号
6,43

避難情報等の取得方
法の周知を防災講習
会・市ホームページ
等で行っている。

水防災に関する説明
会を開催予定。水防
災に関する避難訓練
の検討を開始した。
我孫子市総合防災訓
練会場などにおいて
避難情報等のメール
配信登録者増加に向
けた取り組みを実施
している。

要請に応じて支援す
る

・自治会等への出前
講座及び市広報紙・
広報番組により、水
害への意識向上及び
対策を図っている。

・年1回、出水期前
に水防訓練を実施し
ている。

・出前講座、市広報
紙により避難情報等
の取得方法の周知を
行っている。

既存の防災訓練、出
前講座等にて水防災
の内容も周知できる
よう検討する。

-

自治会主催の避難訓
練参加時に避難情報
等の取得方法につい
て、メール配信、電
話音声案内サービス
等の周知を実施。

-
要請に応じて支援す
る

防災講話等の際に情
報取得方法の周知を
行う。

-

・河川の近隣や土砂
災害警戒区域の周辺
に居住する住民（地
区）を対象とした避
難訓練が実施できる
よう検討する。避難
訓練を実施した際に
避難情報等の取得方
法についての説明会
を実施する方向で検
討する。
・水防リスクの比較
的高い地区等での住
民参加型避難訓練の
実施を検討する。

・避難訓練（防災訓
練）については現在
も実施しているので
継続実施。
避難所情報の取得に
ついては多古町メー
ルを今後も周知徹底
していく。

・説明会については
今後実施を検討予
定。

要請に応じて支援す
る

市民向けに出前講座
を開催

水防災に関する説明
会や避難訓練の実施
を検討する。

平成３３年度出水期
までに水防災に関す
る説明会や避難訓練
の開催を検討する

・既存の会議（水防
連絡会等）を活用し
て説明の実施を検討
していく。

市民講座の一部とし
て実施

要請に応じて支援す
る

H29

避難情報等の取得方
法の周知を防災講習
会・市ホームページ
等で行っている。

実施なし
要請がなかったため
実施無し

継続実施

防災メールの登録方
法・防災行政無線の
テレホンサービスの
周知を広報で行った

‐
防災テレホンサービ
スについてチラシを
町内全戸配布

該当なし

防災講話を通じて住
民に対して、情報取
得ツールについて周
知した。

訓練時に説明 支援実績なし
市民向けに出前講座
を開催した。

検討中 検討中
香取地区水防連絡会
を開催（7.12）

同上
要請無しのため実施
しない

H30

避難情報等の取得方
法の周知を防災講習
会・市ホームページ
等で行っている。

防災訓練会場におい
てメール配信登録の
周知啓発を実施し
た。

要請がなかったため
実施無し

継続実施

防災メールの登録方
法・防災行政無線の
テレホンサービスの
周知を広報で行った

‐

メール配信サービス
についてチラシを町
内全戸配布。自治会
防災訓練開催時に周
知。

該当なし

防災講話を通じて住
民に対して、情報取
得ツールについて周
知した。

訓練時に説明 支援実績なし
市民向けに出前講座
を開催した。

検討中 検討中
香取地区水防連絡会
を開催（7.3）

同上
要請無しのため実施
しない

H31

H32

H33

④水防災に関する説明会や避
難訓練の開催（避難情報等の取
得方法の周知・実践）

取組状況

住
民
へ
の
情
報
伝
達

①水害危険性の周知促進

取組状況

②防災情報総合サイトの活用と
周知（防災情報等の取得方法の
周知）

取組状況

③様々な防災情報提供ツール
を用いた防災情報伝達の強化、
多重化（確実な情報伝達のため
の整備）

取組状況

災
害
時
の
情
報
伝
達

、
避
難
計
画
等
に
関
す
る
事
項

円
滑
か
つ
迅
速
な
避
難
の
た
め
の
取
組
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様式２　概ね５年で実施する取組・フォローアップ

１． 円滑かつ迅速な避難のための取組
① 災害時の情報伝達、避難計画等に関する事項

取組番号
1,13,22,24

主な内容
目標時期

H29

H30

H31

H32

H33

取組番号3
主な内容
目標時期

H29

H30

H31

H32

H33

取組番号4

H29

H30

H31

H32

H33

取組番号
6,43

H29

H30

H31

H32

H33

④水防災に関する説明会や避
難訓練の開催（避難情報等の取
得方法の周知・実践）

取組状況

住
民
へ
の
情
報
伝
達

①水害危険性の周知促進

取組状況

②防災情報総合サイトの活用と
周知（防災情報等の取得方法の
周知）

取組状況

③様々な防災情報提供ツール
を用いた防災情報伝達の強化、
多重化（確実な情報伝達のため
の整備）

取組状況

災
害
時
の
情
報
伝
達

、
避
難
計
画
等
に
関
す
る
事
項

円
滑
か
つ
迅
速
な
避
難
の
た
め
の
取
組

船橋市 市川市 浦安市 葛南土木 松戸市 流山市 野田市 鎌ヶ谷市 東葛飾土木 千葉市 習志野市 八千代市 千葉土木 君津市 木更津市 富津市 袖ケ浦市 君津土木 市原市 市原土木

・洪水ハザードマッ
プ等により周知して
おり、想定最大規模
の浸水想定が発表さ
れたら更新する。

・洪水ハザードマッ
プ等により周知して
おり、想定最大規模
の浸水想定が発表さ
れたら更新する。
・アンダーパス等ハ
ザードマップで周知

ハザードマップ（印
刷物及び市ＨＰ）に
よる周知を実施。

-
千葉県の更新に合わ
せて実施していく

-

洪水ハザードマップ
に県管理河川（座生
川）の情報を記載す
る

ハザードマップに冠
水しやすい道路につ
いて記載済み。

-

今後指定される水位
周知河川について、
県実施のシミュレー
ションを基に、ハ
ザードマップを作成
するなど、周知を
行っていく。

河川管理者にて浸水
想定を作成した際は
ハザードマップの作
成及び周知を実施す
る。

浸水ハザードマップ
で浸水想定区域の周
知を図っている。

平成３３年度まで
に、市と今後５年間
で指定する水位周知
河川の検討・調整を
実施。

・洪水ハザードマッ
プにて周知

ハザードマップで周
知済み

ハザードマップで周
知済み

ハザードマップで周
知済み

平成３１年度出水期
までに、今後５年間
で指定する水位周知
河川の検討・調整を
実施。

洪水ハザードマップ
により周知

・千葉県ホームペー
ジにて、浸水想定区
域図による浸水想定
及び河川水位等の情
報を提供。

実施（更新は想定発
表され次第実施予
定）

洪水ハザードマップ
の配布をして周知し
ており、想定最大規
模の浸水想定が発表
されたら更新を予定
している。

継続実施（洪水ハザ
ードマップの更新）

― - 更新中 - ○ 取組なし 実施済 実施予定 実施 ハザードマップの更新・増刷 防災訓練時に配布 継続実施 - - 継続実施

実施（更新は想定発
表され次第実施予
定）

ハザードマップを更
新（江戸川の想定最
大規模を反映）

継続実施（水害ハ
ザードマップの印刷
物配布）

― - 更新中 - ▲（予算要望中） 取組なし 実施済 実施予定 実施 ハザードマップの増刷 防災訓練時に配布 継続実施
2河川で更新作業を
実施

検討中 継続実施

・洪水ハザードマッ
プ等に記載して周知
している。

市公式Webサイト・
ハザードマップなど
の啓発物や講演会な
どを通して周知して
いく

市のホームページに
他機関や千葉県防災
ポータルサイト等へ
のリンクを貼る。

千葉県防災ポータル
サイトに雨量・水位
情報を提供している

千葉県防災ポータル
サイト等を周知し、
住民が正確な情報を
取得するよう図って
いる。

- ‐ -

千葉県防災ポータル
サイトに雨量・水位
情報を提供してい
る。

市のホームページに
て、千葉県防災ポー
タルサイトへのリン
クを掲載している。

市のホームページに
他機関や千葉県防災
ポータルサイト等へ
のリンクを貼る。

市のホームページに
て千葉県防災ポータ
ルサイト等へのリン
クを貼っている。

千葉県防災ポータル
サイトに雨量・水位
情報を提供してい
る。

・洪水ハザードマッ
プにて周知

ハザードマップで周
知済み

ハザードマップで周
知済み

ハザードマップで周
知済み

千葉県防災ポータル
サイトに雨量・水位
情報を提供してい
る。

　市ＨＰの「防災
トップページ」を活
用し、必要な防災情
報を提供する。

千葉県防災ポータル
サイトに雨量・水位
情報を提供してい
る。

実施

市公式Webサイト・
ハザードマップなど
の啓発物や講演会・
イベント等を通して
周知を実施した。

実施。
継続して情報提供し
ている

- ‐ 継続実施 ▲（継続実施） 実施済 実施済 着手済み 実施 ハザードマップの更新・増刷防災訓練時に配布 継続実施 継続
「防災情報に関する
リンク」により各種
防災情報を提供

継続実施

実施

市公式Webサイト・
ハザードマップなど
の啓発物や講演会・
イベント等を通して
周知を実施してい
る。

実施。
継続して情報提供し
ている

- ‐ 継続実施 ▲（継続実施） 実施済 実施済 着手済み 実施 ハザードマップの増刷防災訓練時に配布 継続実施 継続
「防災情報に関する
リンク」により各種
防災情報を提供

継続実施

・登録制のふなばし
情報メール（ふなば
し災害情報）の配信
を実施している。
・防災行政無線につ
いて、アナログ方式
からデジタル方式へ
の整備、屋外拡声子
局の増設、より広範
囲に聞こえるよう高
性能スピーカーの設
置を予定している。

市公式Webサイト・
ハザードマップなど
の啓発物や講演会な
どを通して周知して
いく

防災ラジオ、登録制
メール配信システム
等を整備済み。

-

JCOMの行う有償防災
情報サービスに対
し、防災行政用無線
放送内容を再送信し
ている。

-

聴覚障がい者が属す
る世帯に対し、申請
により戸別受信機の
取付けを行ってい
る。保育園や介護施
設等に対し、戸別受
信機の取付けを行っ
ている。

防災メール機能の拡
充について検討中。

-

情報発信の手段とし
ては、緊急速報メー
ル、安全・安心メー
ル、千葉テレビ、
BEYFM、ちば減災プ
ロジェクト、
Facebook、
Twitter、県防災シ
ステム（Lアラー
ト）、防災行政無
線、HPへの掲載、記
者発表等で周知して
いる。

防災行政無線及び広
報車、HP、SNS等を
利用した伝達手段を
整備、今後も多重化
を図る。

ＨＰ，ツイッター，
ブログ，やちよ防災
情報メール（希望者
のみ）を活用し，防
災情報伝達を実施し
ている。

-

情報配信手段につい
て君津市メール配信
サービス、防災行政
無線を補完するフ
リーダイヤル、ＳＮ
Ｓ（ツイッター等）
を整備済み。

防災行政無線、フ
リーダイヤル、登録
制メールを活用
（Twitterは無し）

防災行政無線、フ
リーダイヤル、登録
制メールを活用

防災行政無線、フ
リーダイヤル、登録
制メールを活用ＳＮ
Ｓ（ツイッター等）
を整備済み。

-

　防災行政無線、防
災ラジオ、車両広
報、情報配信メー
ル、ＨＰ，ツイッ
ター、フェイスブッ
ク等、情報伝達の多
重化を行っている。

-

防災行政無線につい
て、一部着手

市公式Webサイト・
ハザードマップなど
の啓発物や講演会・
イベント等を通して
周知を実施した。

継続実施 ― - 継続中 - ▲（継続実施） 実施済 実施済 ‐ 実施済み 継続実施 継続実施 継続実施

防災行政無線につい
て、一部着手

市公式Webサイト・
ハザードマップなど
の啓発物や講演会・
イベント等を通して
周知を実施してい
る。

継続実施 ― - 継続中 - ▲（継続実施） 実施済 実施済 ‐ 実施済み 継続実施 継続実施 継続実施

・各町会や自治会等
の求めに応じ、講話
等を実施している。
・洪水ハザードマッ
プ及び防災ハンド
ブックの作成、配
布、ホームページ掲
載を実施している。

自治会等への講演会
などで引き通津期水
害時における避難行
動等について啓発い
く

・ハザードマップ
（印刷物及び市Ｈ
Ｐ）による周知を実
施。

・自治会等の求めに
応じ、説明会等を実
施している。

要請に応じて支援す
る

出前講座など市民と
の接点を捉え周知を
図っている。

- ‐ -
要請に応じて支援す
る

地域防災計画に名称
が記載されている、
地下街等及び要配慮
者利用施設について
は、ＦＡＸを利用し
た防災情報の情報伝
達確認を１年に最低
１度は実施してい
る。

避難情報等の取得方
法について、各町会
に対して説明する
他、HP等で周知す
る。

水害に限定はしてい
ないが，現在市内の
一部において避難訓
練を実施している。

要請に応じて支援す
る

・今後関係個所と連
携し、実施について
検討したい。

・自主防災組織の訓
練等において避難情
報や取得方法を周知
している。

自主防災組織の訓練
等において避難情報
や取得方法を周知し
ている。

出前講座を実施して
いる

要請に応じて支援す
る

水防法に基づき、年
１回の水防訓練を
行っている。

要請に応じて支援す
る

実施
講演会等で避難行動
について周知をし
た。

継続実施 要望に応じて支援 - ‐ - ▲（継続実施） 実施済 実施済 実施予定 ‐
訓練等において避難
情報等の周知

継続実施 継続実施 - 7月2日に実施 水防訓練に参加。

実施
講演会等で避難行動
について周知をして
いる。

継続実施 要望に応じて支援 - ‐ - ▲（継続実施） 実施済 実施済 実施予定 ‐
訓練等において避難
情報等の周知

継続実施 継続実施 - 7月1日に実施 水防訓練に参加。
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様式２　概ね５年で実施する取組・フォローアップ

１． 円滑かつ迅速な避難のための取組
① 災害時の情報伝達、避難計画等に関する事項

取組番号
1,13,22,24

主な内容
目標時期

H29

H30

H31

H32

H33

取組番号3
主な内容
目標時期

H29

H30

H31

H32

H33

取組番号4

H29

H30

H31

H32

H33

取組番号
6,43

H29

H30

H31

H32

H33

④水防災に関する説明会や避
難訓練の開催（避難情報等の取
得方法の周知・実践）

取組状況

住
民
へ
の
情
報
伝
達

①水害危険性の周知促進

取組状況

②防災情報総合サイトの活用と
周知（防災情報等の取得方法の
周知）

取組状況

③様々な防災情報提供ツール
を用いた防災情報伝達の強化、
多重化（確実な情報伝達のため
の整備）

取組状況

災
害
時
の
情
報
伝
達

、
避
難
計
画
等
に
関
す
る
事
項

円
滑
か
つ
迅
速
な
避
難
の
た
め
の
取
組

匝瑳市 旭市 海匝土木 東金市 大網白里市 山武市 横芝光町 九十九里町 山武土木 茂原市 一宮町 白子町 睦沢町 長南町 長柄町 長生村 長生土木

ハザードマップの更
新等を検討する。

- -

ハザードマップ等を
活用し、住民へ水害
危険性の周知促進を
継続して行う。

- - -

町ホームページに
て、洪水ハザード
マップによる水害危
険性の周知を実施。

・千葉県ホームペー
ジにて、浸水想定区
域図による浸水想定
及び河川水位等の情
報を提供。

ハザードマップを作
成しており、随時更
新を行う。

・ハザードマップを
作成しており、随時
更新を行う

・冠水しやすい道路
等の周知

ハザードマップを作
成しており、随時更
新を行う。

・ハザードマップの
見直し

・ハザードマップに
よる周知、千葉県災
害対策コーディネー
ターへの情報提供及
び研修会での周知

ハザードマップの見
直しを行う予定。

平成22年度に洪水ハ
ザードマップを作成
済。※ただし、避難
所等現在の状況へ見
直しが必要であり、
現在県事業で実施中
の土砂災害警戒区域
指定がすべて完了
後、風水害等を含め
た総合的な防災マッ
プの作成を検討中

ハザードマップを作
成しており、随時更
新を行う。

-

ハザードマップ更新
の検討

-
広報やホームページ
で紹介

- - -
ホームページ等で周
知

継続実施
▲着手済み・継続実
施

口頭による周知を実
施

継続実施 ● 見直しに向けて検討

実績なし※町内の土
砂災害警戒区域指定
すべて完了後検討、
着手予定

更新を実施 -

ハザードマップ更新
の実施

-
広報やホームページ
で紹介

- - -
ホームページ等で周
知

継続実施
▲着手済み・継続実
施

口頭による周知を実
施

継続実施 平成31年度予算要求

実績なし※町内の土
砂災害警戒区域指定
すべて完了後検討、
着手予定

- -

様々な防災情報等に
ついて、有効な周知
方法を検討する。

周知方法を工夫して
いく

千葉県防災ポータル
サイトに雨量・水位
情報を提供してい
る。

「千葉県防災ポータ
ルサイト」につい
て、有効な周知方法
を検討する。（ＨＰ
リンクなど）

「千葉県防災ポータ
ルサイト」につい
て、有効な周知方法
を検討する。

「千葉県防災ポータ
ルサイト」につい
て、有効な周知方法
を検討する。

「千葉県防災ポータ
ルサイト」につい
て、有効な周知方法
を検討する。

「千葉県防災ポータ
ルサイト」につい
て、有効な周知方法
を検討する。

千葉県防災ポータル
サイトに雨量・水位
情報を提供してい
る。

水防関係の広報の随
時更新を行う。

町ホームページに千
葉県防災ポータルサ
イトを掲載済

- - - - -
千葉県ホームページ
に防災ポータルサイ
トを掲載済

周知方法の検討（市
HPで県防災ﾎﾞｰﾀﾙｻｲﾄ
等の情報記載済み）

ハザードマップなど
で周知

随時実施
広報やホームページ
で紹介

現在のところ活用で
きていない

窓口での周知を実施 検討中
ホームページ等で周
知

継続実施
▲着手済み・継続実
施

掲載済み - -  対応済

周知方法の検討（市
HPで県防災ﾎﾞｰﾀﾙｻｲﾄ
等の情報記載済み）

ハザードマップなど
で周知

随時実施
広報やホームページ
で紹介

現在のところ活用で
きていない

窓口での周知を実施 検討中
ホームページ等で周
知

継続実施
▲着手済み・継続実
施

掲載済み - -  対応済

ホームページ等にお
いて、防災情報等の
リンクを拡大する。

周知方法を工夫して
いく

-
防災情報を配信可能
なアプリ等を整備。

防災行政無線・メー
ル配信システムを整
備

既存提供ツール
（メール）を多くの
住民の方に登録して
もらえるよう広報誌
等を活用して広める

既存手段（アプリ）
を使用して配信をを
行う

既存通信手段（メー
ル）に登録してもら
うよう広報誌等を通
じて行う

-
防災行政無線、ＳＮ
Ｓ，メール等での情
報伝達。

防災無線の他、SNS
での情報の配信

戸別受信機整備、Ｓ
ＮＳ等での周知。

視覚・聴覚障害者へ
の伝達ツールの見直
し

防災無線戸別受信
機、緊急速報メール
を伝達手段として実
施。

防災行政無線設備デ
ジタル化を実施、希
望する各家庭や事業
所へ防災行政無線戸
別受信機を無償で貸
与。その他災害時の
情報伝達手段とし
て、緊急速報メール
サービスを実施
（au、ドコモ、ソフ
トバンク）

防災無線、防災メー
ルでの周知

-

周知方法の検討 実施中 -
平時、災害時などの
連絡手段として活用

広報等で周知 情報配信開始
ホームページ等で周
知

-
防災行政無線屋外子
局新設、メール登録
等の周知を行った

登録制メールやＳＮ
Ｓでも情報を伝達

継続実施
新たな情報伝達ツー
ル導入の検討

着手済 周知を実施 -

周知方法の検討 実施中
登録制メール、アプ
リ、SNSなどを整備

平時、災害時などの
連絡手段として活用

広報等で周知 情報配信
ホームページ等で周
知

-
防災行政無線屋外子
局新設、メール登録
等の周知を行った

登録制メールやＳＮ
Ｓでも情報を伝達

継続実施
新たな情報伝達ツー
ル導入に向けた予算
要求

着手済 周知中 -

・内容の見直しを行
い、訓練の充実を図
る。

・住民及び他機関か
らの要請に応じて随
時実施する。

-
要請に応じて支援す
る

自治会への出前講座
や広報誌などを通
し、水防災に関する
避難情報等の取得方
法を継続して周知し
ていく。

-
ハザードマップ等に
よる周知及び情報伝
達訓練等を実施する

・県主催の情報伝達
訓練及び山武管内の
水防連絡会で行う水
防訓練に継続して参
加する

・町防災訓練におい
て継続的に実施する

ハザードマップや防
災ガイドブックによ
る住民周知の他、出
水期における水防災
に関する記事を広報
紙により周知

要請に応じて支援す
る

水防訓練の継続実
施。

避難訓練の定期的な
実施

避難訓練を実施す
る。

防災訓練の実施
避難訓練を実施す
る。

町防災訓練等防災関
係イベントの機会を
活用し、講話や避難
訓練の実施を検討し
たい

水防訓練の継続実
施。

市町村等と合同で行
う水防訓練を引き続
き実施する

防災訓練の内容につ
いて調査・検討

－ 随時実施
広報やホームページ
で紹介

- 3地区防災訓練実施 上記内容にて実施 上記内容にて実施 継続実施 水防訓練を実施 天候不良により中止
天候不良等により中
止

- 出前講座の実施
町防災訓練・自主防
災組織講習会等にお
いて実施済

雨天により訓練中止 雨天中止

防災訓練の内容につ
いて調査・検討

－ 随時実施
広報やホームページ
で紹介

- 3地区防災訓練実施 上記内容にて実施 上記内容にて実施 継続実施 水防訓練を実施 水防訓練を実施
10月28日避難訓練実
施

- 水防訓練を実施。 開催実績なし
５月２６日水防訓練
実施

５月２６日実施済
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様式２　概ね５年で実施する取組・フォローアップ

１． 円滑かつ迅速な避難のための取組
① 災害時の情報伝達、避難計画等に関する事項

取組番号
1,13,22,24

主な内容
目標時期

H29

H30

H31

H32

H33

取組番号3
主な内容
目標時期

H29

H30

H31

H32

H33

取組番号4

H29

H30

H31

H32

H33

取組番号
6,43

H29

H30

H31

H32

H33

④水防災に関する説明会や避
難訓練の開催（避難情報等の取
得方法の周知・実践）

取組状況

住
民
へ
の
情
報
伝
達

①水害危険性の周知促進

取組状況

②防災情報総合サイトの活用と
周知（防災情報等の取得方法の
周知）

取組状況

③様々な防災情報提供ツール
を用いた防災情報伝達の強化、
多重化（確実な情報伝達のため
の整備）

取組状況

災
害
時
の
情
報
伝
達

、
避
難
計
画
等
に
関
す
る
事
項

円
滑
か
つ
迅
速
な
避
難
の
た
め
の
取
組

いすみ市 勝浦市 御宿町 大多喜町 夷隅土木 館山市 南房総市 鴨川市 鋸南町 安房土木 防災危機管理部 河川整備課 河川環境課 気象台

市ＨＰに洪水ハザー
ドマップを掲載

平成３０年度より運
用する防災アプリに
より防災行政無線の
不感知地域住民等へ
の防災情報の提供を
行う。

登録制メールやス
マートフォンアプリ
等多様な情報配信体
制を構築する。

防災マップをHPにて
掲載。

-
生涯学習出前講座等
で周知

・要望があった場合
に、出前講座等実施
している。
・防災マップを全世
帯に配布済みであ
り、広報誌等も活用
し周知促進を図って
いる。

・防災マップによる
周知

・広報誌・HPを活用
し随時更新

水位周知河川なし - - -

平成３３年度までを
目途に水位周知河川
以外の河川を含めて
浸水実績等の情報を
提供する。

-

継続して周知 実施予定
登録制メール等情報
伝達手段の多重化を
実施

今後も継続実施 -
生涯学習出前講座等
で周知

小学校防災教育での
講話

防災教室・HPでの周
知

- - ２２河川検討開始

継続して周知 継続実施 継続実施 今後も継続実施 -
生涯学習出前講座等
で周知

対象世帯見直し
防災教室・HPでの周
知

- -
２２河川継続検討
９河川検討開始

市ＨＰにて「千葉県
防災ポータルサイ
ト」へリンク対応済

市HPにて「千葉県防
災ポータルサイト」
へリンク対応済。

千葉県防災ポータル
サイトのリンクを町
ホームページに貼り
付け、周知を継続す
る。

町HPにて「千葉県防
災ポータルサイト」
へリンク対応済。

千葉県ホームページ
の「千葉県防災ポー
タルサイト」に掲載
済み。

「千葉県防災ポータ
ルサイト」について
生涯学習出前講座等
で周知している。

広報誌等を活用し、
周知に努める。

広報誌・HPによる周
知

有効な周知方法を検
討する

千葉県防災ポータル
サイトに雨量・水位
情報を提供してい
る。

千葉県防災ポータル
サイト等を周知し、
住民が正確な情報を
取得するよう図って
いる。

-

千葉県防災ポータル
サイトに雨量・水位
情報を提供してい
る。

-

継続して掲載 継続実施
県ポータルサイトの
リンク貼り付けを継
続実施

今後も継続実施 継続実施

「千葉県防災ポータ
ルサイト」について
生涯学習出前講座等
で周知

広報誌による周知 HPによる周知

各戸配布した津波ハ
ザードマップ等に記
載して周知してい
る。

継続実施

各種防災情報を集約
し、千葉県防災ポー
タルサイトに掲載し
ている。
また、千葉県防災
ポータルサイトの周
知のため、千葉県
ホームページのトッ
プページ上部に同サ
イトへのリンクを掲
載している。

継続実施

継続して掲載 継続実施
県ポータルサイトの
リンク貼り付けを継
続実施

今後も継続実施 継続実施

「千葉県防災ポータ
ルサイト」について
生涯学習出前講座等
で周知

広報誌による周知 HPによる周知

各戸配布した津波ハ
ザードマップ等に記
載して周知してい
る。

継続実施

H29の取組に加え、
台風等の影響が予想
される際、緊急情報
等を発信し、住民に
対して事前の準備や
早目の避難を呼びか
けた。
また、千葉県防災
ポータルサイトにつ
いて、スマートフォ
ン専用の画面を新た
に作成した。

継続実施

市ＨＰ・防災メー
ル・防災行政無線等
で情報提供の実施す
る。

平成３０年度より運
用する防災アプリに
より防災行政無線の
不感知地域住民等へ
の防災情報の提供を
行う。

登録制メールやス
マートフォンアプリ
等多様な情報配信体
制を構築する。

全ての地域住民に防
災行政無線の戸別受
信機が配備されてい
ないため、毎年新規
設置20台を見込み戸
別受信機の購入を検
討。

-
登録制メール、
Yahooブログ、防災
行政無線

情報配信手段につい
て、登録制メール、
Yahooブログ、防災
行政無線、ＳＮＳ
（ツイッター等）を
整備。

防災ラジオ・安全
メール・Lアラー
ト・防災行政無線に
よる情報伝達手段の
多重化

登録制メール、防災
行政無線

- - - - -

継続的に実施 実施予定
登録制メール等情報
伝達手段の多重化を
実施

今後も継続実施 -
登録制メール、
Yahooブログ、防災
行政無線により実施

Yahooブログ開始

防災ラジオ・安全安
心メール・Lアラー
ト・防災行政無線に
よる情報伝達手段の
多重化

登録制メールの周知
デジタル戸別受信機
の各戸配布を計画

- ―

継続的に実施 継続実施 継続実施 今後も継続実施 -
登録制メール、
Yahooブログ、防災
行政無線により実施

Yahooブログやエリ
アメールを活用した
住民周知

防災ラジオ・安全安
心メール・Lアラー
ト・防災行政無線に
よる情報伝達手段の
多重化

登録制メールの周知
H30から３年間でデ
ジタル戸別受信機の
各戸配布を実施

- ―

・避難訓練等を継続
して実施する。

・防災訓練の中で水
防災に関する説明会
を行うよう検討する

避難訓練等を継続し
て実施する

避難訓練等を継続し
て実施する

防災訓練時に過去の
水害情報等を提供す
る。

管内市町村などを含
めた広域的な水防訓
練などを引き続き実
施する。

年に一回実施してい
る。

行政区単位で避難訓
練を実施しているた
め、防災訓練に対す
る支援等継続実施し
ていく。

防災教室の実施
水防訓練への参加
町内全域避難訓練の
実施

要請に応じて支援す
る

- -
要請に応じて支援す
る

関係機関からの要請
に応じ対応。

避難訓練を実施し、
水防含めた講話を実
施

継続実施 避難訓練を実施 未実施 継続実施
年に一回実施してい
る。

水害想定訓練の企画 防災教室の実施
水防訓練への参加
町内全域避難訓練の
実施

支援実績なし
要請がなかったため
実施無し

関係機関からの協力
要請はなかった、

避難訓練を実施し、
水防含めた講話を実
施

継続実施 継続実施 未実施 継続実施
年に一回実施してい
る。

平久里川避難訓練 防災教室の実施

水防訓練への参加
町内全域避難訓練は
台風24号の接近に伴
い中止

支援実績なし
第６７回利根川水系
連合・総合水防演習
を実施

関係機関からの協力
要請はなかった、
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様式２　概ね５年で実施する取組・フォローアップ 資料１－２

柏市 我孫子市 柏土木 佐倉市 印西市 白井市 四街道市 酒々井町 栄町 印旛土木 成田市 富里市 芝山町 多古町 成田土木 香取市 神崎町 東庄町 香取土木 銚子市 銚子土木

取組番号
8,14,56

- -
千葉県として危機管
理型水位計の設置を
検討する。

- - - - - -
危機管理型水位計の
設置を検討する。

水位計が設置されて
いない河川への設置
を要望する。

未定

水位周知河川である
木戸川及び高谷川
（栗山川）につい
て、危機管理型水位
計の設置を要望す
る。

-
市町の要望を取りま
とめて設置について
検討する

水位計未設置の県管
理河川に対して、県
に設置を要望してい
く。

-
県に水位計の設置に
ついて要望してい
く。

危機管理型水位計の
設置を検討してい
く。

県に設置を要望す
る。

危機管理型水位計等
の設置を検討する。

H29 - - 実施なし - - ‐ － 実施なし 実施なし。 検討中 検討中 検討中

12/7減災対策会議
（事務所開催）で意
向伝達済

水位計等の設置を検
討

H30 - -
市に対して活用意向
調査を実施

- - ‐ －

千葉県として管内市
の設置要望箇所の意
見照会を行った。

設置希望箇所につい
て検討した。

市町の意向調査
所内での検討

検討中 検討中 検討中

7/12減災対策会議
（事務所開催）で意
向伝達済

水位計等の設置を検
討

H31

H32

H33

取組番号
9,53

・要望に応じて実施
している。

・避難訓練における
職員派遣を適宜行っ
ている。

- -
年1回、出水期前に
水防訓練を実施して
いる。

・利根川下流河川事
務所からの呼びかけ
に合わせて実施す
る。

- - - -

出水期前の重要水防
箇所等の合同巡視
や、共同点検を実施
する。

・河川管理者へ共同
点検の実施を要望す
る。

・県に対して共同点
検の実施を要望す
る。

-
実施に向けて検討す
るが時期は未定。

実施を検討している
が、いつ実施するか
は未定。

市町の要望を聞きな
がら検討する。

・重要水防箇所等の
共同点検について、
県と実施に向け検討
していく

・住民が参加する共
同点検や避難訓練に
ついて、県と実施に
向けて検討していく

- - - -

H29

・要望に応じて実施
している。
・避難訓練における
職員派遣を適宜行っ
ている。

- - 継続実施 継続実施 ‐ － 実施済み 共同点検実施なし 未実施 未実施 検討中 - - - - -

H30

・要望に応じて実施
している。
・避難訓練における
職員派遣を適宜行っ
ている。

- - 継続実施 継続実施 ‐ － 実施済み 共同点検実施なし 未実施 未実施 検討中 - - - - -

H31 -

H32

H33

１． ①

取組番号
10,18

河川管理者からの情
報提供制度を運用し
ている

河川管理者からの情
報提供制度を運用し
ている

すでに構築している
情報提供制度につい
て、提供する情報な
どを随時見直し、改
善を検討していく。

河川管理者からの情
報提供制度を運用し
ている

河川管理者からの情
報提供制度を運用し
ている

河川管理者からの情
報提供制度を運用し
ている

河川管理者からの情
報提供制度を運用し
ている

河川管理者からの情
報提供制度を運用し
ている

河川管理者からの情
報提供制度を運用し
ている

すでに構築している
情報提供制度につい
て、提供する情報な
どを随時見直し、改
善を検討していく。

河川管理者からの情
報提供制度を運用し
ている

河川管理者からの情
報提供制度を運用し
ている

河川管理者からの情
報提供制度を運用し
ている

河川管理者からの情
報提供制度を運用し
ている

すでに構築している
情報提供制度につい
て、提供する情報な
どを随時見直し、改
善を検討していく。

河川管理者からの情
報提供制度を運用し
ている

河川管理者からの情
報提供制度を運用し
ている

河川管理者からの情
報提供制度を運用し
ている

すでに構築している
情報提供制度につい
て、提供する情報な
どを随時見直し、改
善を検討していく。

河川管理者からの情
報提供制度を運用し
ている

すでに構築している
情報提供制度につい
て、提供する情報な
どを随時見直し、改
善を検討していく。

H29
河川管理者からの情
報提供制度を運用し
ている

継続して実施中 継続実施 継続実施
情報提供制度の共通
認識を図った

変更なし
印旛土木からの情報
提供を運用

情報提供制度の運用 実施済み 継続実施 継続実施
河川管理者からの情
報提供制度を運用し
ている

河川管理者からの情
報提供制度を運用し
ている

河川管理者からの情
報提供制度を運用し
ている

継続実施 同上
情報提供制度につい
て検討

H30
河川管理者からの情
報提供制度を運用し
ている

継続して実施中 継続実施 継続実施
情報提供制度の共通
認識を図った

実施 変更なし
印旛土木からの情報
提供を運用

情報提供制度の運用 実施済み 継続実施 継続実施
河川管理者からの情
報提供制度を運用し
ている

河川管理者からの情
報提供制度を運用し
ている

河川管理者からの情
報提供制度を運用し
ている

継続実施 同上
情報提供制度につい
て検討

H31

H32

H33

取組番号
12,20

水位周知河川に係る
市町村であるため〇
としている。

我孫子市案として作
成済み。

水位周知河川である
手賀沼において、平
成３３年度までにタ
イムラインを作成す
る。

関係機関と連携し、
水位周知河川におけ
るタイムラインの作
成を行なう。

関係機関と連携し、
水位周知河川におけ
るタイムラインの作
成を行なう。

関係機関と連携し、
水位周知河川におけ
るタイムラインの作
成を行なう。

- - -
関係市町と連携し、
タイムライン作成の
支援を行う。

県管理河川について
も、タイムラインの
作成を検討、作成す
る。

今後検討する
作成時期について今
後検討する。

必要により検討する

水位周知河川におい
ては関係市町と連携
して作成していきた
い

平成30年度中にタイ
ムライン作成に向け
千葉県と検討・調整
し、平成33年度まで
に作成。

タイムラインの作成
を検討する。

タイムラインの作成
を検討していく

平成３０年度中に作
成対象市町（水位周
知河川の沿川等）を
検討・河川環境課や
管内市町と調整し、
平成３３年度までに
作成する。

- -

H29
水位周知河川に係る
市町村であるため〇
としている。

今後各関係機関と協
議する。

未実施
未着手（県の調整待
ち）

情報収集を行った ‐ － 未実施 作成について検討 未実施 未実施 検討中 検討中 検討中 - - -

H30
水位周知河川に係る
市町村であるため〇
としている。

今後各関係機関と協
議する。

未実施
未着手（県の調整待
ち）

作成予定 ‐ － 未実施 作成について検討 未実施 未実施 検討中 検討中 検討中
作成対象を小野川
（香取市）に決定

- -

H31

H32

H33

取組番号
15

適宜確認を行ってい
る。

毎年行われる情報伝
達演習では、水防団
等の連絡窓口である
消防本部警防課も情
報伝達演習に参加し
ている。
消防団員用IP無線機
を整備し、水防団に
も活用している。

年1回出水期前に情
報伝達訓練を実施

災害対策本部から消
防団（水防団）への
連絡体制を定めてお
り、情報提供を実施
している。

現在行っているメー
ル配信等の情報伝達
方法を引き続き活用
する。

地域防災計画の見直
しに伴い、連絡体制
等についても再確認
をする。

-

災害対策本部から消
防団（水防団）への
連絡体制を定めてお
り情報提供を実施し
ている。

-
年1回出水期前に情
報伝達訓練を実施

水防団への連絡体制
の再確認を実施して
いく。

-
連絡体制の確認を継
続して実施してい
く。

多古町においては消
防団（水防団）の連
絡体制は消防が管理
しているため、消防
が行う。

年1回出水期前に情
報伝達訓練を実施

災害対策本部から水
防団（消防団）への
連絡体制を定めてお
り、情報提供を実施
している。

水防団（消防団）へ
の連絡体制の再確認
と伝達訓練等を継続
実施する。

水防団等への連絡体
制の再確認と伝達訓
練等の実施を継続す
る

年1回出水期前に情
報伝達訓練を実施

水防団の役割を担う
消防団と消防本部の
間で実施。

年1回出水期前に情
報伝達訓練を実施

H29
適宜確認を行ってい
る。

継続して実施中
5月に情報伝達訓練
を実施した。

継続実施 継続実施 ‐
台風接近時等には情
報提供を実施してい
る。（訓練未実施）

実施済み 継続実施 ー 継続実施

災害対策本部から水
防団（消防団）への
連絡体制を定めてお
り、情報提供を実施
している

水防団（消防団）へ
の連絡体制の再確認
と伝達訓練等を継続
実施している

水防団等への連絡体
制の再確認と伝達訓
練等の実施を継続し
ている

実施済（5/12） 12/17実施 情報伝達訓練を実施

H30
適宜確認を行ってい
る。

継続して実施中
5月に情報伝達訓練
を実施した。

継続実施 継続実施 ‐
台風接近時等には情
報提供を実施してい
る。（訓練未実施）

実施済み 継続実施 ー 継続実施

災害対策本部から水
防団（消防団）への
連絡体制を定めてお
り、情報提供を実施
している

水防団（消防団）へ
の連絡体制の再確認
と伝達訓練等を継続
実施している

水防団等への連絡体
制の再確認と伝達訓
練等の実施を継続し
ている

実施済（5/11） 12/17実施 情報伝達訓練を実施

H31

H32

H33

⑤危機管理型水位計等の設置
検討

取組状況

⑥水防団や自治会が参加し、洪
水リスクが高い区間の共同点検
等の実施

取組状況

円
滑
か
つ
迅
速
な
避
難
の
た
め
の
取
組

災
害
時
の
情
報
伝
達

、
避
難
計
画
等
に
関
す
る
事
項

行
政
・
水
防
関
係
機
関
間
の
防
災
情
報
の
共
有

⑦洪水時における河川管理者
からの情報提供等（ホットライン
の構築）

取組状況

⑧水害対応タイムラインの作成

取組状況

⑨水防団等への連絡体制の再
確認と伝達訓練等の実施（確実
な情報伝達のための準備）

取組状況
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様式２　概ね５年で実施する取組・フォローアップ

取組番号
8,14,56

H29

H30

H31

H32

H33

取組番号
9,53

H29

H30

H31

H32

H33

１． ①

取組番号
10,18

H29

H30

H31

H32

H33

取組番号
12,20

H29

H30

H31

H32

H33

取組番号
15

H29

H30

H31

H32

H33

⑤危機管理型水位計等の設置
検討

取組状況

⑥水防団や自治会が参加し、洪
水リスクが高い区間の共同点検
等の実施

取組状況

円
滑
か
つ
迅
速
な
避
難
の
た
め
の
取
組

災
害
時
の
情
報
伝
達

、
避
難
計
画
等
に
関
す
る
事
項

行
政
・
水
防
関
係
機
関
間
の
防
災
情
報
の
共
有

⑦洪水時における河川管理者
からの情報提供等（ホットライン
の構築）

取組状況

⑧水害対応タイムラインの作成

取組状況

⑨水防団等への連絡体制の再
確認と伝達訓練等の実施（確実
な情報伝達のための準備）

取組状況

船橋市 市川市 浦安市 葛南土木 松戸市 流山市 野田市 鎌ヶ谷市 東葛飾土木 千葉市 習志野市 八千代市 千葉土木 君津市 木更津市 富津市 袖ケ浦市 君津土木 市原市 市原土木

- -
水位計を設置しテレ
メータによる監視を
実施済。

必要箇所の水位計や
河川監視用カメラの
設置検討を行う。

- - ‐ -
千葉県として危機管
理型水位計の検討を
来年度以降行う。

管理河川に水位計設
置の検討を進める。

- -

平成３０年度中に、
危機管理型水位計等
の設置を市と検討
し、配置計画を検
討・調整し、平成３
１年度以降に順次整
備を実施。

千葉県に要望。
・小糸川、小櫃川の
周知河川には水位計
が設置してあるが、
支流にあたる「その
他河川」に水位計の
設置を希望。現状の
避難判断は周知河川
に依存しており、正
確な水位が把握でき
ないため。

- -

千葉県に要望。
小櫃川の周知河川に
は水位計が設置して
あるが、支流にあた
る「その他河川」に
水位計の設置を希
望。現状の避難判断
は周知河川に依存し
ており、正確な水位
が把握できないた
め。
なお、水位計の設置
を検討中である

千葉県として危機管
理型水位計の検討を
来年度以降行う。

-
危機管理型水位計等
の設置を検討する。

― ―
旧江戸川に河川管理
用カメラを２か所設
整備した。

設置状況の確認 - ‐ - 実施予定 ‐ － － ― - - -

― ― - 設置要望箇所確認 - ‐
市に対し危機管理型
水位計の設置に関す
る意向調査を実施

▲（設置検討） 実施予定 ‐ － － ― - -
市に対し危機管理型
水位計の設置に関す
る意向調査を実施

▲（設置予定）

・過去に浸水した自
治会（町会）との間
で、危険な箇所の情
報を共有しており、
警報時には情報連絡
体制を決めている。

- - - - - ‐ - - - - - -

平成３１年度から重
要水防箇所につい
て、各市水防団体と
共同点検を行う。

平成３１年度から重
要水防箇所につい
て、各市水防団体と
共同点検を行う。

平成３１年度から重
要水防箇所につい
て、各市水防団体と
共同点検を行う。

平成３１年度から重
要水防箇所につい
て、各市水防団体と
共同点検を行う。

平成３１年度から重
要水防箇所につい
て、各市水防団体と
共同点検を行う。

- -

実施済み ― ― ― - ‐ - － ‐ － － ― - -

実施済み ― ― ― - ‐ - － ‐ － － ― - -

河川管理者からの情
報提供制度を運用し
ている

河川管理者からの情
報提供制度を運用し
ている

河川管理者からの情
報提供制度を運用し
ている

すでに構築している
情報提供制度につい
て、提供する情報な
どを随時見直し、改
善を検討していく。

河川管理者からの情
報提供制度を運用し
ている

河川管理者からの情
報提供制度を運用し
ている

河川管理者からの情
報提供制度を運用し
ている

河川管理者からの情
報提供制度を運用し
ている

すでに構築している
情報提供制度につい
て、提供する情報な
どを随時見直し、改
善を検討していく。

河川管理者からの情
報提供制度を運用し
ている

河川管理者からの情
報提供制度を運用す
る。

河川管理者からの情
報提供制度を運用し
ている

すでに構築している
情報提供制度につい
て、提供する情報な
どを随時見直し、改
善を検討していく。

河川管理者からの情
報提供制度を運用し
ている

河川管理者からの情
報提供制度を運用し
ている

河川管理者からの情
報提供制度を運用し
ている

河川管理者からの情
報提供制度を運用し
ている

すでに構築している
情報提供制度につい
て、提供する情報な
どを随時見直し、改
善を検討していく。

河川管理者からの情
報提供制度を運用し
ている

すでに構築している
情報提供制度につい
て、提供する情報な
どを随時見直し、改
善を検討していく。

構築済み
河川管理者からの情
報提供制度を運用し
ている。

継続実施 随時見直し改善検討

江戸川河川事務所か
ら送られてくるFAX
を基に水防活動を
行った。

継続中 継続実施 ▲（継続実施） 実施済 実施済 着手済み 継続実施 継続実施 継続実施 継続 継続実施 -

構築済み
河川管理者からの情
報提供制度を運用し
ている。

継続実施 随時見直し改善検討

江戸川河川事務所か
ら送られてくるFAX
を基に水防活動を
行った。

継続中 継続実施 ▲（継続実施） 実施済 実施済 着手済み 実施 継続実施 継続実施 継続実施 継続 継続実施 提供先の見直し。

・県・関係市町村・
気象庁と協議して検
討していく。

県・関係市町村・気
象台と協議して検討
していく

県（河川管理者）・
関係市町村・気象台
と協議して、タイム
ラインについて検討
していく。

関係市と調整し、タ
イムラインを作成す
る。

千葉県において平成
３３年度までにタイ
ムラインを作成する
予定

- ‐ -
平成３３年度までに
タイムラインを作成
する予定。

平成３３年度までの
タイムライン作成に
向け、判断基準等に
ついて千葉県と関係
市町村とで調整す
る。

河川管理者にて浸水
想定を作成した際は
タイムラインの作成
について検討する。

-

平成３３年度までに
作成対象市町村（水
位周知河川の沿川
等）を検討・調整
し、作成。

防災関係機関と共有
を図っていき、平成
３３年度より試行予
定

防災関係機関と共有
を図っていき、平成
３３年度より試行予
定

防災関係機関と共有
を図っていき、平成
３３年度より試行予
定

防災関係機関と共有
を図っていき、平成
３３年度より試行予
定

-
平成３３年度までに
水害対応タイムライ
ンの作成を検討。

水害対応タイムライ
ンを平成３３年度ま
でに作成する。

検討中 継続検討 継続検討 検討中 - ‐ -
○（県土木と調整

中）
取組なし 実施予定 市独自のものを策定 － － ― 検討中 未実施

検討中 継続検討 継続検討 検討中 - ‐ -
○（県土木と調整

中）
取組なし 実施予定 市独自のものを策定 － － ― 検討中 未実施

・総合防災訓練の際
に、水防団（消防
団）との連絡体制の
確認をしている。

すでに構築している
情報提供制度につい
て、随時見直し、改
善していく

出水期前に水防団
（消防団）との連絡
体制の確認をしてい
る。

年1回出水期前に情
報伝達訓練を実施

毎年情報伝達演習を
行っている

-
毎年情報伝達演習を
行っている

-
年1回出水期前に情
報伝達訓練を実施

毎年消防局総務課に
おいて、連絡体制の
確認と伝達訓練を実
施している。

消防本部にて定期的
に連絡体制の確認と
伝達訓練を実施す
る。

毎年消防総務課にお
いて連絡体制の確認
を行っている。

年1回出水期前に情
報伝達訓練を実施

連絡体制の再確認に
ついては、水防計画
の更新にあわせてお
こないたい。また、
伝達訓練の実施につ
いては検討したい。

現在木更津市水防協
議会を設置している
ため、今後連絡体制
の再確認と、伝達訓
練について検討を行
う。

水防団各車両に情報
伝達手段として無線
機を積載

-
年1回出水期前に情
報伝達訓練を実施

水防団への連絡体制
の再確認

年1回出水期前に情
報伝達訓練を実施

実施 継続実施 継続実施 H29.5.12訓練実施 - 継続中
5月に情報伝達訓練
を実施した。

▲（継続実施） 実施済 実施済 着手済み ‐ 水防協力団体と確認 無線交信訓練実施 ― 継続 検討中
情報伝達訓練を実
施。

実施 継続実施 継続実施 H30.5.11訓練実施 - 継続中
5月に情報伝達訓練
を実施した。

▲（継続実施） 実施済 実施済 着手済み ‐ 水防協力団体と確認 無線交信訓練実施 ― 継続 検討中
情報伝達訓練を実
施。
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様式２　概ね５年で実施する取組・フォローアップ

取組番号
8,14,56

H29

H30

H31

H32

H33

取組番号
9,53

H29

H30

H31

H32

H33

１． ①

取組番号
10,18

H29

H30

H31

H32

H33

取組番号
12,20

H29

H30

H31

H32

H33

取組番号
15

H29

H30

H31

H32

H33

⑤危機管理型水位計等の設置
検討

取組状況

⑥水防団や自治会が参加し、洪
水リスクが高い区間の共同点検
等の実施

取組状況

円
滑
か
つ
迅
速
な
避
難
の
た
め
の
取
組

災
害
時
の
情
報
伝
達

、
避
難
計
画
等
に
関
す
る
事
項

行
政
・
水
防
関
係
機
関
間
の
防
災
情
報
の
共
有

⑦洪水時における河川管理者
からの情報提供等（ホットライン
の構築）

取組状況

⑧水害対応タイムラインの作成

取組状況

⑨水防団等への連絡体制の再
確認と伝達訓練等の実施（確実
な情報伝達のための準備）

取組状況

匝瑳市 旭市 海匝土木 東金市 大網白里市 山武市 横芝光町 九十九里町 山武土木 茂原市 一宮町 白子町 睦沢町 長南町 長柄町 長生村 長生土木

- -

市街地に設置されて
いる主要橋梁の橋
台、橋脚等に量水表
を設置する。

- - - - -

・平成30年度中に水
位計を設置していな
い河川を水位計の増
設の要否・水位計配
置計画を検討・調整
し、平成31年度以降
に順次整備を実施

- - - -
危機管理型水位計の
設置について検討を
行う。

現段階では設置する
予定はないが、現
在、一宮川及び豊田
川については水位計
が設置されていない
ため、今後局地的豪
雨等突発性災害対策
における避難勧告等
発令判断の際、対応
に遅れが生じる可能
性があることが懸念
されるので、災害対
策の充実を図るうえ
でなるべく早期に対
応を検討したい。

-
千葉県として危機管
理型水位計の検討を
来年度以降行う。

- － 検討中 - - - - - 検討中 - ‐ 検討の結果見送り 実績なし（検討中） - -

- － 検討中 - - - - - 検討中 - ‐ 検討の結果見送り 実績なし（検討中） - 管内市町村調査

住民及び他機関から
の要望に応じて随時
実施する。

- -

・水防団や洪水の危
険性のある自治会の
防災情報の普及・啓
発につながる活動を
促進する。

- - - - -
水防訓練の継続実
施。

定期的な避難訓練の
実施

共同点検を実施す
る。

定期的な避難訓練の
実施及び未実施地域
の訓練の推進

定期的な避難訓練の
実施

町防災訓練等、防災
関係イベントの場を
活用し、関係地区に
おいて、共同点検や
避難訓練等の実施を
検討したい

広域的な水防訓練の
継続実施。

-

共同点検等について
調査・検討

－
広報やホームページ
で紹介

- - - - - 水防訓練を実施 点検未実施 継続実施 ▲ なし 実績なし（検討中） 雨天により訓練中止 -

要望等に応じて随時
実施予定

－
広報やホームページ
で紹介

- - - - - 水防訓練を実施 点検未実施 継続実施 ▲ 検討 実績なし（検討中）
５月２６日水防訓練
実施

-

河川管理者からの情
報提供制度を運用し
ている

河川管理者からの情
報提供制度を運用し
ている

すでに構築している
情報提供制度につい
て、提供する情報な
どを随時見直し、改
善を検討していく。

河川管理者からの情
報提供制度を運用し
ている

河川管理者からの情
報提供制度を運用し
ている

河川管理者からの情
報提供制度を運用し
ている

河川管理者からの情
報提供制度を運用し
ている

河川管理者からの情
報提供制度を運用し
ている

すでに構築している
情報提供制度につい
て、提供する情報な
どを随時見直し、改
善を検討していく。

河川管理者からの情
報提供制度を運用し
ている

・河川管理者からの
情報提供制度を運用
している

・連絡体制について
随時見直しを行う。

河川管理者からの情
報提供制度を運用し
ている

河川管理者からの情
報提供制度を運用し
ている

河川管理者からの情
報提供制度を運用し
ている

河川管理者からの情
報提供制度を運用し
ている

河川管理者からの情
報提供制度を運用し
ている

すでに構築している
情報提供制度につい
て、提供する情報な
どを随時見直し、改
善を検討していく。

情報提供制度を運用
している

事例なし 検討中 継続して運用 運用できている 河川水位情報を活用 県防災情報ｼｽﾃﾑより 継続実施 継続実施
▲着手済み・継続実
施

継続して運用 継続して運用 ― 情報提供制度を運用 着手済 情報提供制度を運用 情報提供実施

情報提供制度を運用
している

事例なし 検討中 継続して運用 運用できている 河川水位情報を活用 県防災情報ｼｽﾃﾑより 継続実施 継続実施
▲着手済み・継続実
施

継続して運用 継続して運用 ― 情報提供制度を運用 着手済 情報提供制度を運用 情報提供実施

平成３３年度までに
水害対応タイムライ
ンの作成を検討。

平成３３年度までに
水害対応タイムライ
ンの作成を検討。

関係市と連携して推
移し周知河川を中心
に水害対応タイムラ
インを作成する。

作成し、県と連携を
図る。

作成し、県と連携を
図る

作成し、県と連携を
図る

・作成し、県と連携
を図る

・地域防災計画の見
直しとともに、県、
関係市町村と検討す
る

作成し、県と連携を
図る

水位周知河川を中心
に関係機関と連携し
た水害対応タイムラ
インを作成し、運用
を開始する。

一宮川タイムライン
を作成しており、今
後も必要に応じて見
直しを行う。

・水害タイムライン
の作成を検討してい
く。

関係機関と協議を行
う。

関係機関と協議を行
う。

水害タイムラインの
作成を検討してい
く。

長柄町避難勧告等の
判断基準・伝達マ
ニュアル（風水害・
土砂災害）別表にお
いてタイムラインを
位置付けている。※
ただし、各関係機関
が連携したタイムラ
インについては、
各々独自の計画や判
断基準を設けている
ため、詳細を把握す
るのが困難であるた
め未作成の状況であ
る。今後は現状難し
いと考えているが、
必要時に関係機関と
連絡体制を構築し情
報を共有するなど
し、その都度作成す
るなど対応を検討し
たい。

関係機関等と協議を
行い、作成を検討し
ていく。

一宮川タイムライン
を作成しており、今
後も必要に応じて見
直しを行う。(他の
河川においても今後
作成を検討してい
く）

タイムラインの作成
について調査・検討

検討中 検討中 実施なし 未実施 検討する 検討中 未実施
タイムライン試行案
の作成

▲着手済み・継続実
施

なし 検討中 ― なし 実績なし（検討中） 検討 対応済（茂原市）

タイムラインの作成
について調査・検討

検討中 検討中 実施なし 未実施 検討する 検討中 未実施 試行
▲着手済み・継続実
施

検討中 検討中 ―
水害タイムラインの
作成を検討

実績なし（検討中） 検討 対応済（茂原市）

住民及び他機関から
の要望に応じて随時
実施する。

消防本部との連携
年1回出水期前に情
報伝達訓練を実施

水防団との情報伝達
訓練等を今後も継続
して実施。

水防団との連絡体制
を毎年度確認する。

水防団との連絡体制
を毎年度確認する。

県主催の情報伝達訓
練及び町防災訓練等
により継続し訓練を
行う
また、水防団との連
絡体制を確保するた
め、毎年確認する

水防団との連絡体制
を毎年度確認する。

年1回出水期前に情
報伝達訓練を実施

連絡体制の再確認を
行う。

消防団との定期的な
訓練の実施

- - - - -
年1回出水期前に情
報伝達訓練を実施

連絡体制の再確認実
施

随時連携 実施中 継続して実施 連絡体制の確認済み
常時市内消防団と情
報を共有している

上記内容により実施 継続実施 継続実施
▲着手済み・継続実
施

訓練中止 - -  ５月１２日実施済

連絡体制の再確認実
施

随時連携 実施中 継続して実施 連絡体制の確認済み
常時市内消防団と情
報を共有している

上記内容により実施 継続実施 継続実施
▲着手済み・継続実
施

訓練実施 - -  ５月１１日実施済
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様式２　概ね５年で実施する取組・フォローアップ

取組番号
8,14,56

H29

H30

H31

H32

H33

取組番号
9,53

H29

H30

H31

H32

H33

１． ①

取組番号
10,18

H29

H30

H31

H32

H33

取組番号
12,20

H29

H30

H31

H32

H33

取組番号
15

H29

H30

H31

H32

H33

⑤危機管理型水位計等の設置
検討

取組状況

⑥水防団や自治会が参加し、洪
水リスクが高い区間の共同点検
等の実施

取組状況

円
滑
か
つ
迅
速
な
避
難
の
た
め
の
取
組

災
害
時
の
情
報
伝
達

、
避
難
計
画
等
に
関
す
る
事
項

行
政
・
水
防
関
係
機
関
間
の
防
災
情
報
の
共
有

⑦洪水時における河川管理者
からの情報提供等（ホットライン
の構築）

取組状況

⑧水害対応タイムラインの作成

取組状況

⑨水防団等への連絡体制の再
確認と伝達訓練等の実施（確実
な情報伝達のための準備）

取組状況

いすみ市 勝浦市 御宿町 大多喜町 夷隅土木 館山市 南房総市 鴨川市 鋸南町 安房土木 防災危機管理部 河川整備課 河川環境課 気象台

該当なし 該当なし 該当なし 該当なし
千葉県として危機管
理型水位計の検討を
来年度以降行う。

河川管理者(県)と実
施方法について検討
する。

河川管理者(県)と実
施方法について検討
する。

関係機関と協議
水位周知河川なし
設置について、県と
協議していく

平成30年度中に水位
計の増設の要否・水
位計配置計画を検
討・調整し、必要に
応じて平成31年度以
降に順次整備を実施
する。

- -

千葉県として危機管
理型水位計含め水位
計の増設の要否・水
位計配置計画を検
討・調整し、必要に
応じて整備を検討す
る。

-

- - - ― 継続実施 未実施 未実施
関係機関との協議を
実施

設置について協議中 未実施
危機管理型水位計等
に関する情報収集を
実施

- - - ― 継続実施 未実施 未実施
関係機関との協議を
実施

設置について協議中

危機管理型水位計及
び河川監視カメラに
関する市町村意向調
査を実施

市町村に対して活用
意向調査を実施

関係機関と協議し、
共同点検等の実施に
ついて検討する。

関係機関と協議し、
共同点検等の実施に
ついて検討する。

-
関係機関と協議し、
共同点検等の実施に
ついて検討する。

- -

地区別若しくは行政
区単位で防災訓練を
実施しており、該当
する地域の特性に
合った避難訓練等を
行っている。

- - - - -
要請に応じて支援す
る・

検討中 実施予定 - ― - - 避難訓練等を実施 － - -
要請がなかったため
実施無し

-

検討中 実施予定 - 今後も実施継続 - - 避難訓練等を実施 － - -
要請がなかったため
実施無し

河川管理者からの情
報提供制度を運用し
ている

河川管理者からの情
報提供制度を運用し
ている

河川管理者からの情
報提供制度を運用し
ている

河川管理者からの情
報提供制度を運用し
ている

すでに構築している
情報提供制度につい
て、提供する情報な
どを随時見直し、改
善を検討していく。

河川管理者からの情
報提供制度を運用し
ている

河川管理者からの情
報提供制度を運用し
ている

河川管理者からの情
報提供制度を運用し
ている

河川管理者からの情
報提供制度を運用し
ている

すでに構築している
情報提供制度につい
て、提供する情報な
どを随時見直し、改
善を検討していく。

- -

すでに構築している
情報提供制度につい
て、提供する情報な
どを随時見直し、改
善を検討していく。

-

河川管理者からの情
報、及び、千葉県
ポータルサイトの情
報を参考に運用

継続実施
土木事務所とのホッ
トラインの構築

今後も実施継続 継続実施
河川管理者からの情
報提供制度を運用

河川管理者からの情
報提供制度を運用

河川管理者からの情
報提供制度を運用し
ている

河川管理者からの情
報提供制度を運用し
ている

継続実施 継続実施

河川管理者からの情
報、及び、千葉県
ポータルサイトの情
報を参考に運用

継続実施
土木事務所とのホッ
トラインの構築

今後も実施継続 継続実施
河川管理者からの情
報提供制度を運用

河川管理者からの情
報提供制度を運用

河川管理者からの情
報提供制度を運用し
ている

河川管理者からの情
報提供制度を運用し
ている

継続実施 継続実施

タイムライン作成を
検討する。

該当なし 該当なし
水位周知河川のタイ
ムラインを作成す
る。

水位周知河川のタイ
ムラインを作成す
る。

県・気象台と作成方
法について検討す
る。

管轄土木事務所と作
成方法について検討
する。

・水位周知河川にお
けるタイムラインの
作成

・関係機関と協議

水位周知河川なし

管内の水位周知河川
（（二）加茂川、
（二）平久里川）に
ついて作成する。

- -

平成２９年度より作
成対象市町村（水位
周知河川の沿川等）
を検討・調整し、平
成３３年度までに作
成。

タイムライン策定へ
の支援を継続して実
施。

未実施 - -
今後、作成について
検討する

今後、作成について
検討する

未実施 未実施 未実施 - 未実施
取組方針策定と合わ
せて、対象市町村の
調整開始

関係機関からの協力
要請はなかった、

未実施 - -
今後、作成について
検討する

今後、作成について
検討する

未実施 未実施 未実施 - 未実施
対象市町村に対して
説明会などを利用し
現在調整中

関係機関からの協力
要請はなかった、

-

-

-

市防災訓練等を実施
し、連絡体制の確認
や伝達訓練を継続し
て実施する。

水防団会議において
連絡体制の再確認、
市防災訓練において
水防団の情報伝達訓
練を併せてそれぞれ
実施。

町防災訓練等を実施
し、連絡体制の確認
や伝達訓練を継続し
て実施する。

水防団等への連絡体
制と伝達訓練等の実
施について検討す
る。

年1回出水期前に情
報伝達訓練を実施

デジタル無線の充実
等、伝達手段の多様
化を実施

消防団としての訓練
の中で、伝達訓練を
定期的に実施してい
る。

簡易デジタル無線の
充実等、伝達手段の
多様化

ＩＰ無線等を活用し
た訓練を実施

年1回出水期前に情
報伝達訓練を実施

- -
年1回出水期前に情
報伝達訓練を実施

-

連絡体制の確認や伝
達訓練を実施

継続実施 情報伝達訓練の実施
今後、実施について
検討する

継続実施
デジタル無線の充実
を図った。

通年で伝達試験
消防団の訓練等で無
線を使用し連絡体制
の再確認を実施

消防団の訓練等でIP
無線を活用した訓練
を実施している

6月4日に実施 継続実施

連絡体制の確認や伝
達訓練を実施

継続実施 情報伝達訓練の実施
今後、実施について
検討する

継続実施
デジタル無線の充実
を図った。

マニュアル作成
消防団の訓練等で無
線を使用し連絡体制
の再確認を実施

消防団の訓練等でIP
無線を活用した訓練
を実施している

6月3日に実施 継続実施
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様式２　概ね５年で実施する取組・フォローアップ 資料１－２

柏市 我孫子市 柏土木 佐倉市 印西市 白井市 四街道市 酒々井町 栄町 印旛土木 成田市 富里市 芝山町 多古町 成田土木 香取市 神崎町 東庄町 香取土木 銚子市 銚子土木

取組番号
16

病院等への情報伝達
に関しての担当課が
不明確であるため，
今後検討していく。

市内にある救護所8箇
所中7箇所は浸水想定
区域外。残り1ヶ所
は、危機管理部局よ
り情報伝達できる手
段を確保している。

-

印旛市郡医師会及び
印旛郡歯科医師等
と、災害時の医療救
護活動に関する協定
を締結しており、情
報提供を実施してい
る。

日本医科大学千葉北
総病院での災害実動
訓練において、情報
伝達訓練等を実施し
ている。

- - - - -

各種訓練時に災害拠
点病院に参加してい
ただき、顔の見える
関係を構築する。

今後検討する

災害拠点病院の所在
地が他市であるた
め、窓口を郡内で統
一したうえで病院と
の連絡体制を構築し
たい。

地域防災計画におい
て災害拠点病院との
連絡体制を定めてい
る。

-
災害拠点病院との情
報伝達訓練の実施
（県立佐原病院）

町内の病院との連携
及び情報交換をおこ
なう

災害拠点病院等の施
設関係者への情報伝
達方法を検討する
（東庄病院）

情報伝達の充実につ
いて、市町に支援し
ていく。

- -

H29

病院等への情報伝達
に関しての担当課が
不明確であるため，
今後検討していく。

継続して実施中 - 継続実施 継続実施 ‐ －
平時から情報共有を
行っている。

継続 検討中 検討中 検討中 検討中 - -

H30

病院等への情報伝達
に関しての担当課が
不明確であるため，
今後検討していく。

継続して実施中 - 継続実施 継続実施 ‐ －
平時から情報共有を
行っている。

継続 検討中 検討中 検討中 検討中 - -

H31

H32

H33

取組番号
17

- - - - - - - - - - - - - - - - - - - -

H29 - - - - - ‐ － ー - - - - - -

H30 - - - - - ‐ － ー - - - - - -

H31 -

H32

H33

１． ①

取組番号
11,19,23

適宜確認を行ってい
る。

我孫子市避難勧告等
の判断・伝達マニュ
アル(水害・土砂災害
編)を作成済み。

-

避難勧告の判断・伝
達マニュアルを作
成、適宜見直しを
行っている。
（流域雨量指数の予
測値」「洪水警報の
危険度分布」の活
用）

ハザードマップの改
訂に合わせて検討す
る。

地域防災計画の見直
しに伴い、判断基準
等の修正についても
検討する。

洪水ハザードマップ
で浸水想定区域を確
認。

避難勧告等の判断伝
達マニュアルにて確
認、判断。
気象庁の予測雨量の
状況により確認、判
断。

地域防災計画の見直
しに伴い、対象区
域、判断基準等の確
認をした。

-

・水位周知河川・そ
の他の河川における
判断基準は作成され
ており、対象区域に
ついては未作成。

・地域防災計画にお
いて、流域雨量指数
の予測値を避難勧告
等の発令判断基準と
して、記載してい
る。

対象区域や発令の判
断は市の「避難勧告
の判断・伝達マニュ
アル」の基準で判断
する。

平成３０年度末まで
に対象区域を検討
し、随時作成してい
く。

必要により検討する -

・現在、暫定的な判
断基準等を設定して
いるところだが、よ
り客観的な判断基準
等の作成を進めてい
る。
・「流域雨量指数の
予測値」等を判断基
準の一つとして活用
する。

判断基準等について
は、適時見直しを行
う

平成３３年度出水期
までに避難勧告等発
令の対象区域、判断
基準を確認する

- - -

H29

避難勧告等の判断・
伝達マニュアル(水
害・土砂災害編)を
作成済み。

作成済み。 - 着手済み
ハザードマップの改
定に向けて情報収集
を行った

変更なし
避難勧告等の判断伝
達マニュアルについ
て修正を検討

地域防災計画の見直
しを実施

対象区域について今
後検討

改正 マニュアル作成
客観的な判断基準を
作成し、運用してい
る。

- - - - -

H30

避難勧告等の判断・
伝達マニュアル(水
害・土砂災害編)を
作成済み。

作成済み。 - 着手済み
避難勧告等の判断伝
達マニュアル作成中

変更なし

避難勧告等の判断・
伝達マニュアルの修
正を平成31年度まで
に行う。

変更なし
対象区域について今
後検討

対象区域及び判断基
準を定めたマニュア
ルを策定している。

マニュアル作成済
作成した判断基準の
見直しを行ってい
る。

国の基準にならい、
見直し済み

避難勧告等発令の対
象区域、判断基準を
確認中

- - -

H31

H32

H33

取組番号
21

柏市地域防災計画で
定めている。

我孫子市避難勧告等
の判断・伝達マニュ
アル(水害・土砂災害
編)を作成済み。

-

避難勧告の判断・伝
達マニュアルを作
成、適宜見直しを
行っている。

ハザードマップの改
訂に合わせて検討す
る。

必要性について検討
する。

-
避難勧告等の判断伝
達マニュアル修正時
に検討する。

- - 必要性を検討する。

市の「避難勧告の判
断・伝達マニュア
ル」の中で伝達の際
に伝えることとなっ
ている。

避難勧告の発令基準
についてはなるべく
早期のうちに、避難
誘導体制について
は、他市町村の状況
を勘案しながら検討
していく。

発令基準は作成済で
あるが避難誘導体制
については今後作成
予定。

-

避難判断マニュアル
の作成に合わせて、
夜間、荒天時におけ
る避難勧告等の発令
基準、誘導避難体制
について検討

夜間、荒天時におけ
る体制の再確認を行
い、マニュアル作成
を検討する。

夜間、荒天時におけ
る避難勧告等の発令
基準の作成及び避難
誘導体制の検討を継
続していく

- - -

H29
柏市地域防災計画で
定めている。

作成済み。 - 継続実施
ハザードマップの改
定に向けて情報収集
を行った

‐ 現状の取組無し 必要性を検討 改正 誘導体制は未実施 検討中 検討中

夜間、荒天時におけ
る避難勧告等の発令
基準の作成及び避難
誘導体制の検討中

- - -

H30
柏市地域防災計画で
定めている。

作成済み。 - 継続実施
避難勧告等の判断伝
達マニュアル作成中

‐ 現状の取組無し 必要性を検討

発令基準を定めたマ
ニュアルを策定して
いる。避難誘導体制
については検討中。

誘導体制は未実施 検討中
内部の基準の確認及
び発令基準の見直し
を行った。

夜間、荒天時におけ
る避難勧告等の発令
基準の作成及び避難
誘導体制の検討中

- - -

H31

H32

H33

取組状況

⑪「流域雨量指数の予測値」、
「洪水警報の危険度分布」等の
防災気象情報の提供

取組状況

円
滑
か
つ
迅
速
な
避
難
の
た
め
の
取
組

災
害
時
の
情
報
伝
達

、
避
難
計
画
等
に
関
す
る
事
項

避
難
勧
告
等
の
発
令

⑫避難勧告等発令の対象区
域、判断基準等の確認

取組状況

⑬夜間、荒天時における避難勧
告等の発令基準の作成及び避
難誘導体制の検討

取組状況

⑩災害拠点病院等の施設関係
者への情報伝達の充実
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様式２　概ね５年で実施する取組・フォローアップ

取組番号
16

H29

H30

H31

H32

H33

取組番号
17

H29

H30

H31

H32

H33

１． ①

取組番号
11,19,23

H29

H30

H31

H32

H33

取組番号
21

H29

H30

H31

H32

H33

取組状況

⑪「流域雨量指数の予測値」、
「洪水警報の危険度分布」等の
防災気象情報の提供

取組状況

円
滑
か
つ
迅
速
な
避
難
の
た
め
の
取
組

災
害
時
の
情
報
伝
達

、
避
難
計
画
等
に
関
す
る
事
項

避
難
勧
告
等
の
発
令

⑫避難勧告等発令の対象区
域、判断基準等の確認

取組状況

⑬夜間、荒天時における避難勧
告等の発令基準の作成及び避
難誘導体制の検討

取組状況

⑩災害拠点病院等の施設関係
者への情報伝達の充実

船橋市 市川市 浦安市 葛南土木 松戸市 流山市 野田市 鎌ヶ谷市 東葛飾土木 千葉市 習志野市 八千代市 千葉土木 君津市 木更津市 富津市 袖ケ浦市 君津土木 市原市 市原土木

・ＭＣＡ無線・ＰＨ
Ｓを配備し、災害拠
点病院に情報を伝達
できる体制となって
いる。

既に構築している情
報伝達ルートについ
て、適宜見直し、改
善していく

行政関係機関等を対
象に整備している地
域防災無線を整備済
み。

-
災害時医療救護活動
マニュアルにより実
施する

-

地域防災計画におい
て災害医療協力病院
を定めており、MCA
無線による相互通信
が可能。

- -

地域防災計画の中
で、受入れ体制の確
立や医薬品・資機材
の確保など、災害拠
点病院との連携を
図っている。

災害医療救護活動マ
ニュアルによる整備
運用を図る。

災害拠点病院及び１
次救護所については
MCA無線を配備し，
毎月情報伝達訓練を
実施している。

-

君津地区（木更津
市、袖ヶ浦市、富津
市、君津市）と医療
機関、君津健康福祉
センターで災害時医
療計画を策定予定
で、保健福祉部を中
心に会議等進めてい
る状況。
また、君津市でも他
の医療機関等と通信
訓練をしているため
充実していると判
断。

君津地区（木更津
市、袖ヶ浦市、富津
市、君津市）と医療
機関、君津健康福祉
センターで災害時医
療計画を策定予定
で、市民部を中心に
会議等進めている状
況。

君津地区（木更津
市、袖ヶ浦市、富津
市、君津市）と医療
機関、君津健康福祉
センターで災害時医
療計画を策定予定
で、保健福祉部を中
心に会議等進めてい
る状況。
また、君津市でも他
の医療機関等と通信
訓練をしているため
充実していると判
断。

君津地区（木更津
市、袖ヶ浦市、富津
市、君津市）と医療
機関、君津健康福祉
センターで災害時医
療計画を策定予定
で、保健福祉部を中
心に会議等進めてい
る状況。
また、君津市でも他
の医療機関等と通信
訓練をしているため
充実していると判
断。

- - -

実施済 継続実施 継続実施 ― - 継続中 - ▲（継続実施） 訓練実施済 実施済 訓練実施済み 情報伝達訓練を実施 計画策定予定 訓練実施済み -

実施済（ＰＨＳは廃
止）

継続実施 継続実施 ― - 継続中 - ▲（継続実施） 訓練実施済 実施済 訓練実施済み 情報伝達訓練を実施 計画策定予定 訓練実施済み -

- - - - - - ‐ - - - - - - - － - - - - -

― ― ― ― - ‐ - － - － － ― -

― ― ― ― - ‐ - － - － － ― -

・対象区域について
は、想定最大規模の
浸水想定が発表され
たら更新する。
・判断基準について
は、流域雨量指数等
の活用を検討する。

既に構築している避
難勧告等の判断・伝
達マニュアルについ
て、適宜見直し、改
善していく

避難勧告等発令の判
断基準は地域防災計
画で策定済み。対象
区域は災害の状況に
応じてその都度設定
する方針。

関係市と避難勧告等
発令の対象区域、判
断基準等について検
討する。

必要に応じて随時見
直しをしていく

-
必要に応じて随時見
直しをしていく。

避難勧告発令判断基
準を作成済み

-

都川、村田川につい
ては、県の浸水想定
を基に、対象区域及
び避難判断水位を定
めている。

河川管理者にて浸水
想定を作成した際
は、現在の基準等の
見直しについて検討
する。

印旛放水路，桑納
川，神崎川について
は，地域防災計画に
避難指示（緊急）の
発令基準が定められ
ている。また，地域
防災計画の修正に合
わせ見直しを行って
いる。

平成３３年度までの
タイムライン作成に
向け、判断基準等に
ついて対象市町村と
調整する。

策定済

策定済
避難勧告等の発令基
準等を見直す中で
「流域雨量指数の予
測値」及び「洪水警
報の危険度分布」等
の防災気象情報の活
用について検討す
る。

避難勧告等発令の対
象区域、判断基準等
について検討を行
う。

策定済 -

養老川、村田川、椎
津川については、県
の浸水想定をもと
に、対象区域及び避
難判断水位を定めて
いる。
判断基準について
は、流域雨量指数等
の活用を検討する。

-

検討中

既に構築している避
難勧告等の判断・伝
達マニュアルについ
て、適宜見直し、修
正を行った。

継続実施 検討中 - 継続中 - ▲（継続実施） 取組なし 取組なし 実施予定 策定済 検討中 検討中 策定済 継続実施 -

検討中

既に構築している避
難勧告等の判断・伝
達マニュアルについ
て、適宜見直し、修
正を行った。

継続実施 検討中 - 継続中 - ▲（継続実施） 取組なし 実施予定 実施予定 策定済
地域防災計画の更新
を実施中

防災計画改正作業中 策定済 継続実施 -

既に構築している発
令基準等について、
随時見直し、改善し
ていく

すでに構築している
発令基準等につい
て、随時見直し、改
善していく

地域防災計画に記載
済み。

- - - ‐ - - -

河川管理者にて浸水
想定を作成した際
は、現在の基準等の
見直しについて検討
する。

夜間の避難勧告等の
発令基準については
地域防災計画に明記
している。

-

他の取組で対応
（現行、避難勧告等
の判断・伝達マニュ
アルの運用で対応）

平成29年度の木更津
市地域防災計画の見
直しの中で避難勧告
等の発令基準等を再
検討する。

-

他の取組で対応
（現行、避難勧告等
の判断・伝達マニュ
アルの運用で対応）

-
避難勧告等の発令基
準の確認、見直し

-

検討中

既に構築している発
令基準について、随
時見直し、改善を
行った。

継続実施 ― - ‐ - － 取組なし 実施済 ‐ 検討中 － 策定済 検討中

検討中

既に構築している発
令基準について、随
時見直し、改善を
行った。

継続実施 ― - ‐ - － 取組なし 実施済 ‐
地域防災計画の更新
を実施中

－ 策定済 検討中
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様式２　概ね５年で実施する取組・フォローアップ

取組番号
16

H29

H30

H31

H32

H33

取組番号
17

H29

H30

H31

H32

H33

１． ①

取組番号
11,19,23

H29

H30

H31

H32

H33

取組番号
21

H29

H30

H31

H32

H33

取組状況

⑪「流域雨量指数の予測値」、
「洪水警報の危険度分布」等の
防災気象情報の提供

取組状況

円
滑
か
つ
迅
速
な
避
難
の
た
め
の
取
組

災
害
時
の
情
報
伝
達

、
避
難
計
画
等
に
関
す
る
事
項

避
難
勧
告
等
の
発
令

⑫避難勧告等発令の対象区
域、判断基準等の確認

取組状況

⑬夜間、荒天時における避難勧
告等の発令基準の作成及び避
難誘導体制の検討

取組状況

⑩災害拠点病院等の施設関係
者への情報伝達の充実

匝瑳市 旭市 海匝土木 東金市 大網白里市 山武市 横芝光町 九十九里町 山武土木 茂原市 一宮町 白子町 睦沢町 長南町 長柄町 長生村 長生土木

地域防災計画に基づ
き実施する。

- -

市内の災害拠点病院
は浸水想定区域外に
立地。その他の情報
伝達については県災
害医療救護計画に基
づき実施する。

大網病院を災害医療
協力病院と位置づけ
ている（市地域防災
計画風水害編）

地域防災計画に位置
付けている。

地域防災計画に位置
付けている。

地域防災計画に位置
付けている。

- - - - -
連絡体制の強化を図
る。

現在、浸水想定区域
内において医療機関
が存在しないため、
町計画等に位置付け
なし。ただし今後要
望等があり、町地域
防災計画内水害予防
計画に町内医療機関
等に水害リスクに関
する情報伝達及び連
絡調整の位置付けに
ついて、必要性があ
るかどうかも含め協
議したうえで対応を
検討したい。

- -

情報伝達方法の確認
を実施

－
広報やホームページ
で紹介

連絡体制の確認済み
防災計画の基づき実
施

上記内容により実施 継続実施 - - ‐ なし 実績なし（検討中） - -

情報伝達方法の確認
を実施

－
広報やホームページ
で紹介

連絡体制の確認済み
防災計画の基づき実
施

上記内容により実施 継続実施 - - ‐ なし 実績なし（検討中） - -

- - - - - - - - - - - - - - - - -

- - - - - - - - - ‐ - - - -

- - - - - - - - - ‐ - - - -

判断マニュアルに基
づき実施する。

随時基準見直し -

対象区域、判断基準
等は定めており、今
後も必要に応じて見
直しを行う。

市地域防災計画風水
害編にて避難勧告発
令についての判断基
準、住民への伝達方
法などが記載されて
いる。

地域防災計画の見直
しとともに検討す
る。

地域防災計画の見直
しとともに検討する

地域防災計画の見直
しとともに検討す
る。

-

対象区域、判断基準
等は定めており、今
後も必要に応じて見
直しを行う。

・対象区域、判断基
準について随時検討
する。

・気象情報等を活用
し、必要に応じて判
断基準の見直しを図
る。

対象区域、判断基準
等は規定済みであ
り、今後も必要に応
じて随時更新を図
る。

現在、他市町村を参
考に策定中

判断基準について
は、定めているが、
流域雨量指数の予測
値、洪水警報の危険
度分布についても判
断材料として取り入
れ、状況に応じて更
新等を行う。

長柄町避難勧告等の
判断基準・伝達マ
ニュアル（風水害・
土砂災害）に基づい
た対象区域、判断基
準等を周知し、関係
機関との連絡調整、
情報共有等を行う。

避難勧告、避難指示
等の基準を策定して
おり、必要に応じて
更新等を行う。

-

判断基準等の見直し
を検討

見直し 継続して実施
上記の記載内容を災
害時に活用

検討する 検討中 検討中 - 再確認を行った なし 着手済 ― なし 着手済 内容を確認 -

避難勧告等の判断・
伝達マニュアルを修
正

見直し 継続して実施
上記の記載内容を災
害時に活用

検討する 検討中 検討中 - 再確認を行った 検討中 着手済 ―
発令基準の更新を検
討

着手済
必要に応じて更新を
検討している

-

平成２９年度中に
「避難勧告等の判
断・伝達マニュア
ル」を修正する。

状況に応じた基準の
作成を検討

-

夜間・荒天時におけ
る避難勧告等の発令
基準は作成済みだ
が、今後も必要に応
じて見直しを行う。

-

木戸川・作田川の沿
川を検討・調整し、
平成３３年度までに
作成予定。

-
地域防災計画の見直
しとともに検討す
る。

- 検討を行っていく。 -
今後も必要に応じて
随時更新を図る。

常に見直しを行う。 - -
今後も必要に応じて
随時更新を図る。

-

判断基準等の見直し
を検討

見直し 継続して実施 - 検討する - 検討中 -
発令基準作成済、再
確認を行った

‐ - ― - - 検討を実施 -

避難勧告等の判断・
伝達マニュアルを修
正

見直し 継続して実施 - 検討する - 検討中 -
発令基準作成済、再
確認を行った

‐ - ▲ - - 検討中 -
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様式２　概ね５年で実施する取組・フォローアップ

取組番号
16

H29

H30

H31

H32

H33

取組番号
17

H29

H30

H31

H32

H33

１． ①

取組番号
11,19,23

H29

H30

H31

H32

H33

取組番号
21

H29

H30

H31

H32

H33

取組状況

⑪「流域雨量指数の予測値」、
「洪水警報の危険度分布」等の
防災気象情報の提供

取組状況

円
滑
か
つ
迅
速
な
避
難
の
た
め
の
取
組

災
害
時
の
情
報
伝
達

、
避
難
計
画
等
に
関
す
る
事
項

避
難
勧
告
等
の
発
令

⑫避難勧告等発令の対象区
域、判断基準等の確認

取組状況

⑬夜間、荒天時における避難勧
告等の発令基準の作成及び避
難誘導体制の検討

取組状況

⑩災害拠点病院等の施設関係
者への情報伝達の充実

いすみ市 勝浦市 御宿町 大多喜町 夷隅土木 館山市 南房総市 鴨川市 鋸南町 安房土木 防災危機管理部 河川整備課 河川環境課 気象台

該当なし 該当なし 該当なし 該当なし 該当なし
病院と伝達方法につ
いて検討する。

災害拠点病院と情報
伝達訓練等を実施し
ている。

関係機関と協議を行
い、確実な伝達手段
の構築を図る

有効な情報伝達手段
を検討する

- - -
必要に応じて支援す
る。

-

- - - ― ― 未実施
安房地域医療セン
ターとの通信訓練

災害拠点病院との情
報伝達訓練を実施

次年度実施に向けて
協議を行った

- 実施無し

- - - ― ― 検討を始めた。
安房地域医療セン
ターとの通信訓練

災害拠点病院との情
報伝達訓練を実施

災害拠点病院との衛
星携帯電話を使用し
た情報伝達訓練を実
施

- 実施無し

- - - - - - - -
銚子気象台の提供さ
れるデータを判断の
参考にする

- - - -

水位予測が困難であ
る中小河川におけ
る、今後の水位上昇
のおそれを把握する
ための防災気象情報
として、「流域雨量
指数の予測値（気象
庁「防災情報提供シ
ステム」で閲覧
可）」、「洪水警報
の危険度分布（気象
庁ホームページで閲
覧可）」等の防災気
象情報を提供。急激
な増水が起こる前の
早い段階からの避難
勧告等発令の判断に
資する。

- - - ― ― - - -
銚子気象台の提供さ
れるデータを判断の
参考にする

- ―

「流域雨量指数の予
測値（気象庁「防災
情報提供システム」
で閲覧可）」、「洪
水警報の危険度分布
（気象庁ホームペー
ジで閲覧可）の公開
開始。

- - - ― ― - - -

銚子気象台の提供さ
れるデータを判断の
参考にする

- ― 公開を継続。

-

-

避難勧告等の発令基
準は地域防災防災計
画で策定済み。
対象地域については
今後検討する。

避難勧告等の判断・
伝達マニュアルを策
定しており、国の通
知等により必要に応
じて修正を行う。
新たな判断基準等の
活用を検討する。

判断基準について、
必要に応じて修正を
行う。

避難勧告等の判断・
伝達マニュアルを策
定しており、必要に
応じて修正を行う。

-
市マニュアルに基づ
き確認する

水位周知河川周辺地
域の世帯数等の再確
認をする。

・河川の氾濫区域の
調査を行い、判断基
準等の整備を行う
・避難勧告等判断伝
達マニュアルの更新

判断基準について
は、流域雨量指数等
の活用を検討する。

-

避難勧告等発令の対
象区域、判断基準等
を含めた市町村の防
災体制を確認

-

・氾濫注意水位等の
警戒基準の見直しを
行う。また、市町村
の判断基準の確認に
対して、必要に応じ
て支援する

水位予測が困難な中
小河川における、急
激な増水が起こる前
の早い段階からの避
難勧告等の発令を判
断するための情報と
して、「流域雨量指
数の予測値（気象庁
「防災情報提供シス
テム」で閲覧
可）」、「洪水警報
の危険度分布（気象
庁ホームページで閲
覧可）」の判断基準
への活用を推進・支
援。

今後検討する。 実施予定 修正なし
今後、修正を検討す
る

― 市マニュアル策定 マニュアル更新作業
マニュアルの更新を
検討

判断基準について
は、流域雨量指数等
の活用を検討する。

-

市町村へのヒアリン
グ等を通じて、避難
勧告等発令の対象区
域、判断基準等を含
めた市町村の防災体
制を確認。

なし

自治体からの要請に
応じ、避難判断マ
ニュアルの作成支援
を行った。

今後検討する。 実施予定 修正なし
今後、修正を検討す
る

―
市マニュアルに基づ
き随時確認した。

対象世帯確認作業
マニュアルの更新を
検討

判断基準について
は、流域雨量指数等
の活用を検討する。

-

市町村へのヒアリン
グ等を通じて、避難
勧告等発令の対象区
域、判断基準等を含
めた市町村の防災体
制を確認。

２河川で検討開始

関係機関から避難判
断マニュアル作成に
関する協力要請はな
かった、

市地域防災計画に記
載予定。

発令基準について必
要に応じて見直しを
行う。

判断基準について、
必要に応じて修正を
行う。

発令基準については
避難勧告等の判断・
伝達マニュアルに記
載あり。
避難誘導体制につい
て検討する。

該当なし
避難誘導体制につい
て検討する。

避難誘導体制につい
て検討が必要であ
る。

避難勧告等判断伝達
マニュアルの更新

発令基準に関し、調
整・検討していく

- - - - -

検討中 継続実施 修正なし
今後、誘導体制につ
いて検討する

― 市マニュアル策定 防災計画更新準備
マニュアルの更新を
検討

マニュアルの更新を
検討

- ―

検討中 継続実施 修正なし
今後、誘導体制につ
いて検討する

―
市マニュアルに基づ
き検討中

防災計画更新予定
マニュアルの更新を
検討

マニュアルの更新を
検討

- ―
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様式２　概ね５年で実施する取組・フォローアップ 資料１－２

柏市 我孫子市 柏土木 佐倉市 印西市 白井市 四街道市 酒々井町 栄町 印旛土木 成田市 富里市 芝山町 多古町 成田土木 香取市 神崎町 東庄町 香取土木 銚子市 銚子土木

取組番号
25,30,36

隣接市避難に関する
相互支援の協定を締
結している。

広域避難計画は策定
しないが、周辺の市
町との協定を締結し
ている。
※市内における避難
場所で、収容人数を
満たしている。

- - - - - - - - 必要性を検討する。 -

他市町村からの受入
も含めた広域避難体
制の整備について今
後検討していく。

検討課題ではあるが
現状は未定。

-

・平成33年度出水期
までに隣接市町村に
おける避難場所の設
定を検討する。

・平成３３年度出水
期までに導入の必要
性を検証し、必要に
応じて近隣市区町と
連携した広域避難計
画について検討

近隣市町村と連携を
とり、広域的な避難
計画を検討する。

・平成33年度出水期
までに隣接市町村に
おける避難場所の設
定を検討する。

・平成３３年度出水
期までに導入の必要
性を検証し、必要に
応じて近隣市区町と
連携した広域避難計
画について検討

- - -

H29

広域避難計画は策定
しないが、周辺の市
町との協定を締結し
ている。

該当なし - - - ‐ － 必要性を検討 未実施 検討中 検討中 検討中 - - -

H30

広域避難計画は策定
しないが、周辺の市
町との協定を締結し
ている。

該当なし - - - ‐ － 必要性を検討 未実施 検討中 検討中 検討中 - - -

H31

H32

H33

取組番号
26,32

避難所・避難場所の
明記がされたコミュ
ニティエリア別の
マップを配布してい
る。

市内6地区ごとに複数
の避難場所・避難経
路を確保している。

-

洪水及び土砂災害ハ
ザードマップを作成
し、住民へ周知済
み。

- - - - - -

住民や自治会からの
要望応じて、避難経
路等の指導を行って
いく。

市の「避難勧告の判
断・伝達マニュア
ル」の中で伝達の際
に伝えることとなっ
ている。

浸水想定区域や土砂
災害危険箇所等を考
慮しながら検討して
いく。

各関係機関との調整
を図り、避難経路の
確保に努める。

-
地域住民や関係機関
と連携し、検討する

地域住民や関係機関
と連携し、検討する

平成３３年度出水期
までに浸水や土砂災
害による交通途絶を
考慮した避難経路や
避難場所の確保に向
けた連携・協働の取
組について検討する

- - -

H29

避難所・避難場所の
明記がされたコミュ
ニティエリア別の
マップを配布してい
る。

継続して実施中 - 継続実施 - ‐ －
防災講話の際に各地
区の避難経路の一例
を提示している。

未実施
基礎資料となるハ
ザードマップの更新
を検討

-
基礎資料となるハ
ザードマップの更新
を検討

- - -

H30

避難所・避難場所の
明記がされたコミュ
ニティエリア別の
マップを配布してい
る。

継続して実施中 - 継続実施 - ‐ －
防災講話の際に各地
区の避難経路の一例
を提示している。

未実施
基礎資料となるハ
ザードマップの更新
作業を行っている

ハザードマップの更
新後完了予定。今後
は、適時見直しを行
います。

基礎資料となるハ
ザードマップの更新
作業を行っている

- - -

H31

H32

H33

取組番号
28,33

適宜確認を行ってい
る。

避難所は指定してお
り、計画規模の洪水
に対するハザード
マップにより周知し
ている。

-
避難所となる小・
中・高校等の耐震化
は完了している。

ハザードマップの改
訂に併せて検討す
る。

- - - - -
避難所の安全性の確
認を継続して実施す
る。

市の「避難勧告の判
断・伝達マニュア
ル」の中で伝達の際
に伝えることとなっ
ている。

浸水想定区域に近い
避難所や、距離的に
近いものの河川を横
断しなければたどり
着けない避難所もあ
ることから、立地条
件等を考慮しながら
検討していく。

避難所の安全性につ
いては定期的に確認
をしていく予定であ
る。
避難経路については
策定していないた
め、今後検討してい
く。

-

随時、避難所・避難
経路の安全性確認及
び見直しを図ってい
く。

適時、見直し検討を
行う。

平成３３年度出水期
までに避難所・避難
経路の安全性確認及
び見直しを検討する

-
避難所・避難経路の
安全性の確認を実
施。

-

H29
適宜確認を行ってい
る。

想定最大規模降雨の
ハザードマップを作
成し全世帯に配布し
た。

- 完了

ハザードマップの改
定に向けて情報収集
を行った

‐ － 継続実施 避難経路は未実施
避難所の安全性確認
を行っている。

-
基礎資料となるハ
ザードマップの更新
を検討

- 未着手 -

H30
適宜確認を行ってい
る。

転入者にハザード
マップを配布した。

- 完了

ハザードマップの改
定に向けて情報収集
を行った

‐ － 継続実施 避難経路は未実施
避難所の安全性確認
を行っている。

ハザードマップの更
新後完了予定。今後
は、適時見直しを行
います。

基礎資料となるハ
ザードマップの更新
作業を行っている

- 未着手 -

H31

H32

H33

取組番号
2,27,31,37,
38,55

・要配慮者施設に対
して技術的助言等支
援を行う。

・避難訓練における
職員派遣を適宜行っ
ている。

要配慮者施設におけ
る避難計画(案)の策
定及び訓練の促進。

市町村が策定する避
難計画の作成につい
て必要に応じて技術
的助言を行う。

・要配慮者利用施設
における避難計画作
成の支援・指導を実
施した。

・福祉部局等と連携
しながら、必要に応
じて実施する。

・施設側からの要望
に応じて随時実施。

・福祉部局と連携し
ながら、必要に応じ
て実施する。

- - - -

市町村が策定する避
難計画の作成につい
て必要に応じて技術
的助言を行う。

・関係課と調整を行
い、指導を進める。

・総合防災訓練や土
砂災害訓練時の連携
訓練を継続する。

浸水想定区域に該当
する施設はない。た
だし今後、新たに該
当する要配慮施設に
は支援指導を行うと
ともに、浸水区域に
該当しない要配慮者
施設に対しても、消
防等と連携を図り避
難訓練等で技術的助
言等支援の検討を行
う

施設側の自主性を尊
重しつつ行政側から
も働きかけ、避難訓
練の実施に努めてい
く。

要配慮者利用施設と
調整し、訓練の実施
を検討する。

市町村が策定する避
難計画の作成につい
て必要に応じて技術
的助言を行う。

・要配慮者施設に対
して技術的助言等支
援を行う。

・要配慮者利用施設
において策定する避
難確保計画に基づき
避難訓練等を支援す
る。

要配慮者施設に対し
て技術的助言等支援
を行う。

・平成３３年度出水
期までに要配慮者施
設に対して技術的助
言等支援について検
討する
・要配慮者利用施設
における避難計画作
成の支援・指導につ
いて検討する
・要配慮者利用施設
等と連携した避難訓
練を促進できるよう
検討する

・市町および要配慮
者施設に対して技術
的助言等支援を行
う。

・他の事例を参考に
要配慮者利用施設の
避難訓練に活用でき
る情報を提供してい
く。

平成28年度に、高齢
者施設や障害者施設
担当者を集め、説明
会を実施。相談には
随時対応。

市町村が策定する避
難計画の作成につい
て必要に応じて技術
的助言を行う。

H29

・要配慮者施設に対
して技術的助言等支
援を行う。
・避難訓練における
職員派遣を適宜行っ
ている。

４施設が避難確保計
画を策定した。

助言無し 継続実施 継続実施 ‐ － 該当なし
関係課から指導し、
計画の作成を推進し
ている。

― 未実施
要配慮者利用施設に
対し、計画策定の依
頼を行った。

- 検討中
土砂災害警戒区域の
情報等を市町と共有
している

防災士資格取得費用
助成8名

要請無しのため実施
しない

H30

・要配慮者施設に対
して技術的助言等支
援を行う。
・避難訓練における
職員派遣を適宜行っ
ている。

未策定施設への呼び
かけを実施した

助言無し 継続実施 継続実施 ‐ － 該当なし
関係課から指導し、
計画の作成を推進し
ている。

― 未実施

計画未策定の要配慮
者利用施設に対し、
計画策定の依頼を
行った。

相談に応じている 検討中
土砂災害警戒区域の
情報等を市町と共有
している

障害者施設への指
導・助言1件
防災士資格取得費用
助成6名

要請無しのため実施
しない

H31

H32

H33

取組番号
5,34

避難情報等の取得方
法の周知を防災講習
会・市ホームページ
等で行っている。

浸水想定区域内に大
規模工場無し

- - - - - － - -
浸水想定区域に地下
施設等なし。

-
浸水区域に該当施設
無し

該当施設無し。 - - - - - - -

H29

避難情報等の取得方
法の周知を防災講習
会・市ホームページ
等で行っている。

該当なし - - - ‐
浸水想定区域に該当
施設無し

― - - - - - -

H30

避難情報等の取得方
法の周知を防災講習
会・市ホームページ
等で行っている。

該当なし - - - ‐
浸水想定区域に該当
施設無し

― - - - - - -

H31

H32

H33

要
配
慮
者
の
避
難

⑰要配慮者利用施設における
避難計画の作成及び避難訓練
の実施を支援・指導

取組状況

⑱要配慮者利用施設のほか、
地下施設、大規模工場への対
応等を考慮した避難計画の検
討、施設管理者による計画案の
作成の支援（避難情報等の取得
方法の周知）

取組状況

避
難
場
所
や
避
難
経
路
の
確
保

⑭隣接市町村における避難場
所の設定（広域避難体制の構
築）等

取組状況

⑮浸水や土砂災害による交通
途絶を考慮した避難経路や避難
場所の確保に向けた連携・協働
の取組

取組状況

⑯避難所・避難経路の安全性確
認及び見直し

取組状況
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様式２　概ね５年で実施する取組・フォローアップ

取組番号
25,30,36

H29

H30

H31

H32

H33

取組番号
26,32

H29

H30

H31

H32

H33

取組番号
28,33

H29

H30

H31

H32

H33

取組番号
2,27,31,37,
38,55

H29

H30

H31

H32

H33

取組番号
5,34

H29

H30

H31

H32

H33

要
配
慮
者
の
避
難

⑰要配慮者利用施設における
避難計画の作成及び避難訓練
の実施を支援・指導

取組状況

⑱要配慮者利用施設のほか、
地下施設、大規模工場への対
応等を考慮した避難計画の検
討、施設管理者による計画案の
作成の支援（避難情報等の取得
方法の周知）

取組状況

避
難
場
所
や
避
難
経
路
の
確
保

⑭隣接市町村における避難場
所の設定（広域避難体制の構
築）等

取組状況

⑮浸水や土砂災害による交通
途絶を考慮した避難経路や避難
場所の確保に向けた連携・協働
の取組

取組状況

⑯避難所・避難経路の安全性確
認及び見直し

取組状況

船橋市 市川市 浦安市 葛南土木 松戸市 流山市 野田市 鎌ヶ谷市 東葛飾土木 千葉市 習志野市 八千代市 千葉土木 君津市 木更津市 富津市 袖ケ浦市 君津土木 市原市 市原土木

・広域避難の必要性
について検討を行っ
ていく。

広域避難の必要性に
ついて検討していく

広域避難の必要性に
ついて検討してい
く。

- - - ‐ - - - - - -

・要配慮者支援施設
等からの相談等が
あった場合に、要配
慮者支援施設主催の
訓練等で支援・指導
をおこなっている。
・福祉避難所訓練を
平成27年度より毎
年、開設訓練や搬送
訓練等をおこなって
いる。

・要配慮者利用施設
からの相談に応じ、
訓練等の支援・指導
を行っている。

- - -

・広域避難体制の構
築

・導入の必要性を検
証し、必要に応じて
近隣市区町と連携し
た広域避難計画につ
いて検討

-

検討中 検討中 ― ― - ‐ - － ‐
訓練等の支援・指導
を実施

－ ― 検討中

検討中 検討中
広域避難の必要性に
ついて検討を行って
いく。

― - ‐ - － ‐
訓練等の支援・指導
を実施

－ ― 検討中

・各町会や自治会等
への講話等の際に、
危険箇所を避けた避
難経路を設定するこ
とや災害毎に避難場
所が定められている
ことを周知してい
る。

各町会や自治会等へ
の講話等の際に、危
険箇所を避けた避難
経路を設定すること
や、災害毎に避難場
所が定められている
ことを周知している

現在、避難所の確保
に向けた連携・協働
の取り組みを実施す
る予定なし。

- - - ‐ - - -

ハザードマップにて
危険箇所を示し、各
災害を考慮した避難
経路の設定につい
て、住民周知を行
う。

- -

・市主催防災訓練等
で造園業組合、建設
業協同組合、管工事
業共同組合等の関係
機関と連携を図って
いる。また、電業組
合とも災害時応援協
定を締結している。

市主催防災訓練等で
建設業協同組合等の
関係機関と連携を
図っている。

・市主催防災訓練等
で造園業組合、建設
業協同組合、管工事
業共同組合等の関係
機関と連携を図って
いる。また、電業組
合とも災害時応援協
定を締結している。

・市主催防災訓練等
で造園業組合、建設
業協同組合、管工事
業共同組合等の関係
機関と連携を図って
いる。また、電業組
合とも災害時応援協
定を締結している。

-
洪水ハザードマップ
の見直し

-

実施 実施 ― ― - ‐ - － 実施済 訓練実施済

市防災訓練にて建設
業共同組合等の関係
機関と発災対応訓練
を実施。

継続実施 継続実施 検討中

実施 実施中 ― ― - ‐ - － 実施済 訓練実施済 未実施 継続実施 継続実施 検討中

・避難所の耐震改修
が完了している。
・各町会や自治会等
への講話等の際に、
危険箇所を避けた避
難経路を設定するこ
とを周知している。

各町会や自治会等へ
の講話等の際に、危
険箇所を避けた避難
経路を設定すること
を周知している

適宜指定避難所の拡
充・見直しを実施す
る。

- - - ‐ - -

指定避難所の安全性
については確認済。
避難経路について
は、訓練や講習で行
うマップ作りを通じ
て、確認している。

ハザードマップにて
危険箇所を示し、各
災害を考慮した避難
経路の設定につい
て、住民周知を行
う。

- -
避難所については安
全性の確認実施

避難所については安
全性の確認実施

避難所については安
全性の確認実施

避難所については安
全性の確認実施済

-
洪水ハザードマップ
の見直し

-

実施 実施 継続実施 ― - ‐ - ▲（継続実施） 実施済 ‐ － 継続実施 継続実施 検討中

実施 実施中 継続実施 ― - ‐ - ▲（継続実施） 実施済 ‐

耐震化未実施であっ
た公民館（対象数：
１）を耐震化工事
（担当部署にて）

継続実施 継続実施 検討中

・避難確保計画策定
に向けた周知を行
い、随時支援を実施
している。

・要配慮者施設関係
課と連携し、避難確
保計画の作成と避難
訓練の実施を促して
いる。

要配慮者施設関係課
と連携し、避難確保
計画の作成と避難訓
練の実施を促してい
る

要配慮者利用施設の
選定を行い、その後
避難計画作成等の実
施指導は体制を庁内
の体制を調整・検討
して実施する。

市町村が策定する避
難計画の作成につい
て必要に応じて技術
的助言を行う。

庁内関係課と連携し
て体制を構築する

要配慮者利用施設の
担当者に対し、避難
計画の作成を促す。

要配慮者施設の施設
管理者へ避難計画の
作成・避難訓練の実
施を促す。

要配慮者施設に対し
て避難計画の作成の
促進を行う

市町村が策定する避
難計画の作成につい
て必要に応じて技術
的助言を行う。

平成２９年６月１９
日付の水防法改正を
受け、今後実施予
定。地域防災計画に
名称が記載されてい
る要配慮者施設の訪
問等行い、作成に対
する助言等を行う予
定。

所管部局にて支援及
び指導を実施する。

-

市町村が策定する避
難計画の作成につい
て必要に応じて技術
的助言を行う。

・要配慮者支援施設
等からの相談等が
あった場合に、要配
慮者支援施設主催の
訓練等で支援・指導
をおこなっている。
・福祉避難所訓練を
平成27年度より毎
年、開設訓練や搬送
訓練等をおこなって
いる。

・要配慮者利用施設
からの相談に応じ、
訓練等の支援・指導
を行っている。

-

福祉避難所として指
定している要配慮者
利用施設については
訓練をおこなってい
るが、その他、未指
定の施設については
未実施である。

市町村が策定する避
難計画の作成につい
て必要に応じて技術
的助言を行う。

・要配慮者施設に対
して技術的助言等支
援を行う。

・要配慮者利用施設
の避難訓練の促進

市町村が策定する避
難計画の作成につい
て必要に応じて技術
的助言を行う。

実施

適宜、要配慮者施設
には避難確保計画の
作成及び避難訓練の
実施指導を行ってい
る。

要配慮者利用施設の
選定を行った。

継続実施
避難計画作成の説明
会を行った。

継続中 - ▲（継続実施） 取組なし 実施予定 訓練及び講話を実施
訓練等の支援・指導
を実施

－ 継続実施 継続 検討中 未実施

実施

適宜、要配慮者施設
には避難確保計画の
作成及び避難訓練の
実施指導を行ってい
る。

各施設の担当部局に
おいて避難計画の作
成等を支援・指導す
る。

継続実施
9割程度の施設が作
成を行った。

継続中 - ▲（継続実施） 取組なし 実施予定 訓練及び講話を実施
訓練等の支援・指導
を実施

－ 継続実施 継続 検討中 未実施

・避難確保計画策定
に向けた周知を行
い、随時支援を実施
している。

引き続き避難確保計
画作成の指導等を
行っていく

現在、該当する地下
施設、大規模工場な
し。

-
庁内関係課と連携し
て体制を構築する

- ‐ - -

地域防災計画に名称
が記載されている地
下街等宛て、個別に
避難計画の作成有無
について確認し、未
作成の場合は作成支
援を行う予定。

所管部局にて支援及
び指導を実施する。

- -

・要配慮者利用施設
からの相談に応じ、
計画の支援をおこ
なっている。

・要配慮者利用施設
からの相談に応じ、
計画の支援をおこ
なっている。

・要配慮者利用施設
からの相談に応じ、
計画の支援をおこ
なっている。

・要配慮者利用施設
からの相談に応じ、
計画の支援をおこ
なっている。

-

要配慮者利用施設
や、石油コンビナー
ト等大規模工場など
の避難計画検討を支
援する。

-

実施
適宜、避難確保計画
作成の指導を行って
いる。

要配慮者利用施設の
選定を行った。
現在、市内に地下施
設、大規模工場な
し。

― - ‐ - ▲（継続実施） 取組なし
要配慮者施設管理者
主催の防災講座に参
加し相談を実施した

▲ 継続実施 継続実施 検討中

実施
適宜、避難確保計画
作成の指導を行って
いる。

各施設の担当部局に
おいて避難計画の作
成等を支援・指導す
る。

― - ‐ - ▲（継続実施） 取組なし
要配慮者施設管理者
主催の防災講座に参
加し相談を実施した

▲ 継続実施 継続実施 検討中
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様式２　概ね５年で実施する取組・フォローアップ

取組番号
25,30,36

H29

H30

H31

H32

H33

取組番号
26,32

H29

H30

H31

H32

H33

取組番号
28,33

H29

H30

H31

H32

H33

取組番号
2,27,31,37,
38,55

H29

H30

H31

H32

H33

取組番号
5,34

H29

H30

H31

H32

H33

要
配
慮
者
の
避
難

⑰要配慮者利用施設における
避難計画の作成及び避難訓練
の実施を支援・指導

取組状況

⑱要配慮者利用施設のほか、
地下施設、大規模工場への対
応等を考慮した避難計画の検
討、施設管理者による計画案の
作成の支援（避難情報等の取得
方法の周知）

取組状況

避
難
場
所
や
避
難
経
路
の
確
保

⑭隣接市町村における避難場
所の設定（広域避難体制の構
築）等

取組状況

⑮浸水や土砂災害による交通
途絶を考慮した避難経路や避難
場所の確保に向けた連携・協働
の取組

取組状況

⑯避難所・避難経路の安全性確
認及び見直し

取組状況

匝瑳市 旭市 海匝土木 東金市 大網白里市 山武市 横芝光町 九十九里町 山武土木 茂原市 一宮町 白子町 睦沢町 長南町 長柄町 長生村 長生土木

・行政区域を越えた
住民の避難を円滑に
行えるよう、隣接市
町との調整を図る。

・導入の必要性を検
証し、必要に応じて
近隣市町と連携した
広域避難計画につい
て検討

・行政区域を越えた
住民の避難を円滑に
行えるよう、隣接市
町との調整を図る。

・導入の必要性を検
証し、必要に応じて
近隣市町と連携した
広域避難計画につい
て検討

-

災害時における千葉
県山武郡市の相互応
援に関する協定を締
結している。

- - - - -

・長生郡市広域災害
計画により、相互に
避難場所等を提供す
ることになってい
る。

・県、市町村による
水防訓練の継続実施

・近隣市町村との協
定締結による避難場
所の確保を行う。

・長生郡市7市町村
による津波災害、土
砂災害等広域的な災
害避難に対応した広
域災害対応計画を策
定済

必要に応じて引き続
き検討する。

長生郡市7市町村に
よる津波災害、土砂
災害等広域的な災害
避難に対応した広域
災害対応計画を策定
済

長生郡市７市町村に
よる津波災害、土砂
災害等広域的な災害
避難に対応した広域
災害対応計画を策定
済

長生郡市7市町村によ
る津波災害、土砂災
害等広域的な災害避
難に対応した広域災
害対応計画を策定済

長生郡市7市町村に
よる津波災害、土砂
災害等広域的な災害
避難に対応した広域
災害対応計画を策定
済

市町村が設定する場
合、支援・助言を行
う

広域避難体制の構築
について調査・検討

検討中 継続して実施 - - - - - 水防訓練を実施 計画策定済 検討中 ▲ なし 着手済 策定済 -

広域避難体制の構築
について調査・検討

検討中 継続して実施 - - - - - 水防訓練を実施
計画策定済
協定については検討
中

検討中 ▲ なし 着手済 策定済 -

住民及び他機関から
の要望に応じて随時
実施する。

関係各課と連携して
推進

-
交通途絶を考慮した
避難経路の設定を検
討する。

- - - - -

・今後も確認を行っ
ていく。

・避難訓練の継続実
施

交通途絶を考慮した
避難経路確保の検討
を行う。

-

町内外の事業者と協
定し、一時避難所･
避難場所としてい
る。

町内の事業者と協定
を結び一時避難所の
箇所複数ある。ま
た、今後、安全の確
保されている、要配
慮者施設と福祉避難
所としての防災協定
等の締結を行う予
定。

- - -

地域住民や関係機関
と連携し、検討を図
る

検討中 継続して検討 - - - - -
出前講座、防災訓
練、避難訓練等の実
施

なし ▲ 一時避難所の確認 - - -

地域住民や関係機関
と連携し、検討を図
る

検討中 継続して検討 - - - - -
出前講座、防災訓
練、避難訓練等の実
施

検討中 ▲ 防災協定の検討 - - -

住民及び他機関から
の要望に応じて随時
実施する。

関係各課と連携して
推進

-
避難経路の設定を検
討する。

-
随時安全性の確認を
行っていく。

地域防災計画の見直
しとともに継続して
実施する

- -
随時安全性の確認を
行っていく。

定期的な避難所の見
直しを行う。

避難所安全性の確認
等継続実施。

気候変動、気象変動
を常に注視し、本町
においてどのような
場所が危険箇所にな
るか、常に見直しを
行う。

避難所安全性の確認
等継続実施。

実施検討中（時期未
定）

避難所安全性の確認
等継続実施。

-

避難所や避難経路に
ついて、見直しを検
討

検討中 継続して検討 -
随時目視による安全
確認を実施

上記内容にて実施 - -
必要な確認、見直し
を行った

なし 継続実施 ―
安全性の確認を継続
実施

着手済 継続実施 -

避難所や避難経路に
ついて、見直しを検
討

検討中 継続して検討 -
随時目視による安全
確認を実施

上記内容にて実施 - -
必要な確認、見直し
を行った

検討中 継続実施 ―
安全性の確認を継続
実施

着手済 継続実施 -

・要支援者施設等に
対して、助言及び支
援等を行う。

・住民及び他機関か
らの要望に応じて随
時実施する。

・周知方法を工夫し
ていく

・関係各課と連携し
て推進

市町村が策定する避
難計画の作成につい
て必要に応じて技術
的助言を行う。

要配慮者施設、福祉
部局等と連携し、避
難計画の作成を支援
する。

・要配慮者施設に対
し技術的助言等支援
を行う。

・福祉担当課より計
画作成にあたり指導
を行っている。

要配慮者利用施設ご
とに個別に避難計画
を今後策定を支援し
ていく。

要配慮者施設に対し
て技術的な支援を行
う。

要配慮者施設に対し
て技術的支援を行
う。

市町村が策定する避
難計画の作成につい
て必要に応じて技術
的助言を行う。

要望に応じて実施。

・計画作成や訓練実
施の助言等支援を行
う。

・定期的な避難訓練
の実施

要望に応じて実施す
る。

・地域住民との避難
訓練を検討

・マニュアル案やガ
イドラインなどの提
供

避難計画の作成、避
難訓練の実施につい
て要望等があれば支
援・指導を行う。

現在、浸水区域に該
当する施設はない。
ただし今後、新たに
該当する要配慮施設
には支援指導を行う
とともに、浸水区域
に該当しない要配慮
者施設に対しても、
災害対策の充実を図
る上で努力義務レベ
ルでの技術的助言等
支援の検討を行う。

要望に応じて実施す
る。

・市町村が策定する
避難計画の作成につ
いて必要に応じて技
術的助言を行う。
・避難訓練を実施す
る際には助言を行う

要配慮者利用施設に
おける避難所開設訓
練に参加

随時実施 随時実施 連携方法等の検討
一部団体は計画を提
出済み

計画・訓練支援 検討中 検討中 継続実施
要望に応じて実施し
た

計画を作成する上で
助言を行った

- ― 要望なし 実績なし（検討中） 要望なし -

要配慮者利用施設に
おける避難所開設訓
練に参加

随時実施 随時実施 連携方法等の検討
一部団体は計画を提
出済み

計画・訓練支援 検討中 検討中 継続実施
要望に応じて実施し
た

計画を作成する上で
助言を行った

- ― 要望なし 実績なし（検討中）
要望に応じて実施す
る。

-

要支援者施設等に対
して、助言及び支援
等を行う。

周知方法を工夫して
いく

- - - - - - - - - - - - - -
避難計画の作成につ
いて助言を行う

避難情報等の取得に
ついての周知方法を
検討

検討中 - - - - - - - ‐ - - - -

避難情報等の取得に
ついての周知方法を
検討

検討中 - - - - - - - ‐ - - - -
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様式２　概ね５年で実施する取組・フォローアップ

取組番号
25,30,36

H29

H30

H31

H32

H33

取組番号
26,32

H29

H30

H31

H32

H33

取組番号
28,33

H29

H30

H31

H32

H33

取組番号
2,27,31,37,
38,55

H29

H30

H31

H32

H33

取組番号
5,34

H29

H30

H31

H32

H33

要
配
慮
者
の
避
難

⑰要配慮者利用施設における
避難計画の作成及び避難訓練
の実施を支援・指導

取組状況

⑱要配慮者利用施設のほか、
地下施設、大規模工場への対
応等を考慮した避難計画の検
討、施設管理者による計画案の
作成の支援（避難情報等の取得
方法の周知）

取組状況

避
難
場
所
や
避
難
経
路
の
確
保

⑭隣接市町村における避難場
所の設定（広域避難体制の構
築）等

取組状況

⑮浸水や土砂災害による交通
途絶を考慮した避難経路や避難
場所の確保に向けた連携・協働
の取組

取組状況

⑯避難所・避難経路の安全性確
認及び見直し

取組状況

いすみ市 勝浦市 御宿町 大多喜町 夷隅土木 館山市 南房総市 鴨川市 鋸南町 安房土木 防災危機管理部 河川整備課 河川環境課 気象台

行政区域を超えた住
民の避難を円滑に行
えるよう、隣接町と
の調整を図る。

該当なし 該当なし - 該当なし 南房総市と協議済み

・館山市亀ヶ原地区
の避難者受入に関し
て協定締結済み。

・近隣市町との調整
を随時図っていく。

- - - - -
必要に応じて関係機
関を支援する。

-

- - - ― ― 南房総市と協議済み 館山市と協議済 － - - 実施無し

- - - ― ― 南房総市と協議済み 館山市と協議済 － - - 実施無し

- - - - 該当なし
地区・関係機関と協
議

該当する行政区等と
協議が必要。

関係機関と協議 - - - - - -

- - - ― ―
地区・関係機関と協
議

未実施 未実施 - - ―

- - - ― ―
地区・関係機関と協
議

未実施 未実施 - - ―

浸水エリアの避難所
を指定避難所から除
外している。

- -

避難所については浸
水エリアを除外し、
指定避難所を指定し
ている。

該当なし
随時安全性の確認を
実施する。

定期的に施設の安全
点検を実施してい
る。

地域防災計画の見直
し

定期的に施設の安全
点検を実施してい
る。

- - - - -

継続的に実施 - -
今後、見直しを検討
する

― 未実施 避難所看板設置 未実施 未実施 - ―

継続的に実施 - -
今後、見直しを検討
する

― 未実施 避難所環境整備 未実施 未実施 - ―

避難計画の作成・避
難訓練等の助言を行
うように検討する。

該当なし 該当なし 該当なし

市町村が策定する避
難計画の作成につい
て必要に応じて技術
的助言を行う。

要配慮者施設に対し
て技術的助言等支援
を行う。

・各種会議等で啓発
を行っていく。

・要配慮者利用施設
職員との定期的な打
合せ（会議）を実施
している。

関係機関と協議

衛星携帯電話による
毎月情報伝達訓練を
実施している
避難訓練等の実施に
ついて計画していく

市町村が策定する避
難計画の作成につい
て必要に応じて技術
的助言を行う。

土砂災害の懸念があ
る市と共催し土砂災
害避難訓練を実施し
ている。課題への取
り組みや改善は必要

-

市町村が策定する避
難計画の作成につい
て必要に応じて技術
的助言を行う。

-

避難計画の作成及び
避難訓練の実施を支
援・指導した。

- - ― 継続実施
避難計画の作成及び
避難訓練の実施を支
援・指導した。

災害時支援連絡会会
議に参加

該当施設と協議を実
施

衛星携帯電話による
毎月情報伝達訓練を
実施している
避難訓練等の実施に
ついて計画していく

実績なし
成田市と共催し土砂
災害避難訓練を実施
した。

市町村防災課長や担
当者に対し説明会や
防災体制向上のため
のヒアリングなどを
実施

避難計画の作成及び
避難訓練の実施を支
援・指導した。

- - ― 継続実施
避難計画の作成及び
避難訓練の実施を支
援・指導した。

災害時支援連絡会会
議に参加

該当施設と協議を実
施

衛星携帯電話による
毎月情報伝達訓練を
実施している
避難訓練等の実施に
ついて計画していく

実績なし
市原市と共催し土砂
災害避難訓練を実施
した。

市町村防災課長や担
当者に対し説明会や
防災体制向上のため
のヒアリングなどを
実施

避難計画の作成・避
難訓練等の助言を行
うように検討する。

該当なし 該当なし 該当なし - - - -
地下施設や大規模工
場なし

- - -

市町村が策定する避
難計画の作成につい
て必要に応じて技術
的助言を行う。

-

検討中 - - ― - - - － - -

市町村防災課長や担
当者に対し説明会や
防災体制向上のため
のヒアリングなどを
実施

検討中 - - ― - - - － - -

市町村防災課長や担
当者に対し説明会や
防災体制向上のため
のヒアリングなどを
実施
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様式２　概ね５年で実施する取組・フォローアップ 資料１－２

柏市 我孫子市 柏土木 佐倉市 印西市 白井市 四街道市 酒々井町 栄町 印旛土木 成田市 富里市 芝山町 多古町 成田土木 香取市 神崎町 東庄町 香取土木 銚子市 銚子土木

１． ②

取組番号
29,39

- 現在作成中

水位周知河川である
手賀沼において、想
定最大規模の洪水に
係る浸水想定区域図
等を作成し、各市へ
周知している。

- - - - - -

水位周知河川におい
て、想定最大規模の
洪水に係る浸水想定
区域図等の作成と周
知を検討する。

-

ホームページ上で最
大規模の浸水想定区
域の情報を提供して
いる。

- -

根木名川流域の想定
最大規模の洪水に係
る浸水想定区域図を
作成し、周知してい
く。

- - -

想定最大規模の洪水
に係る浸水想定区域
図を作成し、周知し
ていく。

- -

H29 作成中

想定最大規模降雨の
ハザードマップを作
成し全世帯に配布し
た。

水位周知河川である
手賀沼において、想
定最大規模の洪水に
係る浸水想定区域図
等を作成し、各市へ
周知した。

- - ‐ － 未実施 - - -
小野川浸水想定区域
図作成業務委託発注

- -

H30

紙媒体及びweb版の
ハザードマップで作
成済

転入者にハザード
マップを配布した。

管内水防連絡会にて
各市へ周知した。

- - ‐ － 業務発注準備予定
根木名川の氾濫解析
に着手

- - -
黒部川浸水想定区域
図作成業務委託発注
予定

- -

H31

H32

H33

取組番号
40

市ホームページへの
掲載や窓口配布等に
よる周知を行ってい
る。

手賀沼等の洪水浸水
想定区域図の公表
後、5年以内に公表す
る予定である。
指定緊急避難場所・
指定避難所や大まか
な避難経路をハザー
ドマップに掲示して
おり、周知をしてい
る。
また、上記ハザード
マップは市ホーム
ページにおいても情
報公開している。

-

現在作成済みの洪水
ハザードマップに、
平成29年7月に公表
された国土交通省の
洪水浸水想定区域図
と今後調査が検討さ
れている県管理河川
の浸水想定区域図を
勘案し、修正する。

ハザードマップの改
訂に併せて検討す
る。

地域防災計画の見直
しに伴い、ハザード
マップの修正につい
ても検討する。

ハザードマップを全
戸配布している。

地域防災計画の見直
しに含んで修正を検
討。

ハザードマップは全
戸配布で町民に配布
しており、今後最新
情報に更新し同様に
配布する。

ハザードマップの周
知、活用を継続して
実施する。

防災マップの更新時
に浸水想定区域を盛
り込み周知できるよ
う取り組む。

浸水想定区域の見直
しや水害情報の取得
方法の更なる充実に
努める。

ハザードマップは全
戸配布で町民に配布
しており、今後最新
情報に更新した際に
は同様に配布する予
定。

-

想定最大規模の洪水
の被害想定が発表さ
れた後、洪水ハザー
ドマップを見直す

既存のハザードマッ
プを更新し、周知を
図る。

既存の洪水ハザード
マップを改善し、新
しく作成する

最大規模の洪水に係
る浸水情報について
市町に適宜情報を提
供し、洪水ハザード
マップ等の見直しを
支援する。また、そ
の周知・活用方法を
土木事務所減災対会
議等で検討してい
く。

- -

H29

市ホームページへの
掲載や窓口配布等に
よる周知を行ってい
る

想定最大規模降雨の
ハザードマップを作
成し全世帯に配布し
た。

-
未着手（県管理河川
の新しい浸水想定区
域の公表待ち）

ハザードマップの改
定に向けて情報収集
を行った

変更なし
地域防災計画修正後
見直しを検討

ホームページや窓口
配布等による周知を
行っている

継続実施 継続活用
既存のハザードマッ
プで周知を図ってい
る。

検討中
洪水ハザードマップ
作成のための予算措
置

検討中 - -

H30

紙媒体及びweb版の
ハザードマップで作
成済

転入者にハザード
マップを配布した。

-
未着手（県管理河川
の新しい浸水想定区
域の公表待ち）

増刷し、配布した
更新作業中（年度内
に更新完了）

地域防災計画修正後
見直しを検討

ハザードマップを作
成し配付する

継続実施 継続活用
ハザードマップの作
成準備中

既存のハザードマッ
プを更新している。

洪水ハザードマップ
を改善し、新しく作
成中

検討中 - -

H31

H32

H33

取組番号
41,46

浸水履歴情報の提供
を行っている。

過去の水害履歴等や
浸水想定区域につい
て、ハザードマップ
により公表・周知し
ている。
転入者や希望者に対
して、ハザードマッ
プを配布及び内容の
説明を実施してい
る。

-
洪水ハザードマップ
を作成し、住民へ周
知済みである。

浸水履歴情報はない
が、洪水ハザード
マップにより浸水想
定区域を周知してい
る。

引きつつづき窓口で
の公表を行い、その
他の周知方法につい
ても検討する。

窓口にて該当箇所の
浸水実績の有無を伝
えている。

洪水ハザードマップ
やHP等で周知済み

該当箇所の浸水実績
の有無を伝えてい
る。

災害査定時に作成す
る資料により、浸水
の実績等を自治体へ
提供している。

把握している浸水実
績について、ホーム
ページ上にて継続し
て周知する。

- -
浸水実績の取りまと
めが課題となってい
る。

浸水実績など現在あ
る資料を提供する。

平成３０年度出水期
までに保有する浸水
実績等を協議会内で
共有する。

平成３３年度出水期
までに保有する浸水
実績等を協議会内で
共有する。

平成３３年度出水期
までに保有する浸水
実績等を協議会内で
共有する。

平成３０年度末まで
に保有する浸水実績
等を協議会および土
木事務所減災対策会
議内で共有し、住民
等への周知方法を検
討する。

浸水実績について、
減災対策会議（事務
所開催）で河川管理
者と市で情報共有を
行う。

浸水実績について、
減災対策会議（事務
所開催）で河川管理
者と市で情報共有を
行う。

H29
浸水履歴情報の提供
を行っている。

新たなハザードマッ
プを作成し、全世帯
に配布した。

- 継続実施 継続実施 継続実施 変更なし HMにて周知 継続実施 該当なし 継続実施 未実施
県管理河川の浸水実
績を受領した。

県管理河川の浸水実
績を受領した。

県管理河川の浸水実
績を受領した。

県管理河川の浸水実
績を提供した。

12/7減災対策会議
（事務所開催）で確
認済

減災対策会議（事務
所開催）で確認済

H30
浸水履歴情報の提供
を行っている。

転入者にハザード
マップを配布した。 - 継続実施 継続実施 継続実施 変更なし HMにて周知 継続実施 該当なし 継続実施 未実施

浸水実績の周知方法
を検討中。

検討中 検討中

浸水実績箇所の確認
を香取市と行った。
（7.3）

7/12減災対策会議
（事務所開催）で確
認済

減災対策会議（事務
所開催）で確認済

H31

H32

H33

取組番号
35,45,49

-

避難所の案内表示板
は設置している。
※まるごとまちごと
ハザードマップの整
備は実施していな
い。

-

洪水及び内水ハザー
ドマップを作成し、
住民へ周知済みであ
る。「まちまるごと
ハザードマップ」の
必要性は要検討。

洪水及び内水ハザー
ドマップを作成し、
住民へ周知済みであ
る。「まちまるごと
ハザードマップ」の
必要性は検討する。

地域防災計画の見直
しに伴い、ハザード
マップの修正につい
ても検討する。

協定により避難所案
内広告付電柱看板を
設置している。

避難所案内表示板を
設置する。

避難所案内表示板を
設置する。

-

洪水時使用不可案内
板は平成30年度設置
予定。まるごとまち
ごとハザードマップ
に関しては必要性を
検討する。

防災マップの更新時
に検討する。

避難所誘導看板の設
置をする際に検討す
る。

必要性の検討をして
から。

-

一部地域において整
備しており、他地域
においても必要性を
検討する。

ハザードマップの改
善、案内板の充実を
図る。

既存の案内板に加
え、ハザードマップ
の改善を検討する。

- - -

H29 -
表示案内の修繕を実
施した

- 未着手 未着手 変更なし 現状の取組無し 未着手 必要性を検討 ―
他地域における必要
性を検討中。

ハザードマップの改
善を検討中

ハザードマップの改
善を検討

- - -

H30 -
表示案内の修繕を実
施予定

- 未着手 未着手 変更なし
現状の取組無し（来
年度実施予定）

未着手
避難所の洪水時使用
不可案内板を設置し
た。

―
他地域における必要
性を検討中。

ハザードマップの改
善を実施中

ハザードマップの改
善を実施中

- - -

H31

H32

H33

平時からの住民等への周知・教育・訓練に関する事項

取組状況

円
滑
か
つ
迅
速
な
避
難
の
た
め
の
取
組

平
時
か
ら
の
住
民
等
へ
の
周
知
・
教
育
・
訓
練
に
関
す
る
事
項

平
時
の
水
害
リ
ス
ク
周
知

①想定最大規模の洪水に係る
浸水想定区域図等の作成と周
知（大規模災害時の水害リスク
周知）

取組状況

②水害ハザードマップの改良、
周知、活用

取組状況

③浸水実績等の周知（浸水実績
等に関する情報の共有、住民等
への周知）

取組状況

④「まるごとまちごとハザード
マップ」の検討、案内板の整備
等
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様式２　概ね５年で実施する取組・フォローアップ

１． ②

取組番号
29,39

H29

H30

H31

H32

H33

取組番号
40

H29

H30

H31

H32

H33

取組番号
41,46

H29

H30

H31

H32

H33

取組番号
35,45,49

H29

H30

H31

H32

H33

平時からの住民等への周知・教育・訓練に関する事項

取組状況

円
滑
か
つ
迅
速
な
避
難
の
た
め
の
取
組

平
時
か
ら
の
住
民
等
へ
の
周
知
・
教
育
・
訓
練
に
関
す
る
事
項

平
時
の
水
害
リ
ス
ク
周
知

①想定最大規模の洪水に係る
浸水想定区域図等の作成と周
知（大規模災害時の水害リスク
周知）

取組状況

②水害ハザードマップの改良、
周知、活用

取組状況

③浸水実績等の周知（浸水実績
等に関する情報の共有、住民等
への周知）

取組状況

④「まるごとまちごとハザード
マップ」の検討、案内板の整備
等

船橋市 市川市 浦安市 葛南土木 松戸市 流山市 野田市 鎌ヶ谷市 東葛飾土木 千葉市 習志野市 八千代市 千葉土木 君津市 木更津市 富津市 袖ケ浦市 君津土木 市原市 市原土木

・県が公表する海老
川・真間川等の浸水
想定区域に併せてハ
ザードマップを更新
する予定。

県が公表する高潮・
真間川浸水想定区域
に併せて洪水ハザー
ドマップを刷新する
予定

平成29年度中に原案
を作成し、平成30年
度を目標に印刷・配
布を実施する。

平成33年度を目途に
現在水位周知河川に
指定されている河川
の想定最大規模の洪
水に係る浸水想定区
域図を作成し、市町
村に周知

千葉県の更新に合わ
せて実施していく

- ‐ -

平成３３年度までに
想定最大規模の洪水
に係る浸水想定区域
図を作成する予定。

千葉県が公表する浸
水想定区域をもとに
洪水ハザードマップ
を作成する。

- -

平成３３年度まで
に、都川の想定最大
規模の浸水想定を作
成し、公表する。

- － -
県の更新に併せて実
施の見込

水位周知河川につい
て実施。

-

平成33年度を目途に
現在水位周知河川に
指定されている河川
の想定最大規模の洪
水に係る浸水想定区
域図を作成し、市町
村に周知

―
県公表の高潮・真間
川浸水想定区域の指
定待ち

洪水ハザードマップ
原案を作成した。

H30.3洪水浸水想定
区域説明会実施

- ‐ - ○ 実施予定 ‐ － － ― - - -

―
県公表後、ハザード
マップへの刷新を検
討

洪水ハザードマップ
の印刷・配布を実施
する。

検討中 - ‐ - ▲（予算要望中） 実施予定 ‐ － － ―
2河川で更新作業を
実施

-
養老川で実施中。

・洪水ハザードマッ
プの配布、ホーム
ページ掲載を実施し
ている。想定最大規
模の浸水想定が発表
されたら更新する。

洪水ハザードマップ
の配布、ホームペー
ジ掲載を実施してお
り、想定最大規模の
浸水想定が発表され
たら更新する

国土交通省の新たな
洪水浸水想定区域の
指定を受け、見直し
を行う。

-
千葉県の更新に合わ
せて実施していく

-
洪水ハザードマップ
の更新を行う

ホームページでの公
開し窓口で配布する
等周知に努めてい
る。

-

想定最大規模降雨に
よる浸水想定が公表
された後、必要に応
じて検討する。

河川管理者にて浸水
想定を作成した際は
洪水ハザードマップ
の作成及び周知につ
いて検討する。

改良等は，想定最大
規模降雨による浸水
想定が公表された
後，必要に応じて検
討する。

-

改良等は，想定最大
規模降雨による浸水
想定が公表された
後，必要に応じて検
討する。

・「木更津市防災
マップ」の増刷時に
更新をおこなってい
る。
・新しい付加想定が
公表され、現状のハ
ザードマップと相違
があれば新たに作成
しなければならない
と考えている。

浸水想定区域等にハ
ザードマップ等に関
する説明会を開催

新しい付加想定が公
表され、現状のハ
ザードマップと相違
があれば作成しなけ
ればならないと考え
ている。

平成３３年度を目途
に簡易方法も活用し
浸水想定及び河川水
位等の情報を提供。

2019年度に防災マッ
プを更新し、全戸に
配布予定

千葉県ホームページ
で周知等を行う。

実施（更新は想定発
表され次第実施予
定）

想定最大規模の浸水
想定が発表された後
更新する予定。

洪水ハザードマップ
原案を作成した。

― - 更新中 - ○ 取組なし 取組なし ‐
ハザードマップの内
容更新及び増刷

継続実施 継続実施 － － 行っている。

実施（更新は想定発
表され次第実施予
定）

9月に更新済みであ
り、HPや窓口にて
マップの配布を行っ
ている。

洪水ハザードマップ
の印刷・配布を実施
する。

― - 更新中 - ▲（予算要望中） 取組なし 取組なし ‐
ハザードマップの内
容更新及び増刷

継続実施 継続実施
2河川で更新作業を
実施

検討中 行っている。

・洪水ハザードマッ
プに掲載。

浸水履歴の公表を
行っている

住民からの問い合わ
せに対応している。

関係市と過去に発生
した浸水実績等につ
いて情報共有を図っ
ていく。

ホームページと行政
資料センターにて公
開

-
洪水ハザードマップ
に浸水履歴を記載し
ている

ハザードマップにて
把握している浸水実
績を反映。

浸水実績について市
と共有する。

HP(ICT防災マップ）
で公表しているほ
か、窓口でも照会に
対応している。

浸水実績を記録し、
求めに応じて公開す
る。

県管理河川について
は浸水実績等がない
ため周知を行ってい
ない。

平成３１年度出水期
までに保有する浸水
想定の情報を協議会
内で共有する。

-

関係部署で浸水実績
を共有し必要に応じ
て「木更津市防災
マップ」を更新のう
え周知。

-
浸水実績を記録し、
求めに応じて公開す
る

-
ハザードマップにて
浸水実績を周知済

関係機関と協議す
る。

実施済
浸水履歴の公表を実
施している。

継続実施 継続実施 - 継続中 継続実施 ▲（継続実施） 実施済 実施済 実施予定 -
各災害毎に被害状況
の共有を実施してい
る。

－ 継続実施 継続実施 ー

実施済
浸水履歴の公表を実
施している。

継続実施 継続実施 - 継続中 継続実施 ▲（継続実施） 実施済 実施済 実施予定 -
各災害毎に被害状況
の共有を実施してい
る。

－ 継続実施 継続実施
減災対策会議（事務
所開催）で確認済

・避難所及び避難場
所の誘導看板を電柱
等に設置している。
また、海抜も看板等
に併せて表示を行っ
ている。

避難所及び避難場所
の案内看板を設置し
ている。また、海抜
も看板等に併せて表
示を行っている。適
宜整備を行っていく

多言語（４か国語）
を記載した避難所誘
導版として順次更新
を行う。

- - - ‐ - -

避難場所までの案内
は、避難場所誘導表
示板の設置を進めて
いる。

避難場所までの案内
は避難場所誘導表示
板の設置を進める。

まるごとまちごとハ
ザードマップは県管
理河川については過
去の浸水実績がない
ため，検討していな
い。避難場所までの
案内は，避難場所誘
導表示板（巻看板）
の設置を進めてい
る。

-

・避難所、避難場所
標識を設置してい
る。また、民間企業
と協定を締結してお
り、電柱等に避難
所、避難場所への行
き方を掲示してい
る。

・避難所、避難場所
標識を設置してい
る。また、民間企業
と協定を締結してお
り、電柱等に避難
所、避難場所への行
き方を掲示してい
る。

・避難所、避難場所
標識を設置してい
る。また、民間企業
と協定を締結してお
り、電柱等に避難
所、避難場所への行
き方を掲示してい
る。

・避難所、避難場所
標識を設置してい
る。また、民間企業
と協定を締結してお
り、電柱等に避難
所、避難場所への行
き方を掲示してい
る。

- 案内板の整備 -

実施済 実施済 継続実施 ― - ‐ - ▲（継続実施） 実施済 実施済 継続
海抜表示看板の更新
を実施

継続実施 継続実施 避難誘導標識の修繕

実施済 実施済 継続実施 ― - ‐ - ▲（継続実施） 実施済 実施済 継続
海抜表示看板の更新
を実施予定

継続実施 継続実施
指定緊急避難所にピ
クトグラムの設置
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様式２　概ね５年で実施する取組・フォローアップ

１． ②

取組番号
29,39

H29

H30

H31

H32

H33

取組番号
40

H29

H30

H31

H32

H33

取組番号
41,46

H29

H30

H31

H32

H33

取組番号
35,45,49

H29

H30

H31

H32

H33

平時からの住民等への周知・教育・訓練に関する事項

取組状況

円
滑
か
つ
迅
速
な
避
難
の
た
め
の
取
組

平
時
か
ら
の
住
民
等
へ
の
周
知
・
教
育
・
訓
練
に
関
す
る
事
項

平
時
の
水
害
リ
ス
ク
周
知

①想定最大規模の洪水に係る
浸水想定区域図等の作成と周
知（大規模災害時の水害リスク
周知）

取組状況

②水害ハザードマップの改良、
周知、活用

取組状況

③浸水実績等の周知（浸水実績
等に関する情報の共有、住民等
への周知）

取組状況

④「まるごとまちごとハザード
マップ」の検討、案内板の整備
等

匝瑳市 旭市 海匝土木 東金市 大網白里市 山武市 横芝光町 九十九里町 山武土木 茂原市 一宮町 白子町 睦沢町 長南町 長柄町 長生村 長生土木

- -

平成33年度を目途に
現在水位周知河川に
指定されている河川
の想定最大規模の洪
水に係る浸水想定区
域図を作成し、市町
村に周知

- - - - -

平成33年度を目途に
現在水位周知河川に
指定されている河川
の想定最大規模の洪
水に係る浸水想定区
域図を作成し、市町
村に周知

ハザードマップを作
成しており、随時更
新を行う。

県が作成した際はハ
ザードマップを随時
更新する。

県が作成した際はハ
ザードマップを随時
更新、周知を図る。

ハザードマップの見
直し

想定最大規模の洪水
に係る浸水想定を考
慮したハザードマッ
プへ更新を図る。

平成22年度に洪水ハ
ザードマップを作成
済であるが、シュミ
レーション実施にあ
たって、支派川の氾
濫、想定を超える降
雨、内水氾濫を想定
していない。現マッ
プについては、今
後、避難所等現在の
状況へ見直しが必要
であり、現在県事業
で実施中の土砂災害
警戒区域の指定がす
べて完了後、風水害
等を含めた総合的な
防災マップの作成を
検討中。その中で想
定最大規模の洪水に
係る浸水想定を考慮
したマップの作成に
ついても併せて検討
したい。

必要に応じてハザー
ドマップの更新等を
行う。

県庁の方針に沿って
進める

- － 検討中 - - - - - 作成中
▲着手済み・継続実
施

なし 修正なし ▲ なし

実績なし※町内の土
砂災害警戒区域指定
すべて完了後検討、
着手予定

更新を実施 -

- － 検討中 - - - - - 作成中
▲着手済み・継続実
施

検討中 修正なし ▲
平成３１年度予算要
求

実績なし※町内の土
砂災害警戒区域指定
すべて完了後検討、
着手予定

-
８月１０日実施（一
宮川水系）

ハザードマップの更
新等を検討する。

- - - - - - - -
ハザードマップを作
成しており、随時更
新を行う。

定期的な改良・修正
及び住民への配布の
継続

ハザードマップを随
時更新、周知を図
る。

ハザードマップを更
新

既存のハザードマッ
プを改良し、各戸配
布を行い周知を図
る。

平成22年度に洪水ハ
ザードマップを作成
済。※ただし、避難
所等現在の状況へ見
直しが必要であり、
現在県事業で実施中
の土砂災害警戒区域
指定がすべて完了
後、風水害等を含め
た総合的な防災マッ
プの作成を検討中

ハザードマップの改
良等

-

ハザードマップの更
新を検討

－ - - - - - -
▲着手済み・継続実
施

転入世帯への配布 ▲ 改良を検討

実績なし※町内の土
砂災害警戒区域指定
すべて完了後検討、
着手予定

更新を実施 -

ハザードマップの更
新を実施

－ - - - - - -
▲着手済み・継続実
施

転入世帯への配布 ▲
平成３１年度予算要
求

実績なし※町内の土
砂災害警戒区域指定
すべて完了後検討、
着手予定

－ -

広報媒体等におい
て、情報提供の充実
を図る。

実績及び対応を確認
し検討

-

区・自主防災組織と
連携して、可能な範
囲での浸水実績の集
約を検討する。

ハザードマップに記
載

ハザードマップによ
る周知を図る

- -
保有する浸水実績等
を協議会内で共有す
る。

防災マップの随時更
新を行う。

-
ハザードマップを随
時更新、周知を図
る。

村史や過去のハザー
ドマップでも周知し
てきたが、新たなハ
ザードマップでも掲
載する

過去の水害実績をハ
ザードマップ更新時
に掲載する。

-
ハザードマップへの
掲載

-

市HP等で情報提供を
実施

検討中 継続して検討
ハザードマップに記
載し、周知

HP等での周知を実施 - - 検討中
窓口、訓練時等で防
災マップを配布

‐ 継続実施 ― 更新について検討 -
ハザードマップへの
掲載

-

市HP等で情報提供を
実施

検討中 継続して検討
ハザードマップに記
載し、周知

HP等での周知を実施 - - 検討中
窓口、訓練時等で防
災マップを配布

‐ 継続実施 ▲
ハザードマップ掲載
を検討

-
ハザードマップへの
掲載

-

ハザードマップの更
新等を検討する。

- -
避難場所に指定避難
場所であることを表
示する看板を設置。

- - - - - - - - 案内板を設置 -

平成22年度に洪水ハ
ザードマップを作成
済（町HP等にて周知
済印刷可）※ただ
し、避難所等現在の
状況へ見直しが必要
であり、現在県事業
で実施中の土砂災害
警戒区域指定がすべ
て完了後、風水害等
を含めた総合的な防
災マップの作成を検
討中

- -

ハザードマップの更
新を検討

－ 指定避難場所の指定 - - - - - - ‐ ― -

実績なし※町内の土
砂災害警戒区域指定
すべて完了後検討、
着手予定

- -

ハザードマップの更
新を実施

－ - - - - - - - ‐ ― -

実績なし※町内の土
砂災害警戒区域指定
すべて完了後検討、
着手予定

- -
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様式２　概ね５年で実施する取組・フォローアップ

１． ②

取組番号
29,39

H29

H30

H31

H32

H33

取組番号
40

H29

H30

H31

H32

H33

取組番号
41,46

H29

H30

H31

H32

H33

取組番号
35,45,49

H29

H30

H31

H32

H33

平時からの住民等への周知・教育・訓練に関する事項

取組状況

円
滑
か
つ
迅
速
な
避
難
の
た
め
の
取
組

平
時
か
ら
の
住
民
等
へ
の
周
知
・
教
育
・
訓
練
に
関
す
る
事
項

平
時
の
水
害
リ
ス
ク
周
知

①想定最大規模の洪水に係る
浸水想定区域図等の作成と周
知（大規模災害時の水害リスク
周知）

取組状況

②水害ハザードマップの改良、
周知、活用

取組状況

③浸水実績等の周知（浸水実績
等に関する情報の共有、住民等
への周知）

取組状況

④「まるごとまちごとハザード
マップ」の検討、案内板の整備
等

いすみ市 勝浦市 御宿町 大多喜町 夷隅土木 館山市 南房総市 鴨川市 鋸南町 安房土木 防災危機管理部 河川整備課 河川環境課 気象台

- - - -

平成33年度を目途に
現在水位周知河川に
指定されている河川
の想定最大規模の洪
水に係る浸水想定区
域図を作成し、市町
村に周知

- - - -

管内の水位周知河川
（（二）加茂川、
（二）平久里川）に
ついて作成する。

- -

平成33年度を目途に
現在水位周知河川に
指定されている河川
の想定最大規模の洪
水に係る浸水想定区
域図を作成し、市町
村に周知

-

- - - ― 継続実施 - - - - 未実施 １０河川を検討開始

- - - ― 継続実施 - - - -
(二)平久里川につい
て検討開始

１０河川を継続検
討、２河川を検討開
始

窓口による配布・市
ＨＰによる掲載を実
施している。

平成３０年度にハ
ザードマップを作成
し配付する。

該当なし

今後、防災マップの
内容等の見直しを実
施し、防災マップの
作成を検討する。

千葉県ホームページ
で周知等を行う。

防災マップを市民へ
配布済み。
防災マップの改良に
ついては、今後検討
する。

防災マップを市民へ
配布済み。
防災マップの改良に
ついては、今後検討
する。

防災マップの更新
浸水想定区域が提示
された後、検討

想定最大規模の洪水
に係る浸水想定につ
いて、市町に適宜情
報を提供し、洪水ハ
ザードマップ等の見
直しを支援する。

- -

県庁ＨＰにおいて各
市町村洪水ハザード
マップを掲載する
ページへのリンクを
掲載。

-

継続して実施 実施予定 -
今後、内容を見直
し、作成について検
討する

継続実施 随時実施した。
転入者へのマップ配
布

未実施
水位周知河川がない
ため、未提示

未実施 実施無し

継続して実施 着手済み -
今後、内容を見直
し、作成について検
討する

継続実施 随時実施した。 H３１更新への着手 未実施
水位周知河川がない
ため、未提示

浸水想定図作成後に
提供予定

県庁HPにリンクを掲
載

- - 該当なし -
関係機関と協議す
る。

防災マップにより周
知している。

防災マップによる周
知

防災マップによる周
知

保有する浸水実績等
を自治会内で共有で
きるよう調整

土木事務所で保有す
る浸水実績等を協議
会内で共有する。

- -

平成３０年度出水期
までに保有する浸水
実績等を協議会内で
共有する。

-

- - - ― 継続実施
防災マップにより周
知

防災マップ・HPによ
る周知

防災マップ・HPによ
る周知

未実施 未実施 実施無し

- - - ― 継続実施
防災マップにより周
知

防災マップ・HPによ
る周知

防災マップ・HPによ
る周知

未実施 未実施
県が保有する資料の
配布検討を行い提供
予定

- - - - 該当なし -

防災マップを市民へ
配布済み。
避難所等案内看板を
設置している。

防災マップの更新・
避難所看板の整備等

水位周知河川なし - - - - -

- - - ― ― - 避難所看板設置 未実施 - - ―

- - - ― ― - 避難所看板設置 未実施 - - ―
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様式２　概ね５年で実施する取組・フォローアップ 資料１－２

柏市 我孫子市 柏土木 佐倉市 印西市 白井市 四街道市 酒々井町 栄町 印旛土木 成田市 富里市 芝山町 多古町 成田土木 香取市 神崎町 東庄町 香取土木 銚子市 銚子土木

取組番号
7,44,47,52

要望に応じて防災講
習会を適宜行ってい
る。

・教員を対象とした
講習会を実施を検討
中
・小学校４年生の社
会科において、「く
らしを守る」という
単元の中の発展学習
として「風水害から
くらしを守る」とい
う内容で学習してい
る。参考資料とし
て、我孫子市洪水ハ
ザードマップの活用
を行っている学校も
ある。
・各小学校におい
て、避難所運営訓練
を行っている。

-

浸水想定区域にある
小学校を対象に講習
会を実施する。な
お、教員への教育は
県主導のもと検討し
ていくべきであり、
市としても必要に応
じて対応していく。

学校からの要望に応
じて随時実施してい
る。

-

・学校からの依頼を
もとに講習会を実
施。

・防災訓練開催時に
学校も参加する。出
前講座の促進を図
り、学校の授業等の
中で開催する。

- - -

・学校での出前講話
等において水防災に
関する内容を含め
る。

・小学校の副読本
「わたしたちの成田
市」にて降雨災害に
ついての記載をして
いる。

・教育部から避難訓
練の実施をするよう
に通知を行ってい
る。

防災訓練の際に講和
として検討していく

町側との共同実施も
検討していく。

・実施を検討してい
るが、いつ実施する
かは未定。

・学校毎に全校生徒
を対象に避難訓練を
実施している。

-

・浸水想定区域内に
ある小学校を対象に
講習会を実施

・水害教育の実施に
ついて、教育委員会
と検討を行う

小中学生を対象とし
た講習会の実施を検
討する。

・平成３３年度出水
期までに浸水想定区
域にある小学校を対
象に講習会を実施を
検討する

・防災教育の促進が
できるよう検討する

-

河川が近傍に存在す
る小学校における防
災教室で注意喚起を
行う。

-

H29
要望に応じて防災講
習会を適宜行ってい
る。

実施なし - 未着手 実施
出前講座・防災訓練
の実施

－ 継続実施 訓練の継続実施 検討中 - 検討中 - 小学校１校で実施 -

H30
要望に応じて防災講
習会を適宜行ってい
る。

小学校にて降雨体験
訓練を実施した

-

PTAや教職員等を対
象とした防災講話
を、要望のあった学
校で実施した。

実施
出前講座・防災訓練
の実施

－ 継続実施 訓練の継続実施
小学生（海洋クラ
ブ）を対象に防災教
育を行った。

１１月に神崎小学校
で実施

検討中 - 小学校１校で実施 -

H31

H32

H33

取組番号
50,71

要望に応じて防災講
習会を適宜行ってい
る。

水防災に関する説明
会を開催予定。
水防災に関する避難
訓練の検討を開始し
た。

-

自治会等への出前講
座及び市広報紙・広
報番組により、水害
への意識向上及び対
策を図っている。

市民からの要望に応
じて実施する。

- - - - -
防災講話時に水害に
ついての内容を含め
ていく。

- - 講習会の実施 -
水防災教育等を、
様々な機会で展開し
ていく。

水防災教育、出前講
座等を活用した講習
会の取組の拡大を検
討する。

水防災教育、出前講
座等を活用した講習
会について検討する

・他県等の事例収集
や防災エキスパート
との連携等、防災教
育の実施に向けた調
整・支援をしてい
く。

・県庁や関係機関と
連携して講習会の実
施を検討していく。

市民講座の内容に組
み込んでいく。

-

H29
要望に応じて防災講
習会を適宜行ってい
る。

出前講座を実施した - 継続実施 実施 ‐ － 継続実施 講習会開催
出前講座を実施し
た。

検討中 検討中 検討中 同上 -

H30
要望に応じて防災講
習会を適宜行ってい
る。

出前講座を実施した - 継続実施 実施 ‐ － 継続実施 講習会開催
出前講座を実施し
た。

検討中 検討中 検討中 同上 -

H31

H32

H33

取組番号
48

-

防災マップにおい
て、各家族ごとの避
難経路・避難場所を
明記できるように
なっている。

-

洪水及び内水ハザー
ドマップを作成し、
住民へ周知済みであ
る。また、防災ガイ
ドブックや出前講座
等で市民の防災啓発
に努めている。「マ
イ防災マップ」の作
成は要検討。

- - - - - -
現状の取組なし。住
民からの要望があれ
ば指導を行う。

-
現状の取り組みな
し。住民からの要望
があれば検討する。

要望に応じ、対応を
検討

-
マイ防災マップの作
成支援について検討
する。

防災教育や訓練等に
導入を検討する。

マイ防災マップの作
成について検討する

- - -

H29 作成中
新たなハザードマッ
プを作成し、全世帯
に配布した。

- 未着手 - ‐ － 取組なし 未実施 検討中 検討中 検討中 - - -

H30

web版ハザードマッ
プ内にマイ防災マッ
プを作成可能な機能
を搭載

転入者にハザード
マップを配布した。

- 未着手 - ‐ －
１自治会において作
成の指導を行った。

未実施 検討中 検討中 検討中 - - -

H31

H32

H33

取組番号
42,51,61,6
4,68

・市ホームページへ
の掲載やハザード
マップの窓口配布等
による周知を行って
いる。

・情報配信手段につ
いてＳＮＳ（ツイッ
ター），メール配信
サービス等を整備し
ている。

・消防団員募集とし
て行っている。

・市ホームページ等
で水防訓練の周知を
行っている。

・過去の水害履歴等
や浸水想定区域につ
いて、ハザードマッ
プにより公表・周知
している。転入者や
希望者に対して配布
及び内容の説明を実
施している。
・市のホームページ
において、過去の被
害状況や、水災害へ
の備え等の啓発や情
報を掲載している。
・希望者や希望する
自治会に対して、ハ
ザードマップを使用
した説明や講習会を
実施している。
・当市消防団は、兼
任水防団でもあるた
め、消防団員と同時
に募集を図ってい
る。
・市ホームページや
広報紙により、水防
演習の広報を行って
いる。

-

・洪水ハザードマッ
プを作成し、住民へ
周知済みである。

・自治会等への出前
講座及び市広報紙・
広報番組により、水
害への意識向上及び
対策を図っている。

・消防団（水防団）
の募集広報を引き続
き行う。

・ハザードマップの
改訂に併せて検討す
る。

・出前講座や広報・
ホームページ等によ
り引き続き意識啓発
を図る。

・消防団員が水防団
員を兼ねていること
から、引き続き募集
を行う。

・地域防災計画の見
直しに伴い、ハザー
ドマップの修正につ
いても検討する。

・引き続き消防団員
の確保に努める。

消防本部にて実施。
広報等で消防団の人
材確保について掲載

町広報に掲載 -

・広報誌、ホーム
ページ、防災講話な
どを活用して、継続
実施する。

・広報誌に年２回
（６月・９月）に降
雨災害についての内
容を掲載している。

・全ての水防団員が
消防団との兼務のた
め、消防総務課にて
継続して団員の募集
を行う。

・広報誌に水防訓練
の実施について掲載
している。

消防団員の募集

・洪水ハザードマッ
プの更新時に併せて
水防災意識の啓発を
更に進める。

・消防団（水防団）
の加入促進について
町広報誌に掲載して
いる。

・水防リスクの高い
地区を対象とした住
民参加型避難訓練を
実施し、広報誌等へ
掲載することで住民
に広く周知する。

・町広報誌や多古町
メールで広報周知を
行っており、今後も
実施予定である。

・消防団（水防団）
の加入促進を町広報
誌にて掲載してい
る。

-

・広報誌、市ホーム
ページ、出前講座等
で周知を図っている

・水防に関する広報
の充実を図り、人員
を確保し水防巡視の
体制を整える。

・水防訓練に関する
広報の充実を図る。

・既存のハザード
マップを更新し、周
知を図る。

・水防に関する広報
の充実を図り、人員
の確保に努め水防巡
視の体制を整える

・水防団（消防団）
による訓練の継続実
施を行い、広報活動
の充実も図る。

水防に関する広報を
継続する

・千葉県ホームペー
ジ等を活用して、情
報をわかりやすく得
られるよう工夫して
いく。

・千葉県ホームペー
ジ（香取土木事務所
ページ）等で水防訓
練の実施状況を周知
していく。

・市広報紙等により
水防に関する広報を
行った。

・水防団の役割を担
う消防団員の募集は
行っている。

・水防訓練は、毎
年、地元ケーブルテ
レビや地元紙で、大
きく取り上げられて
いる。

-

H29

・市ホームページへ
の掲載やハザード
マップの窓口配布等
による周知を行って
いる。
・情報配信手段につ
いてＳＮＳ（ツイッ
ター），メール配信
サービス等を整備し
ている。
・消防団員募集とし
て行っている。
・市ホームページ等
で水防訓練の周知を
行っている。

新たなハザードマッ
プを作成し、全世帯
に配布した。
消防団員のPR、勧誘
活動等を行った。

- 継続実施 継続実施 継続実施 変更なし 継続実施 継続実施 継続実施 継続実施
広報誌、市ホーム
ページ、出前講座等
で周知を図った。

町HPを通じて広報を
継続

水防に関する広報を
継続

-

H29.5 市広報紙関係
記事掲載
H29.5 水防訓練 地
元ケーブルテレビ報
道、地元紙記事掲載
H30.1 消防団員募集
隣組回覧実施

-

H30

紙媒体のハザード
マップに加え，web
版ハザードマップを
策定し周知。

転入者にハザード
マップを配布した。
自治会等に対してハ
ザードマップの講習
会を実施した。
消防団員のPR、勧誘
活動等を行った。

- 継続実施 継続実施 継続実施 変更なし
行政連絡員会議、イ
ベント等で消防団PR
活動を実施

継続実施 継続実施 継続実施
広報誌、市ホーム
ページ、出前講座等
で周知を図った。

町HPを通じて広報を
継続

水防に関する広報を
継続

事務所のＨＰをリ
ニューアルを行う

H30.5 市広報紙関係
記事掲載
H30.5 水防訓練 地
元ケーブルテレビ報
道、地元紙記事掲載
H30.11 消防団員募
集隣組回覧実施

-

H31

H32

H33

防
災
意
識
の
啓
発

⑤防災教育の促進

取組状況

⑥水防災教育、出前講座等を活
用した講習会の取組

取組状況

⑦マイ防災マップづくり（防災意
識向上）

取組状況

⑧水防に関する広報の充実

取組状況
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様式２　概ね５年で実施する取組・フォローアップ

取組番号
7,44,47,52

H29

H30

H31

H32

H33

取組番号
50,71

H29

H30

H31

H32

H33

取組番号
48

H29

H30

H31

H32

H33

取組番号
42,51,61,6
4,68

H29

H30

H31

H32

H33

防
災
意
識
の
啓
発

⑤防災教育の促進

取組状況

⑥水防災教育、出前講座等を活
用した講習会の取組

取組状況

⑦マイ防災マップづくり（防災意
識向上）

取組状況

⑧水防に関する広報の充実

取組状況

船橋市 市川市 浦安市 葛南土木 松戸市 流山市 野田市 鎌ヶ谷市 東葛飾土木 千葉市 習志野市 八千代市 千葉土木 君津市 木更津市 富津市 袖ケ浦市 君津土木 市原市 市原土木

・教員を対象とした
講話において、水災
害や地震災害を取り
上げている。
・中学生を対象とし
た防災学習におい
て、水災害や地震災
害を取り上げてい
る。

・防災教育の中で引
き続き水害時におけ
る避難行動等につい
て啓発していく

・関係部局と充実に
向けて調整していく

自主防災組織を中心
に市民への知識啓発
活動を実施。

-
避難所運営委員会の
場で啓発を行ってい
る。

-
防災訓練（地震）・
リーフレットの配布
を実施している。

- -

・千葉市政出前講座
などを行い、防災意
識の向上に努めてい
る。

・引き続き避難訓練
の実施を行う

出前講座等を行い防
災意識の向上に努め
る。

- -

・市主催の防災訓練
等で学校の児童・生
徒にも参加してもら
い、防災力の向上を
図っている。

・防災訓練等で学校
の児童・生徒にも参
加してもらい、防災
力の向上を図ってい
る。

・市主催の防災訓練
等で学校の児童・生
徒にも参加してもら
い、防災力の向上を
図っている。

・市主催の防災訓練
等で学校の児童・生
徒にも参加してもら
い、防災力の向上を
図っている。

-

・中学生への防災教
育実施

・総合防災訓練にお
ける、児童生徒の訓
練参加

-

実施 実施済 継続実施 ― - 継続中 - ▲（継続実施） 実施済 実施済
小学校の親子学習等
で防災講話を実施

継続実施 継続実施
総合防災訓練への参
加

実施 実施済 継続実施 ― - 継続中 - ▲（継続実施） 実施済
児童は未参加だが、
訓練は実施

小学校の親子学習等
で防災講話を実施

継続実施 継続実施
水防・土砂災害避
難・総合防災・津波
避難訓練への参加

・各町会や自治会等
の求めに応じ、講話
等を実施している。
・洪水ハザードマッ
プ及び防災ハンド
ブックの作成、配
布、ホームページ掲
載を実施している。
・教員を対象とした
講話において、水災
害や地震災害を取り
上げている。
・中学生を対象とし
た防災学習におい
て、水災害や地震災
害を取り上げてい
る。

自治会等への講演会
にて引き続き啓発し
ていく

自治会等の求めに応
じ、説明会等を実施
している。

-
出前講座の中で啓発
を行っている。

- ‐ - - -

出前講座や市内小学
校の公開授業におい
て防災教育として講
師を派遣する。

- -

関係各所と協議し、
出前講座等の準備を
おこないたい。
※水防教育のみなら
ず、防災全般に関し
てはすでにおこなっ
ています。

関係各所と協議し、
出前講座等の準備を
おこないたい。
※水防教育のみなら
ず、防災全般に関し
てはすでにおこなっ
ています。

関係各所と協議し、
出前講座等の準備を
おこないたい。
※水防教育のみなら
ず、防災全般に関し
てはすでにおこなっ
ています。

関係各所と協議し、
出前講座等の準備を
おこないたい。
※水防教育のみなら
ず、防災全般に関し
てはすでにおこなっ
ています。

- 出前講座の実施 -

実施 特に実施していない 継続実施 ― - ‐ - - 実施済 ３０件実施
防災全般に関しては
実施

継続実施 継続実施
生涯学習出前講座
「おでかけくん」に
より実施

実施 実施中 継続実施 ― - ‐ - - 実施済 ２８件実施
防災全般に関しては
実施

継続実施 継続実施
生涯学習出前講座
「おでかけくん」に
より実施

・中学生を対象とし
た防災学習におい
て、実施している。

- - - - - ‐ - -
訓練や講習などで、
マップを作成してい
る。

所管部局にて、作成
を検討する。

- -
要望により対応を検
討する。

－ - - -

　2019年度以降に実
施する浸水想定区域
を掲載した防災マッ
プ更新において、市
民の意見を取り入れ
たマップとし、全世
帯配布を検討中。

-

実施 ― － ― - ‐ - ▲（継続実施） 未実施 未実施 － － ― -

実施 ― － ― - ‐ - ▲（継続実施） 未実施 未実施 － － ― 検討中

・洪水ハザードマッ
プ及び防災ハンド
ブックの作成、配
布、ホームページ掲
載を実施している。

・随時水防団（消防
団）の募集について
ホームページに掲載
している。また、イ
ベント等において周
知している。

・想定最大規模の浸
水想定公表後に浸水
地域を考慮し、検討
していく。

・洪水ハザードマッ
プの配布及びホーム
ページの掲載を実施
している

・リーフレットの配
布、市公式Webサイ
ト等で引き続き啓発
していく

・関係部局等と調整
していく

・関係機関と引き続
き入団に関する啓発
の充実を図っていく

・市ＨＰで水害リス
ク等に関する啓発を
行うとともに、水害
ハザードマップを転
入世帯を中心に配布
する。

・関係部局等と調整
していく。

・関係機関と引き続
き水防団員の募集に
ついての啓発の充実
を図っていく。

-
・市のホームペー
ジ、出前講座等で啓
発を行っている。

- ‐ - -

・HP(ICT防災マッ
プ）で公表している
ほか、窓口でも照会
に対応している。

・毎年広報紙におい
て水防に関する啓発
記事を掲載してい
る。

・消防局総務課にお
いて、募集・広報を
引続き行う。

・毎年広報紙に水防
に関する啓発記事を
掲載している。
・消防部局による消
防団の募集活動を引
き続き行う。

・浸水ハザードマッ
プの市役所窓口での
配布，ホームページ
への掲載を行ってい
る。

・毎年広報紙におい
て水防に関する啓発
記事を掲載してい
る。

・巡視については地
域防災計画に体制が
定められている。

・水防団（消防団）
の募集・広報を引き
続き行う。

-
ホームページ・広報
誌等で継続的に周知
を図る。

ホームページ・広報
誌等で継続的に周知
を図る。

ホームページ・広報
誌等で継続的に周知
を図る。

ホームページ・広報
誌等で継続的に周知
を図る。

-

・洪水ハザードマッ
プの個別配付

・広報紙での防災意
識啓発
　
・水防訓練に関する
広報を広報紙におい
て実施

-

実施
洪水ハザードマップ
の配布・HPの掲載を
実施

継続予定 ― - ‐ - ▲（継続実施） 実施済 実施済 ‐
防災全般に関しては
実施

継続実施 継続実施
広報いちはらによる
広報。ハザードマッ
プ個別配布は未実施

実施
洪水ハザードマップ
の配布・HPの掲載を
実施

広報で道路冠水予測
マップを公表した。

― - ‐ - ▲（継続実施） 実施済 実施済 ‐
防災全般に関しては
実施

継続実施 継続実施
広報誌による広報。
ハザードマップ個別
配布は検討中
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様式２　概ね５年で実施する取組・フォローアップ

取組番号
7,44,47,52

H29

H30

H31

H32

H33

取組番号
50,71

H29

H30

H31

H32

H33

取組番号
48

H29

H30

H31

H32

H33

取組番号
42,51,61,6
4,68

H29

H30

H31

H32

H33

防
災
意
識
の
啓
発

⑤防災教育の促進

取組状況

⑥水防災教育、出前講座等を活
用した講習会の取組

取組状況

⑦マイ防災マップづくり（防災意
識向上）

取組状況

⑧水防に関する広報の充実

取組状況

匝瑳市 旭市 海匝土木 東金市 大網白里市 山武市 横芝光町 九十九里町 山武土木 茂原市 一宮町 白子町 睦沢町 長南町 長柄町 長生村 長生土木

学校等からの要望に
応じて随時実施す
る。

防災教育などに盛り
込んでいく

-
防災に関する教室等
の開催・支援。

-

・市主催の防災訓練
等で学校の児童・生
徒にも参加してもら
い、防災力の向上を
図っている。

- - - 要望に応じて実施。

・町内の小中学校で
の防災講話

・学校との協力によ
る防災訓練の実施

出前講座の実施
防災に関する教室等
の開催

出前講座の実施。

年1回、町内小中学校
合同で、防災教育の
一環として町防災行
政無線を活用した避
難訓練を実施してい
る。今後は、町防災
訓練等防災関係イベ
ントの機会を活用
し、防災講話、講座
等の実施を検討した
い

出前講座等で講習会
を実施する。

-

防災教育について調
査・検討

実施中 - -
ｼｴｲｸｱｳﾄ訓練への参
加

- - -
要望に応じて実施し
た

小学校との共同訓練
の予定だったが中止

出前講座を実施した ▲ 出前講座を実施
町内小中学校合同下
校時避難訓練実施済

村内小学校にて講演
を実施

-

防災教育について調
査・検討

実施中 - -
ｼｴｲｸｱｳﾄ訓練への参
加

- - -
要望に応じて実施し
た

中学校との共同訓練
実施

出前講座を実施した ▲ 出前講座を実施

町内小中学校合同下
校時避難訓練実施
済、その他長柄中生
徒職場体験時、防災
ゲームを実施済

- -

住民及び他機関から
の要望に応じて随時
実施する。

- -

自主防災組織、自治
会等に対し、防災講
話等を継続して実
施。

- -

自主防災組織、自治
会等に対し、防災講
話等を継続して実
施。

- -
出前講座等で講習会
を実施する。

- 出前講座の実施 - - - - -

要望等に応じて随時
実施を検討

－ 市防災訓練 - - 出前講座を実施 - - 要望なし ‐ 出前講座を実施した - - - -

要望等に応じて随時
実施を検討

－ - - - 出前講座を実施 - - 要望なし ‐ 出前講座を実施した - -  -

防災カルテの更新等
を検討する。

- -

洪水の危険性のある
自主防災組織や自治
会に対し、作成の支
援を図る。

- - - - - - - - - -

平成22年度に洪水ハ
ザードマップを作成
済。※ただし、避難
所等現在の状況へ見
直しが必要であり、
現在県事業で実施中
の土砂災害警戒区域
指定がすべて完了
後、風水害等を含め
た総合的な防災マッ
プの作成を検討中

- -

防災カルテ等の更新
を検討

－ - - - - - - - ‐ -

実績なし※町内の土
砂災害警戒区域指定
すべて完了後検討、
着手予定

- -

防災カルテ等の更新
を検討

－ - - - - - - - ‐ -

実績なし※町内の土
砂災害警戒区域指定
すべて完了後検討、
着手予定

- -

広報媒体等におい
て、情報提供の充実
を図る。

- -

・広報誌、ＨＰ等で
の周知・啓発を継続
して実施。

・訓練や成人式等の
イベントでの入団促
進活動を継続して実
施。

・広報紙、HP等での
周知・啓発を継続し
て実施

・成人式等のイベン
トで入団促進活動を
実施していく。

・広報紙、HP等での
周知・啓発を継続し
て実施

・成人式等のイベン
トで入団促進活動を
実施していく。

・広報紙、HP等での
周知・啓発を継続し
て実施

・成人式等のイベン
トで入団促進活動を
実施していく。

・ホームページや町
行事（成人式等）で
広報及び募集を継続
して実施する

・広報紙、HP等での
周知・啓発を継続し
て実施

・成人式等のイベン
トで入団促進活動を
実施していく。

-

・ハザードマップを
作成しており、随時
更新を行う。

・防災無線等を活用
する。

・水防関係の広報の
随時更新を行う。

・回覧等を通じた水
害リスクの周知方法
を検討する。

・マニュアル等の配
布による防災啓発の
実施

・地元消防団への入
団の呼び掛けの実施

・毎年、消防団を通
じ定期的に消防団員
（水防団員）の勧
誘、募集を実施0

・広報、回覧、ハ
ザードマップ等によ
り周知を行う。

・ハザードマップの
更新、周知を図る。

・消防団への協力体
制の構築を継続実
施。

・折にふれ、町広報
誌やハザードマップ
での周知を行ってい
る

・広報を継続実施

・例年訓練の広報を
行っている

・広報、ハザード
マップ等により周知
を行う。

・ハザードマップの
更新を行い、各戸配
布を行い防災啓発す
る。

・毎年、消防団を通
じ定期的に消防団員
（水防団員）の勧
誘、募集を実施

・避難勧告等判断基
準伝達マニュアル
（風水害・土砂災
害）概要版につい
て、自治会等を通じ
配布済。また、適
宜、広報、回覧等に
より周知を行う。な
お、洪水ハザード
マップについては新
しい情報に随時更新
を行い、HP等により
周知を行う予定
・毎年８月、町広報
に台風等風水害対応
に関する記事を掲載
・毎年、消防団を通
じ定期的に消防団員
（水防団員）の勧
誘、募集を実施
・毎年5月下旬、一宮
川流域河川協議会主
催による、水防訓練
へ参加（消防団員※
水防団員兼）、消防
団等会議の席上にお
いて周知

ハザードマップによ
る周知を行う。

関係機関と協議す
る、

ハザードマップや広
報媒体等で情報提供
実施

－ 継続して実施 上記のとおり実施 広報紙等での周知 上記内容にて実施 実施中 -
▲着手済み・継続実
施

消防団への勧誘
災害時対応マニュア
ルを配布

周知を行った ▲
広報により水防につ
いての記事を掲載

広報啓発関係につい
ては適宜実施済
※水防訓練は荒天に
より中止（未実施）

周知を行った
水防連絡会を通じて
関係機関へ周知

ハザードマップや広
報媒体等で情報提供
実施

－ 継続して実施 上記のとおり実施 広報紙等での周知 上記内容にて実施 実施中 -
▲着手済み・継続実
施

消防団への勧誘 周知を行った ▲
広報により水防につ
いての記事を掲載。

広報啓発関係につい
ては適宜実施済
その他、水防訓練の
参加等

周知を行っている
水防連絡会を通じて
関係機関へ周知
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様式２　概ね５年で実施する取組・フォローアップ

取組番号
7,44,47,52

H29

H30

H31

H32

H33

取組番号
50,71

H29

H30

H31

H32

H33

取組番号
48

H29

H30

H31

H32

H33

取組番号
42,51,61,6
4,68

H29

H30

H31

H32

H33

防
災
意
識
の
啓
発

⑤防災教育の促進

取組状況

⑥水防災教育、出前講座等を活
用した講習会の取組

取組状況

⑦マイ防災マップづくり（防災意
識向上）

取組状況

⑧水防に関する広報の充実

取組状況

いすみ市 勝浦市 御宿町 大多喜町 夷隅土木 館山市 南房総市 鴨川市 鋸南町 安房土木 防災危機管理部 河川整備課 河川環境課 気象台

出前講座等により実
施する。

出前講座等を実施す
る。

防災訓練時に水防災
情報提供を実施予
定。

防災訓練時に水防災
情報提供を実施予
定。

-
小学校等で講習会を
実施

市内幼稚園、小学
校、中学校におい
て、防災訓練及び避
難訓練を毎年実施し
ている。

防災教室の実施等

町内全域及び学校行
事の避難訓練を実施
今後も継続して支援
していく

-

・高校生向けの出前
講座（防災政策課）
や、防災教育モデル
事業・教員や管理職
向けの防災研修（教
育庁教育振興部学校
安全保健課）等を通
じて、防災教育を実
施している。

・各学校において避
難訓練を実施してい
る（教育庁教育振興
部学校安全保健課）

-

平成３０年度末まで
に国管理河川協議会
において国の支援に
より作成した指導計
画を協議会の場等を
利用して市町村に共
有。

教育委員会等からの
要請に応じ対応。

出前講座等により実
施

随時実施 訓練時に実施 ― ―
小学校等で講習会を
実施

避難訓練、宿泊学習 防災教室の実施
学校行事にて避難訓
練を実施

-
・高校生向けの出前
講座を県内⒑校で実
施した。

実施無し
協力要請はなかっ
た。

出前講座等により実
施

随時実施 訓練時に実施 ― ― 出前講座にて実施 避難訓練、宿泊学習 防災教室の実施
学校行事にて避難訓
練を実施

-
・高校生向けの出前
講座を県内12校で実
施予定。

提供のあった指導計
画等資料を市町村に
共有

協力要請はなかっ
た。

- - - - -
防災訓練や出前講座
にて実施

行政区等の団体から
の要望を受け、随時
実施している。

-
水防訓練への参加
町内全域避難訓練の
実施

- - -
出前講座の依頼等が
あった場合実施。

関係機関と連携し、
効果的な対応を検
討。

- - - ― ―
防災訓練や出前講座
にて実施

防災訓練や出前講座
にて実施

－
水防訓練への参加
町内全域避難訓練の
実施

-
要請がなかったため
実施無し

協力要請はなかっ
た。

- - - ― ―
防災訓練や出前講座
にて実施

防災訓練や出前講座
にて実施

－ 水防訓練への参加 -
要請がなかったため
実施無し

協力要請はなかっ
た。

- - - - 該当なし - - - - - - - - -

- - - ― ― - - － - - ―

- - - ― ― - - － - - ―

・広報・ＨＰ等によ
り周知している。

・市ＨＰに掲載して
いる。

・広報・ＨＰ等によ
り周知するようにす
る。

・広報等を活用し、
消防団員の入団促進
を検討する。

・広報誌等を活用
し、防災意識啓発を
引き続き実施する。

・広報誌等を活用
し、消防団員の入団
促進を検討する。

・広報等を活用し、
水防に関する情報の
掲載を検討する。

・広報誌等を活用
し、消防団員の入団
促進を検討する。

-
・広報誌、ＨＰ、出
前講座での周知

市広報誌等を活用し
啓発をしていく。

・広報誌・HPの周
知・更新

・関係機関との協議

・行政広報無線　戸
別受信機　安心安全
メール

・広報等で周知

- - -

・県庁ＨＰにおいて
各市町村洪水ハザー
ドマップを掲載する
ページへのリンクを
掲載。
・必要に応じて関係
機関と協議する。

水防災に関する説明
会、出前講座を活用
した広報を実施。

継続的に周知、及
び、市HPへ掲載

実施予定

広報誌にて防災啓発
を実施・防災総合ガ
イドブックの戸別配
布

― -
広報誌、ＨＰ、出前
講座での周知

広報誌による周知 HPによる周知 広報誌による周知 - 実施無し

本協議会の担当者会
議などで、気象庁が
提供する防災気象情
報の説明を行った。

継続的に周知、及
び、市HPへ掲載

実施予定
広報誌にて防災啓発
を実施

― -
広報誌、ＨＰ、出前
講座での周知

広報誌による周知 HPによる周知 広報誌による周知 -
県庁HPにリンクを掲
載

本協議会の担当者会
議などで、気象庁が
提供する防災気象情
報の説明を行った。
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様式２　概ね５年で実施する取組・フォローアップ 資料１－２

柏市 我孫子市 柏土木 佐倉市 印西市 白井市 四街道市 酒々井町 栄町 印旛土木 成田市 富里市 芝山町 多古町 成田土木 香取市 神崎町 東庄町 香取土木 銚子市 銚子土木

取組番号
54

-
市内準用河川、幹線
排水路に量水標を設
置。

- - - - - - -
市の要望に応じ、量
水標等の設置を検討
する。

量水標等の増設を要
望する。

-

水位周知河川である
木戸川及び高谷川
（栗山川）につい
て、危機管理型水位
計の設置を要望す
る。

栗山川については２
級河川のため、河川
管理者の管轄であ
る。

市町の要望をとりま
とめ設置について検
討する。

橋脚へのマーキング
等わかりやすい水位
表示の設置を県に要
望していく。

-

県に水位レベル表示
の設置について要望
することを検討す
る。

橋脚にマーキングす
る等、簡易でわかり
やすい水位表示をし
ていく。

-

平成３０年度中に量
水標等の必要性を検
討し、減災対策会議
（事務所開催）にて
検討を行う。

H29 - 量水標設置済み - - - ‐ － 該当なし 継続実施 ― 未着手 検討中 - 検討中 検討中 - -

H30 - 量水標設置済み - - - ‐ － 該当なし 継続実施 ― 未着手 検討中 - 検討中 検討中 -
量水標等の必要性を
検討

H31

H32

H33

１． ③

取組番号
57

- - - - - - - - - - - - - - -

河川防災ステーショ
ンを整備済みであ
り、市や水防団員等
が水防活動を円滑に
行う拠点として、水
防活動の現場指令
室、水防資材を備蓄
する水防倉庫、水防
団員の待機及び休息
室等の機能を有した
施設である。

- - - - -

H29 - - - - - ‐ －
河川防災ステーショ
ンを整備済 - - - - -

H30 - - - - - ‐ －
河川防災ステーショ
ンを整備済 - - - - -

H31

H32

H33

取組番号
58

-

氾濫水を迅速に排水
するため排水ポンプ
車の搬入経路を考慮
した排水ポンプ車設
置(案)を作成。
協議会において排水
機場・樋門・水門等
の情報共有、排水手
法等の検討を行い、
大規模水害を想定し
た緊急排水計画
（案）の作成を検討
する。

- - - - - - - - - - - - - - - - - - -

H29 - 検討中 - - - ‐ － - - - - - -

H30 - 検討中 - - - ‐ － - - - - - -

H31

H32

H33

取組番号
59

適宜水防資器材の保
有状況の確認を行っ
ている。

我孫子市水防計画に
基づき配備済みであ
る。
市内に4箇所水防倉庫
を設置しており、土
のう、縄、シート等
を保管している。
引き続き、補充等を
行っていく。

水防資器材の保有数
の確認を行い、市と
情報共有を図ってい
る。

水防倉庫等に土のう
袋やロープ、シート
等の水防資機材を備
蓄している。

土のう袋やシート等
を備蓄している。

引き続き土嚢等の資
器材を管理してい
く。

排水ポンプの保有状
況の確認を行ってい
る。

土嚢、ブルーシート
等の資材を管理して
いる。

-
水防資器材の保有状
況の確認等を出水期
前に実施する。

水防団員の安全確保
を最優先とし、救命
胴衣を中心に配備し
ていく。

-

町として整備すべき
資機材を見直し、計
画的に整備できるよ
うに検討していく。

備蓄資機材の点検は
定期的に行ってお
り、見直し、新技術
の導入についても検
討予定である。

備蓄資機材の点検を
実施して行く。

保有資機材の状況を
確認し整備するとと
もに、新技術の導
入、活用を検討す
る。

適時見直し検討す
る。

水防資器材の保有状
況を確認し、不足が
見込まれる資機材の
整備を検討する

資器材の保有状況を
土木事務所減災対策
会議等で情報を共有
していく。

保有状況確認は常
時。

水防連絡会で関係機
関の水防資機材の保
有状況の確認を行
い、情報共有を図っ
ている。

H29
適宜水防資器材の保
有状況の確認を行っ
ている。

配備済み

水防資器材の保有数
の確認を行い、管内
水防連絡会にて情報
共有を図った。

継続実施 継続実施 変更なし
土嚢の整備（毎年購
入）

実施済み 救命胴衣購入 継続実施 継続実施 検討中 検討中
水防資器材の保有状
況を確認している

香取地区水防連絡会
にて共有済（7.12）

保有状況は常時確認
水防資機材の保有状
況の確認を行う

H30
適宜水防資器材の保
有状況の確認を行っ
ている。

配備済み

水防資器材の保有数
の確認を行い、管内
水防連絡会にて情報
共有を図った。

継続実施 継続実施 変更なし
土嚢の整備（毎年購
入）

実施済み 救命胴衣購入予定 継続実施 継続実施 検討中 検討中
水防資器材の保有状
況を確認している

香取地区水防連絡会
にて共有済（7.3）

保有状況は常時確認
水防資機材の保有状
況の確認を行う

H31

H32

H33

２． 的確な水防活動のための取組
① 水防体制の強化に関する事項

取組番号
60,67

- -

重要水防箇所の共同
点検にあたり、関係
機関の参加の呼びか
けを行う。

関係機関と出水期前
の重要水防箇所の点
検を実施

関係機関と出水期前
の重要水防箇所の点
検を実施

- - -
関係機関と出水期前
の重要水防箇所の点
検を実施

関係機関と出水期前
の重要水防箇所の点
検を実施

河川管理者に対して
点検実施の要望をす
る。

関係機関と協議の検
討

出水期前に他の関係
機関等と共同での実
施を検討したい。

河川管理者と調整し
点検を検討。

関係機関と協議する

重要水防箇所等の共
同点検について、県
と実施に向け検討し
ていく。

- -

水防連絡会等を活用
して出水期前の重要
水防箇所の共同点検
を実施していく。

共同点検により情報
の共有を図る。

出水期前の水防箇所
の点検にあたり、市
等関係機関の参加呼
びかけを行う。

H29
各機関が実施する重
要水防箇所点検に適
宜参加している。

各機関が実施する重
要水防箇所点検に適
宜参加している。

実施無し 継続実施 未着手 ‐ － 共同点検の実施 実施済み 共同点検実施なし 未実施 未実施 検討中 - - 検討中

12/7減災対策会議
（事務所開催）で重
要水防箇所について
情報共有

減災対策会議（事務
所開催）で重要水防
箇所について情報共
有

H30
各機関が実施する重
要水防箇所点検に適
宜参加している。

各機関が実施する重
要水防箇所点検に適
宜参加している。

管内関係機関ととも
に重要水防箇所の共
同点検を実施し、情
報共有を図った。

継続実施 未着手 ‐ － 共同点検の実施 実施済み 共同点検実施なし 未実施 未実施
共同点検を県と実
施。（7.3）

- -
共同点検を香取市と
実施。（7.3）

7/12減災対策会議
（事務所開催）で重
要水防箇所について
情報共有

減災対策会議（事務
所開催）で重要水防
箇所について情報共
有

H31

H32

H33

取組番号
63

毎年我孫子市と合同
で水防訓練を行って
いる。

必要な場合は常備消
防の無線又は携帯電
話等を活用。
※水防団同士の連絡
体制は確立していな
い。
消防団員用IP無線機
を整備し、水防団に
も活用している。

-

消防団（水防団）間
での連携が円滑に進
むよう検討を続けて
いく。
団の担当の地区ごと
に河川区域を割振
り、効率的に巡視を
行っている。

近隣と合同で水防訓
練している。

地域防災計画の見直
しに伴い、連絡体制
等についても再確認
をする。

- - - -

団の担当の地区ごと
に河川区域を割振
り、効率的に巡視を
行う。

関係機関と協議の検
討

人員確保による確実
な巡視の実行のため
に検討をしていく。

消防団を管理してい
る消防を中心に、今
後検討予定である。

-
水防団間での連携が
円滑に進むよう検討
を続けていく。

関係機関や水防団
（消防団）の連絡体
制の再確認と実施方
法を適時見直してい
く。

水防団間での連携、
協力に関する検討を
続けて行く

- - -

H29

毎年我孫子市と合同
で水防訓練を行って
いる。

継続して実施中 - 継続実施 継続実施 ‐ － 継続実施 協力体制の確認
連携の円滑化につい
て検討中

検討中
水防団間での連携、
協力に関する検討

- - -

H30

毎年我孫子市と合同
で水防訓練を行って
いる。

継続して実施中 - 継続実施 継続実施 ‐ － 継続実施 協力体制の確認
連携の円滑化につい
て検討中

検討中
水防団間での連携、
協力に関する検討

- - -

H31

H32

H33

取組番号
66

毎年我孫子市と各関
係機関の合同で水防
訓練を行っている。

毎年柏市と共催で水
防演習を実施してい
る。

-
年1回の水防訓練を
継続実施し、その内
容を充実させる。

定期的に行っている
水防演習により強化
を図る。

印旛地区水防管理団
体連合会による水防
演習

- - - -

水防演習時に関係機
関に参加を要請し、
連携した訓練を実施
する。

関係機関と協議の検
討

まずは町単独での訓
練を実施し、その後
少しずつ規模を拡大
していくことを検討
する。

各関係機関と調整
し、より連携の取れ
た防災体制の構築に
努める。
現在、水防訓練の実
施予定は無し。

関係機関による水防
訓練（情報伝達訓練
を含む。）を実施

毎年度、市、消防本
部、水防団（消防
団）が連携し、水防
実技研修会を実施し
ている。

関係機関や水防団
（消防団）の連絡体
制の再確認と実施方
法を適時見直してい
く。

関係機関が連携した
水防訓練、連絡体
制、情報共有を継続
する

これまでに実施して
きた水防訓練・連絡
体制・情報伝達訓練
の強化・改善をして
いく。

関係機関による水防
訓練（情報伝達訓練
を含む。）を実施。

-

H29

毎年我孫子市と各関
係機関の合同で水防
訓練を行っている。

柏市との共催水防演
習を実施した。

- 継続実施
成田市において水防
演習を行った

‐ － 継続実施 連絡体制の確認 継続実施
5.21に水防訓練を実
施した。

香取地区水防連絡会
にて連絡体制を確認

関係機関が連携した
水防訓練、連絡体
制、情報共有を継続
する

香取地区水防連絡会
を開催（7.12）

参加機関が１機関増
加したが、訓練内容
は従前どおり。

-

H30

毎年我孫子市と各関
係機関の合同で水防
訓練を行っている。

柏市との共催水防演
習を実施した。

- 継続実施
栄町において水防演
習を実施した

実施 ‐
栄町での水防訓練に
参加

継続実施 連絡体制の確認 継続実施
5.27に水防訓練を実
施した。

香取地区水防連絡会
にて連絡体制を確認

関係機関が連携した
水防訓練、連絡体
制、情報共有を継続
する

香取地区水防連絡会
を開催（7.3）

前年度と同様の訓練
を実施

-

H31

H32

H33

避
難
訓
練

⑨住民にわかりやすく水位情報
を示すための水位レベル表示
（量水標等）の設置（避難訓練で
の活用）

取組状況

円滑かつ迅速な避難に資する施設等の整備に関する事項

円
滑
か
つ
迅
速
な
避
難
の
た
め
の
取
組

円
滑
か
つ
迅
速
な
避
難
に
資
す
る
施
設
等
の
整
備
に
関
す
る
事
項

水
防
資
器
材

①河川防災ステーションの整
備・活用の検討

取組状況

②氾濫水を迅速に排水するため
の緊急排水計画の検討・策定

取組状況

③水防資器材の保有状況の確
認、配備資器材の見直し、新技
術の活用等

取組状況

的
確
な
水
防
活
動
の
た
め
の
取
組

水
防
体
制
の
強
化
に
関
す
る
事
項

河
川
巡
視

①重要水防箇所の共同点検に
よる情報の共有

取組状況

②水防団間での連携、協力に関
する検討（人員確保による確実
な巡視の実行や大規模氾濫時
の効率的な巡視）

取組状況

③関係機関が連携した水防訓
練、連絡体制、情報共有の強化

取組状況
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様式２　概ね５年で実施する取組・フォローアップ

取組番号
54

H29

H30

H31

H32

H33

１． ③

取組番号
57

H29

H30

H31

H32

H33

取組番号
58

H29

H30

H31

H32

H33

取組番号
59

H29

H30

H31

H32

H33

２． 的確な水防活動のための取組
① 水防体制の強化に関する事項

取組番号
60,67

H29

H30

H31

H32

H33

取組番号
63

H29

H30

H31

H32

H33

取組番号
66

H29

H30

H31

H32

H33

避
難
訓
練

⑨住民にわかりやすく水位情報
を示すための水位レベル表示
（量水標等）の設置（避難訓練で
の活用）

取組状況

円滑かつ迅速な避難に資する施設等の整備に関する事項

円
滑
か
つ
迅
速
な
避
難
の
た
め
の
取
組

円
滑
か
つ
迅
速
な
避
難
に
資
す
る
施
設
等
の
整
備
に
関
す
る
事
項

水
防
資
器
材

①河川防災ステーションの整
備・活用の検討

取組状況

②氾濫水を迅速に排水するため
の緊急排水計画の検討・策定

取組状況

③水防資器材の保有状況の確
認、配備資器材の見直し、新技
術の活用等

取組状況

的
確
な
水
防
活
動
の
た
め
の
取
組

水
防
体
制
の
強
化
に
関
す
る
事
項

河
川
巡
視

①重要水防箇所の共同点検に
よる情報の共有

取組状況

②水防団間での連携、協力に関
する検討（人員確保による確実
な巡視の実行や大規模氾濫時
の効率的な巡視）

取組状況

③関係機関が連携した水防訓
練、連絡体制、情報共有の強化

取組状況

船橋市 市川市 浦安市 葛南土木 松戸市 流山市 野田市 鎌ヶ谷市 東葛飾土木 千葉市 習志野市 八千代市 千葉土木 君津市 木更津市 富津市 袖ケ浦市 君津土木 市原市 市原土木

- - -

住民の自主避難の目
安となるよう、わか
りやすい量水標の設
置について検討して
いく。

- - ‐ - - - - - -

津波想定区域には標
高表示板を設置済
み。

－ -

津波想定区域には標
高表示板を設置済
み。

- - -

― ― ― 設置候補場所検討 - ‐ - - 継続 － － 継続実施 -

― ― ― 設置候補場所検討 - ‐ - - 継続 － － 継続実施 -

－
内水排除用資機材を
整備済み

- - - - ‐ - - - - - - - － - - - - -

― 整備済み ― ― - ‐ - - - － － ― -

― 整備済み ― ― - ‐ - - - － － ― -

- - - - - - ‐ - - - - - -

排水計画の策定につ
いては、関係各所と
協議し策定を検討し
たい。

－ - - - - -

― ― ― ― - ‐ - - ‐ － － ― -

― ― ― ― - ‐ - - ‐ － － ― -

・水防資機材の更新
及び適切な管理を行
う。

市で管理している水
防倉庫について定期
的に資機材のメンテ
ナンス等の確認を実
施

水防資器材の保有数
量の確認は定期的に
実施している。

水防資機材の保有状
況の確認、配備資機
材の見直しを実施
し、関係市に対し情
報提供するととも
に、保有資機材の相
互融通が可能となる
体制の構築を図る。

- -
毎年水防資機材の確
認を行っている

-
水防資器材の保有状
況の確認は、毎年実
施している。

土嚢などの水防資機
材の配備及び維持管
理を実施する。

土嚢などの水防資機
材の配備及び維持管
理を実施する。

土嚢などの水防資機
材の配備及び維持管
理を実施する。

水防資器材の保有状
況について、市と情
報共有する。

保有状況の確認につ
いては実施をおこな
いたい。

保有状況の確認につ
いては実施をおこな
いたい。

保有状況の確認につ
いては実施をおこな
いたい。

保有状況の確認につ
いては実施をおこな
いたい。

平成３１年度中に保
有すべき水防資機材
の検討、配備計画を
策定し、平成３２年
度以降に順次配備す
る。

水防倉庫にブルー
シート等水防資機材
の保有状況を確認し
ている。

水防資器材の保有状
況の確認は、毎年実
施している。

実施
適宜、水防倉庫・機
材のメンテナンス等
を実施

継続実施 H29,6資機材の確認 - 継続中 継続実施 ▲（県土木と実施） 実施済 実施済 着手済み ‐ 保有状況確認済み 点検実施 継続実施 継続 台帳による確認 実施している。

実施
適宜、水防倉庫・機
材のメンテナンス等
を実施

継続実施 H30,6資機材の確認 - 継続中 継続実施 ▲（県土木と実施） 実施済 実施済 着手済み ‐ 保有状況確認済み 点検実施 継続実施 継続 台帳による確認 実施している。

・県の河川管理者と
協議して情報共有を
図っていく。

真間川、旧江戸川流
域の重要水防箇所を
県と共同点検を行っ
ている

河川管理者と重要水
防箇所の共同点検を
実施している。

真間川流域、海老川
流域、旧江戸川流域
の重要水防箇所の共
同点検を毎年行って
いる。

- - ‐ - -
出水期前の水防箇所
の点検にあたり、県
と調整する。

- -

出水期前の水防箇所
の点検にあたり、市
町村等関係機関の参
加呼びかけを検討す
る。

平成３１年度から重
要水防箇所につい
て、各市水防団体と
共同点検を行う。

平成３１年度から重
要水防箇所につい
て、各市水防団体と
共同点検を行う。

平成３１年度から重
要水防箇所につい
て、各市水防団体と
共同点検を行う。

平成３１年度から重
要水防箇所につい
て、各市水防団体と
共同点検を行う。

平成３１年度から重
要水防箇所につい
て、各市水防団体と
共同点検を行う。

重要水防箇所につい
て水防団体との共同
点検を検討する。

重要水防箇所につい
て水防団体との共同
点検を検討する。

実施 実施 継続実施 H29.6　実施 - ‐ - ▲（県土木と実施） 実施予定 ‐ － 計画中 ― － -

実施 実施 継続実施 H30.6　実施 - ‐ - ▲（県土木と実施） 実施予定 ‐ － 計画中 ― 計画中 検討中
需要水防区域の確認
をし、市へ通知。

・普段からの消防団
の活動の中で、地域
毎に連携を図ってい
る。

関係部局等と調整し
ていく

関係部局等と調整し
ていく。

- - - ‐ - - - - - -

他の取組で対応
(消防団と水防団が
兼任で、消防団を活
用)

－ - - - - -

実施 実施 継続実施 ― - ‐ - － ‐ － － ― - -

実施 実施中 継続実施 ― - ‐ - － ‐ － － ― - -

・千葉県主催の水防
訓練、情報伝達訓練
等に参加している。

すでに構築している
連絡体制等につい
て、随時見直し、改
善していく

千葉県主催の水防訓
練、情報伝達訓練等
に参加している。

- - - ‐ - -

毎年消防局総務課に
おいて、連絡体制の
確認と伝達訓練を実
施している。

消防本部との連携に
より、訓練及び連絡
体制の確認を実施す
る。

水防団（消防団）が
印旛地区水防管理団
体連合会の水防演習
に参加している。毎
年消防総務課が水防
団（消防団）への連
絡体制の確認を行っ
ている。

水防訓練について、
市の参加を呼びかけ
る。

他の取組で対応
(消防団と水防団が
兼任で、消防団を活
用)

－ - - -
県と市、地元消防団
が連携して水防訓練
を実施

-

実施
最新の連絡先へ更新
を行った

継続実施 ― - ‐ - ▲（継続実施） 訓練未実施 実施済 着手済み － － ― 7月2日に実施

実施
最新の連絡先へ更新
を行った

継続実施 ― - ‐ - ▲（継続実施） 訓練未実施 実施済 着手済み ○ － － ― 7月1日に実施
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様式２　概ね５年で実施する取組・フォローアップ

取組番号
54

H29

H30

H31

H32

H33

１． ③

取組番号
57

H29

H30

H31

H32

H33

取組番号
58

H29

H30

H31

H32

H33

取組番号
59

H29

H30

H31

H32

H33

２． 的確な水防活動のための取組
① 水防体制の強化に関する事項

取組番号
60,67

H29

H30

H31

H32

H33

取組番号
63

H29

H30

H31

H32

H33

取組番号
66

H29

H30

H31

H32

H33

避
難
訓
練

⑨住民にわかりやすく水位情報
を示すための水位レベル表示
（量水標等）の設置（避難訓練で
の活用）

取組状況

円滑かつ迅速な避難に資する施設等の整備に関する事項

円
滑
か
つ
迅
速
な
避
難
の
た
め
の
取
組

円
滑
か
つ
迅
速
な
避
難
に
資
す
る
施
設
等
の
整
備
に
関
す
る
事
項

水
防
資
器
材

①河川防災ステーションの整
備・活用の検討

取組状況

②氾濫水を迅速に排水するため
の緊急排水計画の検討・策定

取組状況

③水防資器材の保有状況の確
認、配備資器材の見直し、新技
術の活用等

取組状況

的
確
な
水
防
活
動
の
た
め
の
取
組

水
防
体
制
の
強
化
に
関
す
る
事
項

河
川
巡
視

①重要水防箇所の共同点検に
よる情報の共有

取組状況

②水防団間での連携、協力に関
する検討（人員確保による確実
な巡視の実行や大規模氾濫時
の効率的な巡視）

取組状況

③関係機関が連携した水防訓
練、連絡体制、情報共有の強化

取組状況

匝瑳市 旭市 海匝土木 東金市 大網白里市 山武市 横芝光町 九十九里町 山武土木 茂原市 一宮町 白子町 睦沢町 長南町 長柄町 長生村 長生土木

水位レベル表示（量
水標）の設置を県土
木事務所に要望す
る。

市街地に設置されて
いる主要橋梁の橋
台、橋脚等に量水標
の設置を県に要望す
る。

市街地に設置されて
いる主要橋梁の橋
台、橋脚等に量水表
を設置する。

- - - - -
主要な橋梁に量水標
の設置を検討する。

河川の水位計を設置
する。

- - - - - -
量水標の設置を検討
する

水位レベル表示の設
置について、調査・
検討

要望中 検討中 - - - - - 検討中
▲着手済み・継続実
施

‐ - - - -

水位レベル表示の設
置について、調査・
検討

要望中 検討中 - - - - - 検討中
▲着手済み・継続実
施

‐ - - - 管内市町村へ照会

- - - - - - - - - - - - - - - - -

- － - - - - - - - ‐ - - - -

- － - - - - - - - ‐ - - - -

- - - - - - - - -
氾濫警戒地区のポン
プ設置。

- - - - - - -

- － - - - - - -
ポンプの設置を行っ
た

‐ - - - -

- － - - - - - -
ポンプの設置を行っ
た

‐ - - - -

毎年、必要備品・資
機材等の検討し、新
規購入を行う。

消防本部との連携

水防連絡会で関係機
関の水防資機材の保
有数の確認を行い、
情報の共有を図る。

防災倉庫への水防資
機材の補充・追加を
検討。

防災倉庫への水防資
機材の補充・追加を
検討

防災倉庫への水防資
機材の補充・追加を
検討

防災倉庫への水防資
機材の補充・追加を
検討

防災倉庫への水防資
機材の補充・追加を
検討

水防資器材の保有状
況の確認を毎年出水
期前に実施し、必要
に応じた見直しを行
う。

保有状況の確認、整
備の徹底。

随時資機材の見直し
を行う。

自主防災組織への資
機材購入の補助金制
度継続実施。

保有状況の確認、整
備の徹底。

配備資器材の検討を
行っていく。

事業実施検討中（時
期未定）

配備資機材等の検討
を行っていく

水防資器材の保有状
況の確認は、毎年実
施している。

災害用ブルーシート
及び土のうを購入

確認 実施中 継続して検討
土嚢、排水用ポンプ
を準備済み

試験運転等随時実施 保有状況の確認 継続して検討 継続実施
▲着手済み・継続実
施

確認のみ実施 継続実施 ― なし 着手済 検討済 随時実施

災害用土のうを購入 確認 実施中 継続して検討
土嚢、排水用ポンプ
を準備済み

試験運転等随時実施 保有状況の確認 継続して検討 継続実施
▲着手済み・継続実
施

確認のみ実施 継続実施 ― 検討中 着手済 検討中 随時実施

水防連絡会等開催時
に重要水防箇所の共
同点検を行い、情報
共有を図る。

水防箇所の共同点検
にあたり、関係機関
と連携・調整を図
る。

水防連絡会等開催時
に重要水防箇所の共
同点検を行い、情報
共有を図る。

県や関係機関と共同
で点検を実施し、共
有を図る。

県や関係機関と共同
で点検を実施し、共
有を図る

県や関係機関と共同
で点検を実施し、共
有を図る

・県や関係機関と共
同で点検を実施し、
共有を図る

・町防災訓練時等に
おいて消防団や建設
業協会との共同点検
を継続して実施する

県や関係機関と共同
で点検を実施し、共
有を図る

関係機関と共同点検
を実施し、情報共有
を図る。

部内で水防体制を取
り、点検、パトロー
ルを実施している。

水防連絡会を通じて
点検箇所を共有し共
同点検に向けて調整
を行う

共同点検を実施す
る。

・ハザードマップに
よる周知及び水防団
との連携訓練を推進

・訓練や会議等によ
り情報を共有してい
る

点検箇所の情報を共
有する。

協議の上、事業実施
を検討したい（時期
未定）

協議の上、事業実施
を検討したい（時期
未定）

水防連絡会を通じて
点検箇所を共有し共
同点検に向けて調整
を行う

共同点検及び情報の
共有について調査・
検討

共同点検なし 共同点検なし 継続して実施 上記のとおり実施

随時、目視による点
検、水位上昇時には
県や関係機関との情
報共有実施

町防災訓練時に実施 実施中 - パトロールの実施 未調整 継続実施 ― なし 実績なし（検討中） － -

共同点検及び情報の
共有について調査・
検討

共同点検なし 共同点検なし 継続して実施 上記のとおり実施

随時、目視による点
検、水位上昇時には
県や関係機関との情
報共有実施

町防災訓練時に実施 実施中 実施を検討中 7月２６日実施済 未調整 継続実施 7月２６日実施済
ハザードマップ改良
を検討

実績なし（検討中） 7月２６日実施済 7月２６日実施済

- - - - - - - - -
水防訓練の継続実
施。

- - - - - - -

- － - - - - - - 水防訓練を実施 ‐ - - - -

- － - - - - - - 水防訓練を実施 ‐ - - - -

内容の見直しを行
い、訓練の充実を図
る。

- -
県、近隣市町と連携
した水防訓練の継続
的な実施。

県、近隣市町と連携
した水防訓練の継続
的な実施

-
県、近隣市町と連携
した水防訓練の継続
的な実施

県、近隣市町と連携
した水防訓練の継続
的な実施

-
県、市町村による水
防訓練の継続実施。

県、市町村による水
防訓練の継続実施。

水防訓練の継続実
施。

訓練を毎年実施 水防訓練を実施。 水防訓練の継続実施
広域的な水防訓練の
継続実施

広域的な水防訓練の
継続参加。水防連絡
会を通じた体制の強
化

水防訓練について内
容の充実を検討

－ 継続して実施 上記のとおり実施 - 上記内容にて実施 継続して実施 - 水防訓練を実施 訓練中止 継続実施 ▲ なし
実績なし（荒天の為
水防訓練中止）

雨天により訓練中止
７月４日　水防連絡
会

水防訓練について内
容の充実を検討

－ 継続して実施 上記のとおり実施 - 上記内容にて実施 継続して実施 - 水防訓練を実施 実施済み 継続実施 ▲ 水防訓練を実施。 実施済 ５月２６日訓練実施
5月26日訓練、6月27
日水防連絡会を実施
済
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様式２　概ね５年で実施する取組・フォローアップ

取組番号
54

H29

H30

H31

H32

H33

１． ③

取組番号
57

H29

H30

H31

H32

H33

取組番号
58

H29

H30

H31

H32

H33

取組番号
59

H29

H30

H31

H32

H33

２． 的確な水防活動のための取組
① 水防体制の強化に関する事項

取組番号
60,67

H29

H30

H31

H32

H33

取組番号
63

H29

H30

H31

H32

H33

取組番号
66

H29

H30

H31

H32

H33

避
難
訓
練

⑨住民にわかりやすく水位情報
を示すための水位レベル表示
（量水標等）の設置（避難訓練で
の活用）

取組状況

円滑かつ迅速な避難に資する施設等の整備に関する事項

円
滑
か
つ
迅
速
な
避
難
の
た
め
の
取
組

円
滑
か
つ
迅
速
な
避
難
に
資
す
る
施
設
等
の
整
備
に
関
す
る
事
項

水
防
資
器
材

①河川防災ステーションの整
備・活用の検討

取組状況

②氾濫水を迅速に排水するため
の緊急排水計画の検討・策定

取組状況

③水防資器材の保有状況の確
認、配備資器材の見直し、新技
術の活用等

取組状況

的
確
な
水
防
活
動
の
た
め
の
取
組

水
防
体
制
の
強
化
に
関
す
る
事
項

河
川
巡
視

①重要水防箇所の共同点検に
よる情報の共有

取組状況

②水防団間での連携、協力に関
する検討（人員確保による確実
な巡視の実行や大規模氾濫時
の効率的な巡視）

取組状況

③関係機関が連携した水防訓
練、連絡体制、情報共有の強化

取組状況

いすみ市 勝浦市 御宿町 大多喜町 夷隅土木 館山市 南房総市 鴨川市 鋸南町 安房土木 防災危機管理部 河川整備課 河川環境課 気象台

- 該当なし 該当なし - - - - - - - - -
設置場所の検討を実
施。

-

- - - ― ― - - - - - 検討

- - - ― ― - - - - - 継続実施

- - - - - - - - - - - -

市町村からの整備要
望等があった場合
に、検討を実施す
る。

-

- - - ― ― - - - - -
要請がなかったため
実施無し

- - - ― ― - - - - -
要請がなかったため
実施無し

- - - - - - - - - - - - - -

- - - ― ― - - - - - ―

- - - ― ― - - - - - ―

水防資器材の点検、
見直しを行う。

配備資器材の見直
し、水防資機材の拡
充を検討する。

水防資機材の保有状
況について、引き続
き確認を行う。

防災倉庫への水防資
機材の補充・追加を
検討する。

水防資機材の保有状
況にについては、引
き続き確認する。

・資機材の点検を継
続的に実施する。
・関係機関と協議

保有資機材の継続的
な点検を行ってい
く。

関係機関と協議
資機材の点検を定期
的に実施する

水防資器材の保有状
況を確認するととも
に、配備資器材の見
直しを検討する。

- -
適宜、水防資機材の
更新及び適切な管理
を行う。

-

継続して実施 実施予定
保有状況の確認を実
施

― 継続実施
資機材の点検を継続
的に実施した。

資機材点検
関係機関との協議を
実施

資機材の点検を定期
的に実施

保有状況を確認する
とともに必要な資器
材を購入

継続実施

継続して実施 実施予定
保有状況の確認を実
施

― 継続実施
資機材の点検を継続
的に実施した。

資機材点検
関係機関との協議を
実施

資機材の点検を定期
的に実施

保有状況を確認する
とともに必要な資器
材を購入

継続実施

- - - - -
河川管理者（県）と
実施方法について検
討する。

河川管理者(県)と実
施方法について検討
する。

河川管理者（県）と
実施方法について検
討する

河川管理者（県）と
実施方法について検
討する

水防管理団体（市
町）と実施について
調整する。

- - 関係機関と協議する -

- - - ― ― 未実施 未実施 未実施 未実施 未実施 実施無し

- - - ― ― 未実施 未実施 未実施 未実施 未実施
土木事務所へ市町村
との共同点検を調整
するよう依頼

発災時に市と連携を
して、氾濫危険箇所
を巡回している。

- 巡視の実施。 巡視の実施。 - - 消防団の体制検討 関係機関と協議
関係機関との協議を
実施

- - -
必要に応じて協議す
る。

-

消防団による巡視を
実施

-
消防団による巡視を
実施

今後も継続実施 - - マニュアル作成検討
関係機関との協議を
実施

関係機関との協議を
実施

- 実施無し

消防団による巡視を
実施

-
消防団による巡視を
実施

今後も継続実施 - -
消防団マニュアル作
成

関係機関との協議を
実施

関係機関との協議を
実施

- 実施無し

- - - - - 関係機関と協議
関係機関と情報伝達
訓練等を実施してい
る。

関係機関と協議
消防団とＩＰ無線を
使用した情報伝達訓
練

- - - - -

- - - ― ―
関係機関と訓練を実
施した。

通信試験の実施
関係機関との協議を
実施

ＩＰ無線を使用した
情報伝達訓練を実施

- ―

- - - ― ―
関係機関と訓練を実
施した。

通信試験の実施
関係機関との協議を
実施

ＩＰ無線を使用した
情報伝達訓練を実施

- ―
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様式２　概ね５年で実施する取組・フォローアップ 資料１－２

柏市 我孫子市 柏土木 佐倉市 印西市 白井市 四街道市 酒々井町 栄町 印旛土木 成田市 富里市 芝山町 多古町 成田土木 香取市 神崎町 東庄町 香取土木 銚子市 銚子土木

２． ①

取組番号
62,65,69

・毎年我孫子市と各
関係機関の合同で水
防訓練を行ってい
る。

・地域住民も観覧が
可能で，市の消防団
との連携による水防
訓練を行っている。

・毎年柏市と共催で
水防演習を実施して
いる。

・当市消防団は、兼
任水防団でもあるた
め、消防団の募集等
の促進活動を毎年
行っている。

-
年1回の水防訓練を
継続実施し、その内
容を充実させる。

・定期的に行ってい
る水防演習により錬
度向上を図る。

印旛地区水防管理団
体連合会による水防
演習

消防本部にて実施。
水防訓練等を実施
し、災害時の知識向
上を図っている。

水防訓練等を実施
し、災害時の知識向
上を図っている。

災害協定に基づき各
河川に割り当てられ
た担当業者との河川
巡視等に関する訓練
を実施。

・訓練内容に巡視の
要領を含めて継続し
て実施する。

・より実践的な内容
の水防訓練を検討し
ていく。

・水防演習時に関係
機関に参加を要請
し、連携した訓練を
実施する。

関係機関と協議の検
討

・訓練の実施につい
て検討する。

・水防リスクの高い
地区を対象とした住
民参加型避難訓練を
関係機関等とも連携
しながら実施するこ
とを検討する。

今後実施を検討予
定。

関係機関と協議す
る。

・毎年度、水防団に
よる水防実技研修会
を実施している

・更なる関係機関へ
の参加を促す。

水防団（消防団）に
よる訓練の継続実施
を行う

・水防団（消防団）
の充実（訓練や人員
確保）を継続実施す
る。

・地域住民の参加し
やすい方法等を検討
していく。

水防訓練を継続して
行う

・水防訓練の内容を
参加団体と検討し改
善していく。

･練度向上に向け、
水防団員も参加する
水防訓練を検討して
いく。

・すでに実施してい
る水防訓練の参加者
拡大について検討・
調整していく。

・水防訓練での河川
巡視の実施につい
て、減災対策会議
（事務所開催）にて
検討を行う。

・水防訓練に際し、
消防団の参加も検討
する。

・県管理河川からの
逸水を想定した水防
訓練は実施している
が、新たな浸水想定
が公表された場合
は、訓練内容の見直
しを検討する。

・水防訓練での河川
巡視の実施につい
て、減災対策会議
（事務所開催）にて
検討を行う。

・河川管理者、市関
係機関及び周辺住民
が参加する水防訓練
を引き続き行う。

H29

・毎年我孫子市と各
関係機関の合同で水
防訓練を行ってい
る。
・地域住民も観覧が
可能で，市の消防団
との連携による水防
訓練を行っている。

柏市との共催水防演
習を実施した。

- 継続実施
成田市において水防
演習を行った

変更なし 未実施
成田市において水防
演習を行った

実施済み 水防演習実施 未実施 水防演習参加
5.21に水防訓練を実
施した。

水防訓練を継続して
行う

水防訓練を継続して
行う

検討している
参加機関が１機関増
加したが、訓練内容
は従前どおり。

河川管理者、市及び
住民が参加する水防
訓練を行う

H30

・毎年我孫子市と各
関係機関の合同で水
防訓練を行ってい
る。
・地域住民も観覧が
可能で，市の消防団
との連携による水防
訓練を行っている。

柏市との共催水防演
習を実施した。

- 継続実施
栄町において水防演
習を実施した

実施 変更なし
栄町での水防訓練に
参加

当町において水防演
習を実施した

実施済み 水防演習参加 未実施 水防演習参加
5.27に水防訓練を実
施した。

水防訓練を継続して
行う

水防訓練を継続して
行う

検討している
前年度と同様の訓練
を実施

河川管理者、市及び
住民が参加する水防
訓練を行う

H31

H32

H33

取組番号
70

地域住民も観覧が可
能で，市の消防団と
の連携による水防訓
練を行っている。

毎年柏市と共催で水
防演習を実施してい
る。

-

消防団（水防団）間
での連携が円滑に進
むよう検討を続けて
いく。
団の担当の地区ごと
に河川区域を割振
り、効率的に巡視を
行っている。

定期的に行っている
水防演習により連携
強化を図る。

印旛地区水防管理団
体連合会による水防
演習

- - - -

当市の河川区域にお
いて、想定される工
法を中心に訓練を実
施している。

-

関係機関等も含めた
避難訓練を実施する
際に、水防団（消防
団が兼ねる）の参加
も依頼していく。

消防団を管理してい
る消防を中心に、今
後検討予定である。

-
水防団間での連携が
円滑に進むよう検討
を続けていく。

関係機関や水防団
（消防団）の連絡体
制の再確認と実施方
法を適時見直してい
く。

水防団間での連携、
協力に関する検討を
続けて行く

- - -

H29

地域住民も観覧が可
能で，市の消防団と
の連携による水防訓
練を行っている。

柏市との共催水防演
習を実施した。

- 継続実施
成田市において水防
演習を行った

‐ － 水防演習実施 未実施
5.21に水防訓練を実
施した。

関係機関や水防団
（消防団）の連絡体
制の再確認と実施方
法を適時見直してい
く。

6.4に水防訓練を実
施した。

- - -

H30

地域住民も観覧が可
能で，市の消防団と
の連携による水防訓
練を行っている。

柏市との共催水防演
習を実施した。

- 継続実施
栄町において水防演
習を実施した

実施 ‐ － 水防演習参加 未実施
5.27に水防訓練を実
施した。

関係機関や水防団
（消防団）の連絡体
制の再確認と実施方
法を適時見直してい
く。

6.3に水防訓練を実
施した。

- - -

H31

H32

H33

②

取組番号
72

市町村庁舎の耐震化
を行っている。

・市庁舎・指定避難
所ともに、洪水時に
安全性が確保される
箇所に位置してい
る。

- - - - - - - -
市庁舎及び災害拠点
病院ともに浸水想定
区域になし。

- - - -

災害拠点庁舎の代替
施設の機能を維持及
び拡充していけるよ
う、随時見直しを図
る。

水防災に対する庁舎
施設の充実を図る。

市町村庁舎や災害拠
点病院等の機能確保
について継続してい
く

- - -

H29
市町村庁舎の耐震化
を行っている。

該当なし - - - ‐ － 庁舎機能の点検実施 庁舎機能の点検実施
屋上に非常用発電機
を設置している

- - -

H30
市町村庁舎の耐震化
を行っている。

該当なし - - - ‐ － 庁舎機能の点検実施 庁舎機能の点検実施
屋上に非常用発電機
を設置している

- - -

H31

H32

H33

３． 氾濫水の排水、浸水被害軽減に関する取組

取組番号
73

-
浸水対策として、雨
水排水施設等を順次
整備を進めている。

- - - - - - - -
県及び国に対して、
排水機場などの機能
強化を要望する。

- -
農業集落排水など適
正な整備をすすめて
いく。

状況を確認しながら
対応する。

-
適時、運用の再確認
等を行う。

排水施設、排水資機
材の運用方法につい
て継続・改善してい
く

利根川下流河川事務
所および県管理河川
占用者との連携を強
化していく。

- -

H29 - 継続して実施中 - - - ‐ － 継続実施 継続実施
施設の維持管理に努
める

- 再確認を行っている

排水施設、排水資機
材の運用方法につい
て継続・改善してい
く

下利根連絡協議会を
実施済（8.7）

- -

H30 - 継続して実施中 - - - ‐ － 継続実施 継続実施
施設の維持管理に努
める

- 再確認を行っている

排水施設、排水資機
材の運用方法につい
て継続・改善してい
く

下利根連絡協議会を
実施済（10.17）

- -

H31

H32

H33

取組番号
74

-
操作規則や運用マ
ニュアル等を整備し
ている。

- - - - - - - - 継続して実施する。 - -
適正な運用体制の確
保に努める。

運用体制の検討をす
る。

-
適時、運用の再確認
等を行う。

樋門・樋管等の施設
の確実な運用体制を
継続していく

利根川下流河川事務
所および県管理河川
占用者との連携を強
化していく。

- -

H29 - 整備済み - - - ‐ － 継続実施 継続実施 継続実施 - 再確認を行っている

樋門・樋管等の施設
の確実な運用体制を
継続していく

下利根連絡協議会を
実施（8.7）

- -

H30 - 整備済み - - - ‐ － 継続実施 継続実施 継続実施 - 再確認を行っている

樋門・樋管等の施設
の確実な運用体制を
継続していく

下利根連絡協議会を
実施（10.17）

- -

H31

H32

H33

取組番号
75

-

市が作成した排水ポ
ンプ車設置(案)に基
づいて、排水訓練を
引き続き実施。

- - - - - - - - - - - - - - - - - - -

H29 - 排水訓練を実施 - - - ‐ － - - - - - -

H30 -
次年度実施に向けて
検討中

- - - ‐ － - - - - - -

H31

H32

H33

①市町村庁舎や災害拠点病院
等の機能確保のための対策の
充実

取組状況

氾
濫
水
の
排
水

、
浸
水
被
害
軽
減
に
関
す
る
取
組

排
水
施
設
・
排
水
機
材

①排水施設、排水資機材の運
用方法の改善及び排水施設の
整備等

取組状況

排
水
施
設
・
排
水
機
材

②樋門・樋管等の施設の確実な
運用体制の確保

取組状況

的
確
な
水
防
活
動
の
た
め
の
取
組

水
防
体
制
の
強
化
に
関
す
る
事
項

水
防
技
術
の
維
持
・
向
上

④水防訓練の充実

取組状況

⑤水防団間での連携、協力に関
する検討（大規模な氾濫に対す
る効果的な訓練）

取組状況

市町村庁舎や災害拠点病院等の自衛水防の推進に関する事項

市
町
村
庁
舎
や
災
害
拠
点
病
院
等
の

自
衛
水
防
の
推
進

③排水計画に基づく排水訓練の
実施

取組状況
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様式２　概ね５年で実施する取組・フォローアップ

２． ①

取組番号
62,65,69

H29

H30

H31

H32

H33

取組番号
70

H29

H30

H31

H32

H33

②

取組番号
72

H29

H30

H31

H32

H33

３． 氾濫水の排水、浸水被害軽減に関する取組

取組番号
73

H29

H30

H31

H32

H33

取組番号
74

H29

H30

H31

H32

H33

取組番号
75

H29

H30

H31

H32

H33

①市町村庁舎や災害拠点病院
等の機能確保のための対策の
充実

取組状況

氾
濫
水
の
排
水

、
浸
水
被
害
軽
減
に
関
す
る
取
組

排
水
施
設
・
排
水
機
材

①排水施設、排水資機材の運
用方法の改善及び排水施設の
整備等

取組状況

排
水
施
設
・
排
水
機
材

②樋門・樋管等の施設の確実な
運用体制の確保

取組状況

的
確
な
水
防
活
動
の
た
め
の
取
組

水
防
体
制
の
強
化
に
関
す
る
事
項

水
防
技
術
の
維
持
・
向
上

④水防訓練の充実

取組状況

⑤水防団間での連携、協力に関
する検討（大規模な氾濫に対す
る効果的な訓練）

取組状況

市町村庁舎や災害拠点病院等の自衛水防の推進に関する事項

市
町
村
庁
舎
や
災
害
拠
点
病
院
等
の

自
衛
水
防
の
推
進

③排水計画に基づく排水訓練の
実施

取組状況

船橋市 市川市 浦安市 葛南土木 松戸市 流山市 野田市 鎌ヶ谷市 東葛飾土木 千葉市 習志野市 八千代市 千葉土木 君津市 木更津市 富津市 袖ケ浦市 君津土木 市原市 市原土木

・想定最大規模の浸
水想定公表後に浸水
地域を考慮し、検討
していく。

関係部局等と調整し
ていく

・関係部局等と調整
していく。

・水防団（消防団）
における水防訓練を
引き続き行ってい
く。

毎年実施している関
係機関との合同水防
訓練において、水防
技術の向上を図って
いく。

- -
毎年5月頃に野田市
水防演習を行ってい
る

- - -
消防部局との連携に
より訓練の実施につ
いて検討する。

水防団（消防団）が
印旛地区水防管理団
体連合会の水防演習
に参加している。

水防訓練について、
市の参加を呼びかけ
る。

・君津地区４市（木
更津市、袖ヶ浦市、
富津市、君津市）・
君津土木事務所合同
の水防訓練を実施し
ているが、水防団参
加の説明会・訓練等
については現在実施
の計画はないが、他
市の動向を見極めて
検討したい。

・水防団は消防団と
の兼任であるが、実
施について検討した
い。

・4市合同訓練実施

・消防団の訓練の中
で水防訓練の実施要
請

・4市合同訓練実施

・消防団の訓練の中
で水防訓練の実施要
請

・4市合同訓練実施

・消防団の訓練の中
で水防訓練の実施要
請

-

・年１回、水防訓練
を実施している。

・より実践的な訓練
を検討して実施

-

検討中 実施 継続実施 H29.9実施 - 継続中 - － 訓練未実施 実施済 着手済み ‐ ▲ 継続実施 継続実施
水を流し入れた模擬
水路による実践的訓
練を実施

検討中 実施 継続実施 H30.7実施 - 継続中 - － 訓練未実施 実施済 着手済み ‐ ▲ 継続実施 継続実施
水を流し入れた模擬
水路による実践的訓
練を実施

・想定最大規模の浸
水想定公表後に浸水
地域を考慮し、検討
していく。

- - -

江戸川に対し東葛中
部地区連合水防団と
して流山市と連携し
ている。

- ‐ - - -
消防部局との連携に
より水防団の協力等
について検討する。

水防団（消防団）が
印旛地区水防管理団
体連合会の水防演習
に参加している。

- - － - - - - -

検討中 ― ― ― - ‐ - － 検討中 実施済 ‐ － － ― -

検討中 ― ― ― - ‐ - － 検討中 実施済 ‐ － － ― -

・災害対策本部を市
役所９階に設置する
こととしている。ま
た、市役所は止水板
を設置することによ
り、浸水に対する備
えをしている。

市役所庁舎建て替え
に伴い、機能確保を
考慮したものにして
いく（仮本庁舎：
H29年5月建設済み、
本庁舎：H32完成予
定）

平成28年度に新庁舎
を建設済み

- - - ‐ - - -
H29年度に新庁舎を
建設し防災機能の充
実を図る。

- -
浸水想定区域内に対
象施設なし。

災害拠点病院につい
ては、災害マニュア
ル等の整備を行って
いく。

-

新庁舎建て替え等の
時期もあることか
ら、総合的に充実を
図る。

-
H29に防災機能を備
えた庁舎を建設

-

実施済

本庁舎建て替えに伴
い、機能確保に向け
て検討中

― ― - ‐ - － 竣工・運用 ‐ 整備済み － ― 実施

実施済

本庁舎建て替えに伴
い、機能確保に向け
て検討中

― ― - ‐ - － 継続運用 ‐ 整備済み － ― 継続実施

・水防で使用するた
めの資機材を３ヶ所
の水防倉庫に配備し
ている。
・拠点防災倉庫に小
型の排水ポンプを配
備している。
・水門・排水機場の
操作について、千葉
県より委託されてお
り操作方法は規定さ
れている。

排水施設の機能維持
については日常点検
を実施。老朽化につ
いては、順次整備を
行う

排水施設については
修繕計画に基づいて
維持管理を実施して
いる。

既存排水施設の長寿
命化のため、補修・
改修を行うととも
に、現況の施設能
力・保有機材の情報
について関係市と情
報共有を図ってい
く。

-
出水期前に点検を行
い、必要に応じて補
修を行っている。

‐ - - -

定期的な資機材の点
検、運用の方法につ
いて確認を実施す
る。

-
既存排水施設の長寿
命化のため、補修・
改修を行う

年度ごとの保守点検
を適切におこなう。

- - - - - -

実施 継続実施 継続実施 継続実施中

除塵機のチェーン調
整を行った。
電柱の支線を交換し
た.

‐ - － 実施済 実施済 ‐ - － ― -

実施 継続実施 継続実施 継続実施中
冷却水のバルブ交換
を行った。

‐ - － 実施済 実施済 ‐ - － ― -

・水門・排水機場の
操作について、千葉
県より委託されてお
り操作方法は規定さ
れている。

平日は市職員の定期
巡視により、日常点
検の実施。また、業
務外の夜間緊急時に
は、機場管理の委託
業者により各施設の
運用を行っている

定期的な保守点検を
実施している。

- - - ‐ - - - - - -

今後運用体制につい
て、関係各所と調整
し検討していきた
い。

- - - - - -

実施済 継続実施 継続実施 ― - ‐ - － ‐ - － ― -

実施済 継続実施 継続実施 ― - ‐ - － ‐ - － ― -

排水訓練は行ってい
ないが、機能維持を
保つために、定期的
に各機場等の巡視・
維持管理を行ってお
り、非常時には滞り
なく運用出来るよう
にしている。

排水訓練は行ってい
ないが、機能維持を
保つために、定期的
に各機場等の巡視・
維持管理を行ってお
り、非常時には滞り
なく運用出来るよう
にしている

排水時には市内の排
水機場に人員を配置
し対応しているた
め、新規に担当する
職員に対し操作説明
会を実施している。

- - - ‐ - - - - - -
実施について検討し
たい。

- - - - - -

実施

定期的に維持管理を
行っており、滞りな
く運用している。

継続実施 ― - ‐ - － ‐ - － ― -

実施

定期的に維持管理を
行っており、滞りな
く運用している。

継続実施 ― - ‐ - － ‐ - － ― -
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様式２　概ね５年で実施する取組・フォローアップ

２． ①

取組番号
62,65,69

H29

H30

H31

H32

H33

取組番号
70

H29

H30

H31

H32

H33

②

取組番号
72

H29

H30

H31

H32

H33

３． 氾濫水の排水、浸水被害軽減に関する取組

取組番号
73

H29

H30

H31

H32

H33

取組番号
74

H29

H30

H31

H32

H33

取組番号
75

H29

H30

H31

H32

H33

①市町村庁舎や災害拠点病院
等の機能確保のための対策の
充実

取組状況

氾
濫
水
の
排
水

、
浸
水
被
害
軽
減
に
関
す
る
取
組

排
水
施
設
・
排
水
機
材

①排水施設、排水資機材の運
用方法の改善及び排水施設の
整備等

取組状況

排
水
施
設
・
排
水
機
材

②樋門・樋管等の施設の確実な
運用体制の確保

取組状況

的
確
な
水
防
活
動
の
た
め
の
取
組

水
防
体
制
の
強
化
に
関
す
る
事
項

水
防
技
術
の
維
持
・
向
上

④水防訓練の充実

取組状況

⑤水防団間での連携、協力に関
する検討（大規模な氾濫に対す
る効果的な訓練）

取組状況

市町村庁舎や災害拠点病院等の自衛水防の推進に関する事項

市
町
村
庁
舎
や
災
害
拠
点
病
院
等
の

自
衛
水
防
の
推
進

③排水計画に基づく排水訓練の
実施

取組状況

匝瑳市 旭市 海匝土木 東金市 大網白里市 山武市 横芝光町 九十九里町 山武土木 茂原市 一宮町 白子町 睦沢町 長南町 長柄町 長生村 長生土木

内容の見直しを行
い、訓練の充実を図
る。

- -
山武郡市水防連絡会
の水防訓練に継続し
て参加する。

山武郡市水防連絡会
の水防訓練に継続し
て参加する

山武郡市水防連絡会
の水防訓練に継続し
て参加する

山武郡市水防連絡会
の水防訓練に継続し
て参加する

山武郡市水防連絡会
の水防訓練に継続し
て参加する

毎年実施している水
防訓練の内容を参加
団体と検討し改善し
ていく。

水防訓練の継続実
施。

定期的な水防訓練へ
の参加

水防訓練参加者の拡
充を図る。

訓練を毎年実施

・町主催の防災訓練
の中に水防関係も含
め内容を検討し、知
識等を取得する機会
を設ける。

・町防災訓練の中に
水防関係も含め、関
係機関の協力を得な
がら実践的訓練の検
討を行う。

毎年5月下旬、一宮川
流域河川協議会主催
による、水防訓練へ
参加（町関係職員、
消防団員※水防団員
兼）

広域的な水防訓練の
継続実施

関係機関と協議する

水防訓練について内
容の充実を検討

－ 継続して実施 雨天のため中止 計画通りに実施 上記内容にて実施 雨天のため中止 継続実施 水防訓練を実施 訓練中止 継続実施 ― 検討
実績なし（荒天の為
水防訓練中止）

雨天により訓練中止 雨天中止

水防訓練について内
容の充実を検討

－ 継続して実施 猛暑のため中止 計画通りに実施 上記内容にて実施 猛暑のため中止 継続実施 水防訓練を実施 訓練参加 継続実施 ▲ 継続検討 実施済 ５月２６日訓練実施 ５月２６日実施済

内容の見直しを行
い、訓練の充実を図
る。

- - - - - - - -
水防訓練の継続実
施。

- -
多彩な訓練の実施を
検討

- - - -

内容の見直しを行
い、訓練の充実を検
討

－ - - - - - - 水防訓練を実施 ‐ ― - - - -

内容の見直しを行
い、訓練の充実を検
討

－ - - - - - - 水防訓練を実施 ‐ ― - - - -

- - - - - - - - -
点検を行い、随時対
策を行う。

- - - - - - -

- － - - - - - - 点検を行った ‐ - - - -

- － - - - - - - 点検を行った ‐ - - - -

必要に応じ、改善及
び整備等を行う。

- - - -
排水施設において、
改善が必要な場合整
備等を行う。

必要に応じ、改善及
び整備等を行う。

保守点検の実施及び
必要に応じ改善・整
備等の実施。

-
保有状況の確認、整
備の徹底

排水施設の整備の充
実化

- -
排水施設において、
改善が必要な場合整
備等を行う。

- -
操作規則に基づき引
き続き実施する

改善及び整備等を検
討

- - -
適切な維持管理を実
施

上記内容にて実施 実施中 -
▲着手済み・継続実
施

なし なし - - 随時実施

改善及び整備等を検
討

- - -
適切な維持管理を実
施

上記内容にて実施 実施中 -
▲着手済み・継続実
施

検討中 なし - - 随時実施

操作人員の確保・拡
充 - - - - - - - - 随時点検を行う。 - - - - - - -

操作人員の確保や拡
充について調査・検
討

- - - - - - -
▲着手済み・継続実
施

‐ - - - -

操作人員の確保や拡
充について調査・検
討

- - - - - - -
▲着手済み・継続実
施

‐ - - - -

必要に応じ、排水訓
練等を実施する。

- - - - - - - - 訓練を行う。 - - - - - - -

排水訓練等について
調査・検討

- - - - - - -
▲着手済み・継続実
施

‐ - - - -

排水訓練等について
調査・検討

- - - - - - -
▲着手済み・継続実
施

‐ - - - -
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様式２　概ね５年で実施する取組・フォローアップ

２． ①

取組番号
62,65,69

H29

H30

H31

H32

H33

取組番号
70

H29

H30

H31

H32

H33

②

取組番号
72

H29

H30

H31

H32

H33

３． 氾濫水の排水、浸水被害軽減に関する取組

取組番号
73

H29

H30

H31

H32

H33

取組番号
74

H29

H30

H31

H32

H33

取組番号
75

H29

H30

H31

H32

H33

①市町村庁舎や災害拠点病院
等の機能確保のための対策の
充実

取組状況

氾
濫
水
の
排
水

、
浸
水
被
害
軽
減
に
関
す
る
取
組

排
水
施
設
・
排
水
機
材

①排水施設、排水資機材の運
用方法の改善及び排水施設の
整備等

取組状況

排
水
施
設
・
排
水
機
材

②樋門・樋管等の施設の確実な
運用体制の確保

取組状況

的
確
な
水
防
活
動
の
た
め
の
取
組

水
防
体
制
の
強
化
に
関
す
る
事
項

水
防
技
術
の
維
持
・
向
上

④水防訓練の充実

取組状況

⑤水防団間での連携、協力に関
する検討（大規模な氾濫に対す
る効果的な訓練）

取組状況

市町村庁舎や災害拠点病院等の自衛水防の推進に関する事項

市
町
村
庁
舎
や
災
害
拠
点
病
院
等
の

自
衛
水
防
の
推
進

③排水計画に基づく排水訓練の
実施

取組状況

いすみ市 勝浦市 御宿町 大多喜町 夷隅土木 館山市 南房総市 鴨川市 鋸南町 安房土木 防災危機管理部 河川整備課 河川環境課 気象台

年1回、関係機関と
一緒に水防訓練を実
施している。

年1回、関係機関と
一緒に水防訓練を実
施している。

年１回、関係機関と
水防訓練を実施して
いる。

土木事務所による訓
練を年１回実施。

年1回、関係機関と
一緒に水防訓練を実
施している。

水防訓練の実施

・訓練への積極的な
参加を呼び掛けてい
る。

・水害の危険度の高
い地区においては、
その地区において必
要と思われる防災訓
練・避難訓練を行っ
ている。

・河川管理者(県)と
実施方法について検
討する。

水防訓練の実施 水防訓練の実施
年1回、関係機関と
水防訓練を実施

- -
必要に応じて関係機
関と協議する。

-

関係機関と一緒に水
防訓練を実施

継続実施
関係機関と水防訓練
を実施

今後も継続実施 継続実施
水防訓練を実施し
た。

土木事務所の訓練に
年１回参加

土木事務所の訓練に
年１回参加

土木事務所の訓練に
年１回参加

6月15日に実施 実施無し

関係機関と一緒に水
防訓練を実施

継続実施
関係機関と水防訓練
を実施

今後も継続実施 継続実施
水防訓練を実施し
た。

土木事務所の訓練に
年１回参加

土のう作成訓練の実
施（市職員）

土木事務所の訓練に
年１回参加

6月14日に実施
第６７回利根川水系
連合・総合水防演習
を実施

- - - - - - - 水防訓練の実施 水防訓練の実施 - - - - -

- - - ― ― - -
土木事務所の訓練に
年１回参加

土木事務所の訓練に
年１回参加

- ―

- - - ― ― - -
土のう作成訓練の実
施（市職員）

土木事務所の訓練に
年１回参加

- ―

- - - - - - - 関係機関と協議 関係機関と協議 - - - - -

- - - ― ― - -
関係機関との協議を
実施

関係機関との協議を
実施

- ―

- - - ― ― - -
関係機関との協議を
実施

関係機関との協議を
実施

- ―

該当なし 該当なし 該当なし 該当なし

排水機場操作規則及
び細則に基づく運用
を引き続き実施す
る。

・水門操作規則に基
づく運用を引き続き
実施する。
・関係機関と協議す
る。

操作員の安全がより
確保しやすいよう
に、施設の改修等整
備について、関係機
関と協議が必要であ
る。

- 排水施設なし - - -
必要に応じて関係機
関と協議する。

-

- - － ― 継続実施
水門操作規則に基づ
く運用を実施した。

実績なし － - - 実施無し

- - － ― 継続実施
水門操作規則に基づ
く運用を実施した。

実績なし － - - 実施無し

該当なし 該当なし 該当なし 該当なし - - - -
樋門・樋管等の施設
なし

- - -
毎年の水防計画の見
直しの中で運用体制
を確認している。

-

- - － ― ― - - － - - 継続実施

- - － ― ― - - － - - 継続実施

該当なし 該当なし 該当なし 該当なし - - - - 排水施設なし - - - - -

- - － ― ― - - － - - ―

- - － ― ― - - － - - ―
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様式２　概ね５年で実施する取組・フォローアップ 資料１－２

柏市 我孫子市 柏土木 佐倉市 印西市 白井市 四街道市 酒々井町 栄町 印旛土木 成田市 富里市 芝山町 多古町 成田土木 香取市 神崎町 東庄町 香取土木 銚子市 銚子土木

４． 河川管理施設の整備等に関する事項

取組番号
76

- -
堤防等河川管理施設
の整備状況を市と共
有する

堤防等河川管理施設
について、関係機関
と整備状況を共有し
ている

堤防等河川管理施設
について、関係機関
と整備状況を共有し
ている

堤防等河川管理施設
について、関係機関
と整備状況を共有し
ている

堤防等河川管理施設
について、関係機関
と整備状況を共有し
ている

堤防等河川管理施設
について、関係機関
と整備状況を共有し
ている

堤防等河川管理施設
について、関係機関
と整備状況を共有し
ている

関係機関に対し随時
整備状況の説明を行
なっている

- - - -
河川整備計画に基づ
く改修計画を共有し
ていく。

- - -
河川整備計画に基づ
く改修計画を共有し
ていく。

-
市との事業調整会議
で引き続き情報を共
有していく。

H29 - - 未実施 継続実施 継続実施 変更なし 継続実施 整備状況の共有 実施済み

市町との事業連絡調
整会議等を活用し共
有に努めている

- - -
管内事業調整会議に
て共有済（6.5）

-
市との事業調整会議
で情報を共有

H30 - - 継続実施 継続実施 継続実施 変更なし 継続実施 整備状況の共有 実施済み

市町との事業連絡調
整会議等を活用し共
有に努めている

- - -
管内事業調整会議に
て共有済（5.25）

-
市との事業調整会議
で情報を共有

H31

H32

H33

取組番号
77

- - - - - - - - - - - - - - - - - - - - -

H29 - - - - - ‐ － - - - - - -

H30 - - - - - ‐ － - - - - - -

H31

H32

H33

取組番号
78

- -

河川整備計画等に基
づき、実施箇所の優
先区間を定めて、河
川改修を継続して実
施する。

- - - - - -

河川整備計画等に基
づき、実施箇所の優
先区間を定めて、河
川改修を継続して実
施する。

- - - -

河川整備計画等に基
づき、実施箇所の優
先区間を定めて、河
川改修を継続して実
施する。

- - -

河川整備計画等に基
づき、実施箇所の優
先区間を定めて、河
川改修を継続して実
施する。

-

河川整備計画等に基
づき、実施箇所の優
先区間を定めて、河
川改修を継続して実
施する。

H29 - - 継続実施 - - ‐ － 実施済み 実施中 - - - 実施している -
河川改修を継続して
実施

H30 - - 継続実施 - - ‐ － 実施済み 実施中 - - - 実施している -
河川改修を継続して
実施

H31

H32

H33

取組番号
79

- - - - - - - - - - - - - -

ドローンによる点検
方法について検討し
ていく。

- - -
点検方法について検
討していく。

- -

H29 - - - - - ‐ － 未実施 - - - 検討中 - -

H30 - - - - - ‐ － 未実施 - - - 検討中 - -

H31

H32

H33

取組番号
80

- -
引き続き実施し、改
善を検討していく - - - - - -

引き続き実施し、改
善を検討していく

- - - -
引き続き実施し、改
善を検討していく

- - -
引き続き実施し、改
善を検討していく

-
引き続き実施し、改
善を検討していく

H29 - - 継続実施 - - ‐ － 継続実施 継続実施 - - - 実施している -
河川管理施設の維持
改善を実施

H30 - - 継続実施 - - ‐ － 継続実施 継続実施 - - - 実施している -
河川管理施設の維持
改善を実施

H31

H32

H33

取組状況

河
川
管
理

④効率的な点検方法の検討（ド
ローン等の活用を含む）

取組状況

⑤河川管理施設の適切な維持
管理の推進

取組状況

河
川
管
理
施
設
の
整
備
等
に
関
す
る
事
項

堤
防
整
備
等

①堤防等河川管理施設の整備
状況を関係機関と共有

取組状況

②決壊までの時間を少しでも引
き延ばす堤防構造の工夫（危機
管理型ハード対策）

取組状況

③堤防等河川管理施設の整備
（洪水氾濫を未然に防ぐ対策）
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様式２　概ね５年で実施する取組・フォローアップ

４． 河川管理施設の整備等に関する事項

取組番号
76

H29

H30

H31

H32

H33

取組番号
77

H29

H30

H31

H32

H33

取組番号
78

H29

H30

H31

H32

H33

取組番号
79

H29

H30

H31

H32

H33

取組番号
80

H29

H30

H31

H32

H33

取組状況

河
川
管
理

④効率的な点検方法の検討（ド
ローン等の活用を含む）

取組状況

⑤河川管理施設の適切な維持
管理の推進

取組状況

河
川
管
理
施
設
の
整
備
等
に
関
す
る
事
項

堤
防
整
備
等

①堤防等河川管理施設の整備
状況を関係機関と共有

取組状況

②決壊までの時間を少しでも引
き延ばす堤防構造の工夫（危機
管理型ハード対策）

取組状況

③堤防等河川管理施設の整備
（洪水氾濫を未然に防ぐ対策）

船橋市 市川市 浦安市 葛南土木 松戸市 流山市 野田市 鎌ヶ谷市 東葛飾土木 千葉市 習志野市 八千代市 千葉土木 君津市 木更津市 富津市 袖ケ浦市 君津土木 市原市 市原土木

- - -
河川整備状況及び計
画について情報を共
有する。

- - ‐ -
堤防等河川管理施設
の整備状況を市と共
有する

- - -
整備状況を関係機関
と共有する。

- - - -
小糸川の整備状況に
ついては、関係市に
情報提供している。

-
整備状況を関係機関
と共有する。

― ― ― 継続実施 - ‐ 継続実施 － 実施予定 - - － ― 継続 -
市との事業調整会議
で情報を共有

― ― ― 継続実施 - ‐ 継続実施 － 実施予定 - - － ― 継続 -
市との事業調整会議
で情報を共有

- - - - - -

例：上下流の整備状
況の兼ね合いにより
今後５年でかさ上げ
が実施できない堤防
について、天端のア
スファルト舗装を検
討

- - - - - - - - - - - - -

― ― ― ― - 継続中 - － - - － ― -

― ― ― ― - 継続中 - － - - － ― -

- - -

河川整備計画等に基
づき、実施箇所の優
先区間を定めて、河
川改修を継続して実
施する。

- - ‐ -

河川整備計画等に基
づき、実施箇所の優
先区間を定めて、河
川改修を継続して実
施する。

- - -

河川整備計画等に基
づき、実施箇所の優
先区間を定めて、河
川改修を継続して実
施する。

- - - -

河川整備計画等に基
づき、実施箇所の優
先区間を定めて、河
川改修を継続して実
施する。

-

河川整備計画等に基
づき、実施箇所の優
先区間を定めて、河
川改修を継続して実
施する。

― ― ― 継続実施 - ‐ 継続実施 － 着手済み - - － ― 継続 - 養老川実施中

― ― ― 継続実施 - ‐ 継続実施 － 着手済み - - － ― 継続 -
養老川実施中
椎津川計画中

- - -
点検や管理での活用
を検討していく。

- - ‐ - - - - - - - - - - - - -

― ― ― 検討中 - ‐ - － - - － ― -

― ― ― 検討中 - ‐ - － - - － ― -

- - -
引き続き実施し、改
善を検討していく

- - ‐ -
引き続き実施し、改
善を検討していく

- - -
引き続き実施し、改
善を検討していく

- - - -
引き続き実施し、改
善を検討していく

-
引き続き実施し、改
善を検討していく

― ― ― 継続実施 - ‐ 継続実施 － 着手済み - - － ― 継続 - 継続実施

― ― ― 継続実施 - ‐ 継続実施 － 着手済み - - － ― 継続 - 継続実施
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様式２　概ね５年で実施する取組・フォローアップ

４． 河川管理施設の整備等に関する事項

取組番号
76

H29

H30

H31

H32

H33

取組番号
77

H29

H30

H31

H32

H33

取組番号
78

H29

H30

H31

H32

H33

取組番号
79

H29

H30

H31

H32

H33

取組番号
80

H29

H30

H31

H32

H33

取組状況

河
川
管
理

④効率的な点検方法の検討（ド
ローン等の活用を含む）

取組状況

⑤河川管理施設の適切な維持
管理の推進

取組状況

河
川
管
理
施
設
の
整
備
等
に
関
す
る
事
項

堤
防
整
備
等

①堤防等河川管理施設の整備
状況を関係機関と共有

取組状況

②決壊までの時間を少しでも引
き延ばす堤防構造の工夫（危機
管理型ハード対策）

取組状況

③堤防等河川管理施設の整備
（洪水氾濫を未然に防ぐ対策）

匝瑳市 旭市 海匝土木 東金市 大網白里市 山武市 横芝光町 九十九里町 山武土木 茂原市 一宮町 白子町 睦沢町 長南町 長柄町 長生村 長生土木

- - - - - - - -
堤防等河川管理施設
の整備状況を市町と
共有する

- - - - - - - 関係機関と協議する

- - - - - - - 継続実施 - ‐ - - - 関係市町村へ説明

- - - - - - - 継続実施 - ‐ - - - 関係市町村へ説明

- - - - - - - -

河川の現状と整備状
況について把握し、
水害リスクや課題等
を整理し現事業計画
の範囲内で可能な対
策を行う。

- - - - - - -

河川の現状と整備状
況について把握し、
水害リスクや課題等
を整理し現事業計画
の範囲内で可能な対
策を行う。

- - - - - - - 天端舗装、裏法被覆 - ‐ - - -
天端舗装、裏法被覆

- - - - - - - 天端舗装、裏法被覆 - ‐ - - -
天端舗装、裏法被覆

- -

河川整備計画等に基
づき、実施箇所の優
先区間を定めて、河
川改修を継続して実
施する。

- - - - -

河川整備計画等に基
づき、実施箇所の優
先区間を定めて、河
川改修を継続して実
施する。

- - - - - - -

河川整備計画等に基
づき、実施箇所の優
先区間を定めて、河
川改修を継続して実
施する。

- - 実施中 - - - - - 継続実施 - ‐ - - - 整備中

- - 実施中 - - - - - 継続実施 - ‐ - - - 整備中

- - - - - - - -
ドローン等を活用し
た点検方法の検討

- - - - - - - -

- - - - - - - 検討中 - ‐ - - - -

- - - - - - - 検討中 - ‐ - - - -

- -
引き続き実施し、改
善を検討していく

- - - - -
引き続き実施し、改
善を検討していく

- - - - - - -
引き続き実施し、改
善を検討していく

- - 検討中 - - - - - 継続実施 ‐ - - - 実施中

- - 検討中 - - - - - 継続実施 ‐ - - - 実施中
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様式２　概ね５年で実施する取組・フォローアップ

４． 河川管理施設の整備等に関する事項

取組番号
76

H29

H30

H31

H32

H33

取組番号
77

H29

H30

H31

H32

H33

取組番号
78

H29

H30

H31

H32

H33

取組番号
79

H29

H30

H31

H32

H33

取組番号
80

H29

H30

H31

H32

H33

取組状況

河
川
管
理

④効率的な点検方法の検討（ド
ローン等の活用を含む）

取組状況

⑤河川管理施設の適切な維持
管理の推進

取組状況

河
川
管
理
施
設
の
整
備
等
に
関
す
る
事
項

堤
防
整
備
等

①堤防等河川管理施設の整備
状況を関係機関と共有

取組状況

②決壊までの時間を少しでも引
き延ばす堤防構造の工夫（危機
管理型ハード対策）

取組状況

③堤防等河川管理施設の整備
（洪水氾濫を未然に防ぐ対策）

いすみ市 勝浦市 御宿町 大多喜町 夷隅土木 館山市 南房総市 鴨川市 鋸南町 安房土木 防災危機管理部 河川整備課 河川環境課 気象台

- - - - - - - - -
堤防等河川管理施設
の整備状況を協議会
内で共有する。

-
河川の整備状況、整
備方針等を協議会で
共有する。

- -

- - - ― ― - - － - 未実施 未実施 ―

- - - ― ― - - － - 未実施 未実施 ―

- - - - - - - - - - -

河川の現状と整備状
況について把握し、
水害リスクや課題等
を整理し現事業計画
の範囲内で可能な対
策を行う。

- -

- - - ― ― - - － - -
天端舗装、裏法被覆

―

- - - ― ― - - － - -
天端舗装、裏法被覆

―

- - - -

河川整備計画等に基
づき、実施箇所の優
先区間を定めて、河
川改修を継続して実
施する。

- - - -

河川整備計画等に基
づき、実施箇所の優
先区間を定めて、河
川改修を継続して実
施する。

-

河川整備計画等に基
づき、実施箇所の優
先区間を定めて、河
川改修を継続して実
施する。

- -

- - - ― 継続実施 - - － - 継続実施

河川整備計画等に基
づき河川改修を実施
している。

―

- - - ― 継続実施 - - － - 継続実施

河川整備計画等に基
づき河川改修を実施
している。

―

- - - - - - - - - - - -
点検体制を含め、効
率的な点検方法を検
討する。

-

- - - ― ― - - － - -
効率的な点検方法の
検討と試行

- - - ― ― - - － - - 継続実施

- - - -
引き続き実施し、改
善を検討していく

- - - -
引き続き実施し、改
善を検討していく

- -
引き続き実施し、改
善を検討していく

-

- - - ― 継続実施 - - － - 継続実施 継続実施

- - - ― 継続実施 - - － - 継続実施 継続実施
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